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この訳言は ・/9$年ﾡ国 の山林局(林業委員会)よ りださた.

CacCc C -amy2金 と2aぞ PococCcce の 完訳である.

浜国におる回定ド験地の試央ば/タノ3に1王 ・. その調玉力 

法ば/クョ/ 確欠=れ. 今回の改ﾡえ見たのであるが. この改訂 

は/タよ 年にせまり. 夕cmwee ・ とsc&c . AAXcd . c&な か 

らなる季貝会の手で / 夕58年定了 した.

その内客は/夕3/年のﾡ法ににし. 大きな政師がなさ, われわ 

れの参汚になる所が非常に多い. 本書の入手前. すでにわが国でし 

水ﾡ試泉地のﾡ行才法に も 大 けな改切玄 見, 新設試験だば二のお法 

により試験玄施行字であるが, ニの 試験 の矢ﾡにあたり. ﾡ国のこ 

のヶ法者は参汚じなる点が多々あるので. ﾡ試験当官には. 受 

非一部してしらいたいビ考えて. 意 檢訳出 した 次オで ある. 内意z 

っいて多少ふ > ば. わ か国 と あ様. 土. ﾡ生調盗にもﾡ点zお 

いているが. ﾡ木(ﾡ)奴こ分、ﾡ積のﾡ法その他多少受ってい 

る点がらる. ﾡて付ﾡには参汚ビすべさものが多 く合まれている. 

なお ﾡ木級区分については.-昔の向ばの場合は. 欧でば.わ 

が国の寺崎式区分Y同様な方法る 用いてい るが. ﾡ地で ば 本者の 

うな型式が多 く. ﾡ山 ・民求別告会係では. 二のﾡ一麦ばか 

り. 林部会で 5cou (スィ ス). Can&du (スエー デン) .

夕ocueCuuc (ベルギー ). タaac (ユーゴースッビx) 9xどocc 

(ベルベー) 2化n フスd8e-eズ (ベルギー ) よう な石突行委員により. - 

方式名定めて. ﾡ会長 <ec<oncscそ により勧告の形で発系し 

ている. このち式は兵ﾡ去ビはﾡなっているので当な校会に 紹介 

したいどﾡっている。

訳出はﾡ収校官祖当し. 大 次校所したものてﾡ灰ばないヒ思わ 

れるが・ 繁国の林業語は. 米国のそれはﾡなるもの多く . -=o 

訳のないものはﾡ話の 〜とし. その②他は仮訳玄ﾡしたので. 他 

によ い 訳話が あ れ ば師春 の郷ﾡ示ﾡﾡいたい。なお浄毒その他にﾡ



事務官. 神戸夜官の子件ている-

. 昭和3よヲ月

経老部 大、栄松

3 言

林※ み頃会 ( J 2.イ罗 Cxxcxu2っret ) 卜今Hア22ﾡメ上の 

当え係率 タ相しそいろ が ・ そ"最:もいもの ノクノs 項 

み名のし林がによっ<式文さ その終ノヌノ年 :林*委ﾡ公の 

ぷ炎込、りと をバね たものてある. こら ﾡ地の 大分 る 

国会項する 林地内にあろが 店千の. 対に古い次ﾡは私有 

林 の 中)二我けら 求 て いる.

我々 ロー ( らのﾡ地の滅 犬ら び:刈え:授回名 今えら 東 た林 

地所何ﾡ:対し • ※く 対 ナろそごある. こらッ々のゅカが 

ハーた八ら ・ 系々べと冷帆の林:? い て発え どなヨ付る こッが 

ご点っ尺でかろシ- 目ﾡ求の大洲かは 生育通市なﾡ尉 

の回令紀林に救られ て いる・ しかし納/ ・ クﾡのぶ央地はな系 

ﾡ林:め り 約ク。多 少一黒的でA いが. 将求日峯立おし 

わ る針 ※崩休た呉又 当れている. そうしてこれら なは増mす 8 

A印-めろ・ 送干の県地口たﾡ交林、下人ﾡﾡ林. およびヤ林 

より 尚林え限供ヤのこ救I ら て いろ.

ﾡ又ぶ映米の目的ら上がそれに 用 いら オ る 方産 は J..cco 

クacdecAイ (ノクs/ )によってょべられている. この冷文でﾡ定 

さているﾡ的ﾡ在てひめて A式 る. こら xの りごあみ.

(2) ﾡボ表名廷め. 二のた茶表き後統し場合のﾡ々のAﾡの京 

授 水減の研え

(合) Mlﾡにtし八ﾡま夕全のるめ. 2の営粒め政長に対 

ナるﾡ々の同立まの効米タﾡするこ y .

(C) 下人道A 中林がみ同えの収燥ﾡ次林のJﾡいﾡの造林 

的A 口ﾡの研え

(4) ﾡ々の何う支の不示夕設けクこど. 回文ﾡ地口税任で 

は上死の王回的のﾡ.

(e) 数( 日の)ﾡ膚にわたつての地のﾡ下ﾡいし何上名所 

す々.



() 至岡的氏系 岡ス・*が和当の系ﾡが生-%木の性 

質にらよぼナタがヌ

などと利士れる. ・

・えう除地当公うをの作原がなどど妥にほつ&か い こ 

主なJ由バニっカみ. オ/と. /ヌシ/年ハらノア4年式ぐのﾡ 

立受点だすの須で は阿もね かり 衣か オ表タエバ的:解まする 

上 ご M 嘤た郡分的修正は十 分:加え られくきた・オスﾡ占は 函 

X災験の 者の本人2 多本の研えﾡ二上々2の天行のたyic. 

Jax。 スacdとxafイ )サえたﾡ法一 収 町 記夕むちハ え 更 < 幷 細 

な方疾 学 なつく みば安が生じたハ ぐある. / ラタノ年ておい 乙ノ 

,ク 懈ク 国定 試無処が仍 C たが. ニら 味地 ク州文立円2 联 

ークかとナる在ﾡは/しかなか一た. したがって. 一ﾡのぬ 

率 を 版為.に守 みこ ンてよってﾡ土統しいﾡﾡ主じなか?. Lハ 

し今日ては著ﾡがﾡ? こいろ- / フ4さフ32 日東試映地 

拡ビククﾡて ニれらと対2 ﾡ ノスﾡの 羽ﾡ班バか垣 L 

乙いろゲ・ それら何れも試地のﾡえの外-. の相ち成ﾡ 

称2途行していろ. ニカよ力にタにした条のしどぐは 非 港 に 詳 

何女方 玄 若； こよ り初か こ. 死表2ﾡるに一えム必しめろこYがでも 

る・ ニク表老ﾡﾡ愛ﾡのﾡ京ど.Vにシ名ヌくいみ抜ﾡ着 

ク千ィ芝らよ び参号 さy L て術策とれたしの ごある.

新とし い立表ﾡﾡ存 矛法ﾡ昼的人ﾡﾡﾡの核に作全 

その目的はケネ名よりる靴的及るの どナろ 二 ぐあり そして正麻会 

名米なわないﾡり単や化ナるこyであた. / ク44年今の会合 

Iにらいて • 全西在姫の主任さ令ロ刈片ﾡの上叙校ﾡ者に対し.阪侍 

のテ表についくの枚判* 政る条の長示が* めら. Fc. ルr次 

( 別音 ) GML. ムル (セ>Vス相当区)JNR.2らcz。 

(祭超) • JM czu ( ・大ﾡ止斜ク 間 伍森林 区 ) 广 よ 

• 乙横咬ご 東才委 目会/』. ポﾡ土れほ事ﾡ女サ承L . ま八るﾡの 

※著貿2受ﾡ討 し尺絶果 主愛な支のナべてについて交逸にﾡし
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新 ﾡ の原系名 し尺・= の京深 夕なﾡ :Km して※ に式鉄 

全行い比北刈名受たや米 共っバクﾡEゲmえられた. こ、E

ろ ケ法ﾡは上ﾡ公ﾡ会だにか ・るむ ごあるが、 その大新

分はﾡﾡ師会休のチームフークのさ※でめろ_

/ ア/年ポカテ上妥及灰化な以下Iに述べる . こら 

ﾡう去Y /タョ/ こべら 去ごの比ﾡをっz い2附4x 

I2ﾡざ しくあろ.

ノクジク年3月ノ日ﾡには・ 林Aちよびﾡ岡ﾡはナ乙賞のX 

及 (イwe wcad.x.c 区ケへ ﾡ)で表わせれていた. この日 

降 . 休燃公岡会研え知 <月 いるえ表会 全※回の林み話 B上 び太片 

条きの町ご一般に州いらているくのy一致させるため. 崩木の材 

Aら上び内印川間月ク太は楽岬クム"バス ・ メッン. ; ゅるいは 

ﾡu分月 ( テczZa ア 期 ) 表Iょっ て行なッごJにムった

竹Aは刑当ドじく タ付の未ロ迫径 が5 イ ンテのンこ

Aタいうゲ ﾡは及白ぐなくど日林Na州え北4し 

p い < メ真内材A 主 こ 岡ﾡ・wナろ .

. める場令)z

村ﾡの場合4除 乙. ﾡ地内の上ﾡが大休4クィートt 

ナ 2まど・ あるい は休木 の約ク。% が納 A田ぶタィ >テ上izA 

2ま は 番チづタ せず:岡はM又ﾡ名いろ

筑地の測文はﾡに片3年門 ごどに行なクみが 求在は番通 

ク回 * に行なう え金 U万広 に よる抗険世測 友 y . 尚感まzよる 

中 间測庆 V 幺 区別 し N いみ, 校ﾡは5日ン4年日にな»びぐ 

ある. え全及 ガ 表ど M ぬ去 " o 主な i い.ヤ 日 ォ 文 ごは z木ク M 

Aなえ夕とずまた 持定の ﾡ情の W u てなけx はﾡ尚2州ﾡしAい 

こ乙のる.



ﾡ高「っよ ごユ木ボ天※ず 今ノゆ :係ホ木 名 送・ぶタ ベIuiこ 

単紀にさ/ア 現在 ﾡ木るす2計L で式ル<イ ニ チﾡさ 

ﾡﾡ択ら • ヨ®づ»るし て いないﾡ県地 て ド4l上下 こ、ら 条 

祭的:旅木夕送え ご※税的株本 夕どろ. そぐ#«○本の岸本 

い <片商2みﾡし たニれらの の / ◇本皇ﾡ沢ﾡの パめの u 

木燃本ど して刈ヌする . Aめ木 夕例し てﾡ量し 〜っの 地 て 

ク#米ら • # 箱沢浅のに め が も同的に寐本木三呉、米二 の 方点 に 4 

次 ば ﾡ及ク承ケあるyし て ごくﾡかぐ( ん...xxxcペバ フ4←) 

U た株本ネ 名幸ﾡ的:送 ゅ合:っヨィの、げりクﾡ椎 ュ1版く 

にろこy 示 と【足・ ニクサムブリ>ゲロ木ハムﾡら. 辽木 

のバりに向以木会係本木ゞ L 乙 y々こYは規H行ムPれて いAい

木が小 い場合・株木木の林ﾡ ―天我す/探洋的な方发/ 依然部

L <木に後るどのである. i高大ェい* の理で木書りが 

ﾡな場合の方表二つがめる .

(a) ﾡﾡ務によ2立表

(<) 羽ﾡねが利川ぐ全よい場今には. I人▽1:べ夕細り曲役( 

どct ん" ) 名Hいて木登り名補う- ( このﾡ支は以前わ 

メた形衣所表にるくのであろ. )

m は央ﾡ地の材点 2ﾡするル I爆本木の材A 2月u対Lて 

プコ ト し Beee の。 fわけまめ感正表 冬用いていた. いまは. 

ﾡ黙オﾡﾡ木木ﾡ点 み研町ペIに対ナる 崎 か らt坪 今.この 

ﾡ保はﾡ型Y仮文てきろ ( んwwce ノァ44) o てIm Mf h 附 係 W 

Iよべ ろ 万去幺 用いて 沢定 と木 を . この力表には叶わは※でな 

いが・ この場合2月の大さいひめから点Iにエーカー当り ノ。o 

本ク立木 ( イazuご - )こフいてデーノタ刑にﾡする. y い力 

のは ・ これ ら か木 の 登 林 力、 ら な 探 a て全期円の区長がおI立裂ぶ 

か ら ごある.
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间 m本数がタ ルい Y るﾡ片ノ片ぶはﾡゝ日 じょ うにして刈x 

ナみ- し小し木糸が多い場合にﾡケ都ぐ可木か ら麻本» 

ムりﾡX支ﾡたとていろ.

試千材 現任ドグラフ 

商横 : 対た するﾡ新ゞ と てこ表上れこ 

ろ 平均別向タ 列算ドバカ ご » ご5 ろ

から旦ﾡ統スYった 平ﾡ 

いろ. ニは <yクデにょ 

こ正は非市なﾡべに名x
ポしてい々が しイしこの7表大のようバこッからそ当ンy方えら

れア 及フらニク ケしﾡ的及ﾡ想はあって . 分) 形教

ババ会 西秋2通じ 

べろy . 大したこ

そ-*ごめろど収えし 乙 

yない立ﾡえらる.

い ② <e と彳 表 ﾡ息にた 

こ の形女が一y いう※

キ天燃にはﾡんど着たされろこッが万い. 人及場Aご. こめ

スカ法ハら永ﾡさ千ﾡ併者河は. 普通非尚によなの て 

あみ.

ニクネ"介*げ -爱日意の歎渝玄不峭矇■•す,ため本文の 

中て東扱えAゲったf りな ・ﾡ索な7きの細当ど町文式央ル』A 

・附ﾡする-般的内畑 てバ然に わL て いる. 二のァ

表の負用い 2示したパ録W*。本文 中KW べ斤すべn 力 公式を よ々 

パ 於界添茨2风货也設足の 際二戍婆立希敬の夫を あげた时録又ご 

ﾡ に 注逃こハたい.

二のヶ友者のぷ2にた? く称々ク迷図Lた こッ ーケで立 

妥事名 P当ず ニ ごAく - ヶ どH不髪細さ2ける _ こ* 

・ しバって出X燥準比の期友冬初米ルに全めろI:ロ ﾡと 

ﾡ 当百 が万式きa験ﾡにクニどるらクん . 的なペ z 

ﾡ名身につ々こッがルほぐある.

ネﾡ*

々んwc/.F.C(〜ク**) 4②......-B./ 夕物 /あV.
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そカイン Ce"ピ4-4 今&イ ズ 〜 〜ケSe e

( 甲シ:材点-折高AA株ノノ4 林京会場後数新)

Aac4ewrx4～.Aox&u(クs') -.yc4 P&-びA&eん i,uu才月wたu..

Cuピ プクェぴ Aexe2rxf- Zcイ " ・/ F Y〃/ - *e.

キ ※ 本考4ぷじくﾡﾡ文ベはすて. そcあ2Hしに*ま 

た は 附ﾡの終 り は ク デる ニンこした.

第1 学 試地のぷ定ど一般的欠戒
( eecke ペxイ テtC36 2xasfcxceイ )

(1) ﾡ地ﾡのための場ﾡの送*式ﾡピの ・ドによ 

れろtの ぼハ ら. 一般的なﾡ式ュ示ナニンはござない

方 次

<メ産こ
.LかL火

感のぱに対と ては・ 女晩鹿 ほ ホ 氏が一杯 ごうっ ぺ いバぷスな甲 

): される.

-の ﾡl\系区次の比にﾡ試ﾡ区の系 ズ・ 私例京長がを 

4 い灰期ヨ示している上々ﾡ準地口Yられないにろシ. Wえは 

浜お及ぶﾡに月い そは ﾡ浜がルよ り tﾡい式ﾡ工が一つ以上め 

◇ケゼ L(Aいケら ぶ求E 企に1たる洲えは大会 -ギiz2 

い<tか※ﾡぐさないかひしれない. そのよう人場合にはナて 

"ば小区名岡労に&めし <料高4測え. たえ会は四 ヶ会 a 

適用し 氏いぶ会送:一い ては林えのよ名行よ . 一 式央 z 

の系徴のどの ・みx が台? y全 .そらの 会式験g にして. 

流2行だっえ会なﾡえの日付立ﾡ係なく x全な州ﾡュ行なう.

(2) 試ﾡ区の日的ビその林上の取ﾡい(同・F木協ﾡ午)はま 

除地の教震夕命どたﾡ当区がa Iz喫そ し .「桜x)に ついく» 記朝 

様央」(ﾡ費夕a )式には明が浜く々る5令;とは刑の周な名 

不 L て ﾡ抜す 2 .

(3) 料洲のﾡえの人いﾡ環( たどえ ば排木 ﾡ) iこっいては一ﾡに 

いら M て い る堂林者 ﾡ力表にﾡう ニy.

(4) 向たはﾡの販扱いがば受かゞうか姿さめるため. ケく 

s年に/ 田は ﾡ及地名に楽 しなけれ な らAい.立ﾡ立ﾡえらォ 

今息( 例ス 地示 ﾡ生の及化)は. 将ボの尿属いにす々※x2 

2にすべて L 我 定 ら J： び•冉初 史 の 記 求点 六」(杯ボx 4.4た 

はス合) のﾡい メのヤzﾡしておく.
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(5) ﾡ地ク河 A例5日 4年自たヌ年日ごy:た 
ッ ・ 合 いぶﾡ2 そベ氏キが中ﾡ低い場合ュ除さ54立い 
岡ﾡル2川いるが ーャと令の入獄地ぐは点区のNに少く 2z
4の向品生Pかなけ成らない.

(6) ﾡ区は向スニムに刈する。通ﾡク中ﾡぐノえは. wl 

えは岡ケ式の応に教( ニク場合. 系ヤの/ﾡﾡ区が以:、 
ばだしべく測ﾡし及けれ人らない)や・ 対列な並林的塁 
女も?芝命のジ区及ど名除ミみ受て及い. ﾡxヶ去め金名通 
用する刈文 - 2会営ふ( 火e 〜.....u....や )xa死まの-第 
クス名ポいる刈一 土回2型 (Adsxu.xaa x.....u..u..を, ) x 
名区列すク・ ( 4。上ょび4/所»験)

第2 ¥ 試区ま定同ﾡ伝 
( <y"4イ ダ ノt axペ wa2&c ダ そょuとムv)

"ﾡ受ク大ささとゃ状( タe ax4 u ダ t )

(7) ﾡ区 書通ﾡ形 であるが. その形立の数はﾡえてfい.

@ 験にの大ささ普近4タからペタェークーでめろが.a的 

R地位の系 ﾡ目的尼よび試ﾡ2ﾡ炎する沢体体令々 yizょ 

? <ダってく ろで少クシ・書ユ/農ﾡみ素ﾡからよる試ﾡ乙は 

ペ<そーカー以メ下 た単一のな 業営 からムタべﾡ区2Jェー 

カーメ下 てあってはならない. 単-試系E感の妥大に4米以. 

本米ﾡごそ /エーカーでめろう. ﾡ交休の友役名ヌナる区 

め面貸は々今エーカーメ下てあっ てはムらない.

係談( ユxuvuztd )

(9) 係愛市は試ﾡ区の外別Iに公チェー ンのﾡてy らねばなら人い. 

しかレ この個は次し てもょい. 試験区内八向区立隣 ﾡ林 今式

—9 —
は 隣接試貸区 ク円区が落しく氏る込さド 係終○昭名てきる 

ぼけなく yろべ ごめろ. ﾡ求g が林ﾡクく :あって. 係表荷

の出ﾡY並休のﾡ®2 ター政させいさ=む. 係委布の紹2

なてよ い・ 休渋のはチェーン下であ? てはなら及い.

ベﾡ区の E動 ( Doxcscxtcx ダ く砲 )
(IO) 文の除. ﾡﾡ区のﾡには台い保庄夕てる. こらﾡ准が

料よナタがま人ははっき り し 及く な き 取 かえ が風異 X を 

は

(a) 主木 :まだ番チブがムさ < いない 2さ.

") 何死式め比ﾡの場合.

(c) 測えぐきる大きさ/は 皇 L ていムい下ﾡ木あるさ .

ぐあろ.

(1l) ﾡ市の外は・ ﾡのすぐ外処の優ﾡ木ヤから必当氏本ぶ& 

送びそれに河以戻支示ナ文キタベ> キ でさい て示すろ. ニク文 

子はをり試ごの例立外仙から上くえるよぁさこか.

(2) 係淡市ﾡ木につけろ文子. 納的ﾡ(々ス錦 )らよび尉木るチ 

( /厅 卯)た yの 夏サは 普通 白ベンキぐをく. 白>キぐははっ 

チ ク し及いカンバﾡどの財ﾡごは 赤ベ>キタ月いろこ"も力る 

※色べン キは・ ﾡﾡえクたりに印セつた木立漫同するらる 

めるから月いない.

試区り測受 / /イイ )( プxマ

(I3) ﾡ料の列ゲはっ主 り し くいろ場合zは. 試ﾡ区のﾡは隣りら

った列 力 中 同を 川 Y 平行 に依 ろ」りバ 引く .

(W) 験区のは. ﾡせ天または44 フィ - 卜の及さの Gwxなtのチ 

エーン名月いて. リンク単位ぐぶする.
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(15 めムすA及はリズムコムバスまた 4x ユxtauイ姿用 い 

て s ○ﾡみ ご油 資する- 試ﾡ区が是形の Y会にはﾡﾡ( vuccaf 

4ァ&u ) 冬用いくむよい.

(6) 正確及洲人るな り ため. 試ﾡ区め期 登はおま わ り B上 び 左 

まわりなノログ〜行夕う. tLスの量いが合スぐ3。. 技さ ご 

/リンクメ上人. マボされた正ﾡさがえられるまて再別す 

る ・ 対ﾡ次名霊 ナィ は一ﾡ fいテェクになる.

(I7) 式ﾡEク ﾡ が 4 上あるン全は. 次の三っの才法のどれかセ 

用いて. 消えしたエク長全名水千ﾡﾡになちす.

(a) 頃ゲー杯なら: &&クレベルでﾡﾡ2訓ﾡし.水千ﾡ 

名砕ナろ.

(4) ﾡが一旅<版 い2きには. チェーフタﾡ段次に及って(4 

-メシア・)水千泥ﾡ名測えすろ.

(C) 乙2at2: Zu ど とcz レベル名用いる-

(⑶ 験区の ﾡ 函 2株式ズバ Iよクて通さ. ﾡ北規名認入する. 

暴井因2はの水千姫ﾡ 円角. 用い月絡ア 2ﾡ株 してちく.堀 

ズは音スクリンク名ノc Iそとろ.

(19) 派永々/ の面 て試区 2e2 / エー7 一式ぐ正ﾡI計 

算し・ﾡ乗2本面に移認すろ. (附ﾡ区参及)

(20) 次の回ﾡ名泳する.

(4) 長 野 力有 馬通悠や林理 界号 に 対す るﾡ繁区 のA対的ﾡﾡタ示 

す 納尺/イ -チ : /マイ ルからの途写図

(4) ﾡﾡの主委盛路ちよびﾡに対すクﾡ及区の相対的区量名示 

す四ベ/ イ ンチ : ノマイルのﾡ図. 一つ比Kﾡﾡ区どケ・ ﾡ 

- の 及区ルノかにまりにﾡってあろ場合Iには. 全ﾡ区のﾡ
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支ダイ ンチの図面らよ グ/イ ンチビ面の透ず因の西方に執 

する. 上の&写口名子費て役みしてそれぞのファイルにじ 

込とが. そのxじメファイ ルク試ﾡ区の ﾡ出は者し て B 

< .

a ぷ 条 ( x&x? / そ&xctプ )

(21) 府者桁の印づ»ン恐サイけ姿すろ前I. ﾡされた A以戻 ( 附 

ﾡI少爆)に然っそ. 試ﾡ氏のﾡﾡ在2なう. しかしﾡ杯は 

試黙区クﾡ高戸田測えごﾡ型奴当会がおま てムわない.

胸 高ﾡの印 グけ ( Baxdt7 が そeev )

(22) えの際 ﾡ区内 の 主林木 ン河広木てﾡ田4 フテちよびそ 

X上のも こはナ べ て ﾡや タイ>チ. 浜冬スインチのやいﾡ2 

ベンキてかく. 二の桁は. Iﾡt全岡じﾡ言て戸ﾡ烈えがぐさるよ 

う2. 地上4フイ - 卜3イ >チの首さ(ﾡﾡ)I2つけろ. の主 

軸ごA角ムﾡ向で月町式定がてきろようz. カーつのﾡを及対 

知 zっけウる・ 大ﾡ木 ては市の長さ名4イ ンチIにメはナかさたは系 

ド しり 二つの 街 を 風さ, 問問天名及うヨさ刻ﾡ名等町ﾡでン 

りまく 4っの塚でmづけ»るこどが父受であろ力 .

(23) A 地ぐは.. このﾡは木ク u側 ぐ地上«フ、- 卜3イ >チの 

さに用す。

ﾡ木は地面ゞのﾡがﾡ小Y人夕側で. ﾡﾡY平行に«フイ - 

ト 3 4ィ> チの距敵名とつて相名ける.

(24) 地上メフィート3イ ンチの長が丁ﾡﾡのあにあたつていろと 

け. イ7ィー ト3イ ンテの塚をはさ人ぐそク上下円じﾡﾡ支ち 

いて布名つ1る.

(25) 4フィ - 卜3イ ンテまはそれ下ぐ木がか次し て いるど全は



次のよこすろる.

(4) 4フィ - トライ ンチ以下ごか区し 乙 い お N き --- それるれ

炭名列の人ンとて系扱い. 高地ル上グイ - 卜3イ ン チ» 

みこっけろ- ・

(4) 2フィートラインチクど二ろて 分岐 している立さ -- ﾡ商 

下名印し. そこ2月四測えの五ンナろ. そうしてﾡク商 

=ュ「概号 ( Gccca/ Peize )ペﾡﾡにへる (.尿 

式ダ3 )

(26) オス図以降の刑意にらいて . ﾡが不ﾡ際に及 っていり ま 

は次のな府不ﾡ際になるら それクある ンさは建り 童 =なけ 

ビなとない. ﾡ区めﾡ以核Iて4イ ンチ上のﾡ町叙2がし 

八人 てひ析2つける.

主株木 の サ グI (Zwよとi?aaaz: c&シtイuッ

(27) ﾡ 区乙は. 普五王林木 の約タク%がぷイ ンチまたは それ以

上に及るゲ・ まえは上居高が大休ん◇フイ ー ト I2並ナろま ぐは恐 

すブ名しない・ 気験 区がこて らクﾡクいづれハzあて はまろ

<意チづリ行なわない. 試験が二*らクK派にﾡしえ立さ 

耳H4イ フチさはそ以上の 主木 I2は ナべ て 脣 チ を つける. 

そうしてニク試験区名" 番チュっけ ﾡ z ( ル»x〜ux(xar) 
2よう.

一のﾡ式ﾡ区"のﾡ式殊区ク系列( 例えは床通友式戦) 

ぞは 普通系列ヤのノﾡ区が上め番チタ フけるべさﾡIて皇 

ナると全べﾡ区の林人に番予セっ ける.

(28) 静すさ?た試ﾡ区の.片田4イ フテ上ク主林人Iはすべ 

て&為チタつける. この番子はの上立 の過 aの と ぐ よい. 

T及よフィ - 卜のﾡﾡに者いくはならない。 いうド 営々の 

ﾡい木ぐは番チタ考く m に利及 し氏け はな らな L) » 乙. ﾡ木木
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おょ び回木の この更の臼ﾡ冬増少に爲あこ y 点ちから ぐ 

ある.例外的々ﾡﾡ 例え-違の向 ざﾡ区 ご正脚ふチョ? 

け 万 時明 に 連 しない よ シ人場合2は 分9にかチュつけるやり 

才 ( ペ チイ ダ /ZxP たル加々とグ )名用いろ. こ 功 方式 で 

ほ 各 列 切 衆 初 X お クらよ バ申 円ク大体木ロニンの 林木 :充会な 

る子名っ1 ふチのふえく く 万向支示ナ&うのﾡま点は左

ドバ玄りってらく.

(23) 平担地ごは主ﾡYス対内Iにふ予タっ1ろ・ ﾡ地では木の叫 

に 番号 をっ リ力が そめの場合依る児下ろすようz向いて Rg 

の左の下ﾡからおめ 舒商際 に 老って食 む.

(30) ﾡ区内I一つ上のﾡ虚があみYさは. 対&Yﾡ内係にし 

恐チ名っけろ.

(31) 才みビメ 降 刈文の際 番 チが不 明株そ人っくいたり . た次 

間ク谷Iく不明際に広ろおそれがあれおさ童す.

(32) オス回刈友降:4イ > チ以上 の阉園 級に企役 した木があれ ば 

ﾡク書チ タﾡ示し て公チタつける . それ らの乱名わかりやすく 

するため. 番チのっけてあるﾡﾡ木ンの相対的な位重名「ﾡえぶ 

のWﾡ州に契事し てBく.( 蔵 式 ノエ 3 )

同』ズ木の番子づ ( とルベ*レ シ / そん・ン。)

(33) 主林人のるチづタじめて行なク な およ グを 火 以前 の 湖* 

-らいては 何木は感チタ?けムい. そク核ノﾡえでは. 同 

木Iにドはそらが主林木になっにYさにつけられたるすバついて 

いるわけ c y る .

試べルそ明 ( P<er 4yeイ )
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(34) ﾡ木書テ 1 - &い旅ﾡま た は係 ポの医 木 ぐ ガホ書か 1 

の< めク木当験地 ク秋ザ2ベンキてるいてちく- 

ニクザにはケく と スのミ y 名入ナ= ぐあろ.

(4) ﾡルかチ

(4) Aバスス

(c) 験裁 年月( ひし正ﾡにわか は )

(※なら. 上ﾡ高. エーカー当りク立木木太 ﾡﾡ地画A 

の組名加え こもょ いが そク場合にHﾡ況在ク永子か名 

載しておく.) .

第 3 ¥ 記 紙’ ( Dueシvcewr ) 

談えに2 い て の こﾡ ( 2ucuutwr e ciacecuuイ ) 

(35) 「試え労在の休式」(株 グス )2そノ 上ク本 名え入ナ 

2- A目ビ太畑ク下乙入L そある. こ(らはスさ除いて炉ノ 

※バム い.

林2名必 .休朱る会り林のみ今Hネ林る ( aw ダ メ～が) 

2.2u4- ルオ 2入す2- 承、得林こあつては河相ﾡクる前名 

ぁ く .

A獲名 ( cexrdzoueオ ).林業父氏会ノ林地ノ場合ﾡ来るタ 

また私句林ごは糸旅りる杯2へすろ.

Pこ土.はっきりクハってい2場合にはﾡﾡク年. る" P- 
午ナな2ら林来はノ。月/ビバ®約まろが その数子次の場 

名立々. 例えばP.今テは/ ク7のノク月ノ日からやろ. 

ﾡ農0年生 . 林木がAﾡさによっ くら場合めみﾡ入す 

ろ.

系ベ受町 . ヌ・んった向夕へすク・ え ノラ«e 

ーノククよ林米クよ力:( ニのッさ/ 242年*4*2む合 

c ).
ﾡﾡのﾡ ( Pa乙caw ダ 4cxイw /グ^ ) . ﾡ A 年.

なAﾡチ. ﾡ木るチPが百全ﾡろ.

(36) 「教に?いごクﾡ- (マペ )I試験地り明名 

入し・メ下Iあ げろ R回の下Iにﾡﾡ中沢名文欲ナる. ﾡ日ク下 

の余白バ又り尽いどきは.別め用紙タ加える.

(1) ﾡ座 河区終.つく上の材ﾡがヂっ/場合. らよび調*的な片 

理の焚本款aたは於師ぬ版が金盛の / *以上めるY会. 

その林か姿ﾡ交休立る .

(2) 画属 ﾡご商ﾡ。22/エーカー単区て乙事する.

(3) 遢処 . 素公公の林地にフい て は森名 . ユル4-xオ . 林 

ﾡえたは小ﾡ々夕況入 ナる. 私相林クル今本林名称名こ入 

ナ み ・

※ : 隣よク 町r.片. 皇ﾡ守に 対すみらﾡ必ク相対的位重2x 

ギし ・ スズ&P み4C_cfe:xec こへし ておく ・

(4) 担為. 林米委ほ会の林地Izついくは送着る2辺ﾡしてら 

く.本行ル-ついては. 相格P上がべ々 たは首ﾡ*の R 

ると住T名 録す 今 .

(5) 試典地の旦的上よご負門すべさ Kﾡいﾡ去め担旦

(6) ﾡならよ い向lの 河 W・・基業--幸を。・* 基参を業をや業室 ・* ***とを室 ・参番と*基 *** ・.キ-・*全・番等季ママ

(7) 坂あ み次ﾡはﾡ刈ﾡ飛の/インチ: ノマィルた4 

ィ> チ: ノマィルの地凶の考所欲から来すろ.

(8) 担計的ヨ及 ﾡがﾡの工隣ﾡにナク試糸ルの相対的 

は毋 义 m拟す乃 . 試ﾡ地ケ らペマ4 ル* N 2 ◇ぬるS部 4 

にu低地めあ全. ﾡちよび方日2 条 す % .

(9) 方 座 感本ヶ位の4*て記ﾡす々. Wえ は•北 •歩無 •東み 

ょゝ.

(1O) 退旅の枚 王属の才白.退ﾡ*なっていろ地形らよで執公 

こ対する その相対劇皮2 計細に生べ ◇ ・ ﾡﾡスは. スのよ 

段ﾡz/ける.

ﾡ全に送ﾡ芝れ 乙 いろ.
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所所彩!よ りゲムり係株こ こ い1み ・ 

ペ、系る

圭Aの彩署名柚 当うける.

本しい 名うけろ.

(I) ﾡ4 ﾡ合は2や/レベルまは他の貫当人恐段:よって 

列えし ﾡWぐﾡすろ. 愛があ2場会zはそのﾡ団さ示 

す. ﾡは凹. e. 一ﾡa元不ﾡ則クタつに分ﾡナ々。はつ 

りし ほ外がム ら人い必念は平ﾡまたは人 ベ2老< .

(i2) ﾡ験地山の地形 ※流 小谷. 系払Lただﾡﾡの試ﾡ地内ク 

地形名 こ林す ク .

(I3) 祖型 比質不ﾡ・型 4送.ちょび准点の組.

(4) 5泰 スのﾡ項2紹に況ﾡする.

(2) 到供河表だたそのﾡのえﾡ八ﾡちょ びk &のﾡﾡﾡ向.

() ﾡ験地からﾡ2得剥属a ごのﾡ離立ﾡ向.

(e) 4千均ﾡ水登 . 乙 しﾡヶ的え係から 二れが件られない ¥ き

I/• /イ>チ:ノクマイル( と ス4。"。 の天区ﾡ便 

からサメセり. 地切に今スてある桐教に米ってWえ4。 

- 今24イ >チ. どe-8o イ ンチのように録すろ-

(4) 入干し料夕他め象糸牛. 例えは派営長低ﾡ等- t し(o) 

2兵なばその払2ひ救すろ ・

(5) を ノ当2※断の林会らよびその4文立き 城すみ年令は. 

ﾡﾡ核 後 した以相念ﾡﾡ*すろ ・書こは「ぶ来 

番株 式」(ﾡズ )に※救し たﾡ人ﾡ からえらろ. 例lえ 

/ クシ ○年秋にﾡﾡし人林と / タ 3 / 千な:Aﾡし林日 

一杯ふぐあろ・ やむ夕えない場合の外・ 函Aは如算しよい, * 

Eaえ夕い場合とﾡで さる植ﾡ年月の認条がなく 年 ﾡ求 

ハら4令名え し及けれは及らな い場合ぐめる -

冷は市にﾡしい満数でわし . 令2mえる期日 名 フ 

月ノ日zY2- 列えはノタ3。ダア浜ﾡ止ﾡYノタタノの 

京長ﾡﾡの岡 にﾡ料 した林タノ 24よ年04月3 ◇日ま ぐIこ
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測次 ナ(スタ生 ぐあるが・ 7 月 / 日*ﾡにポえナ(ばス 4 

年生yる.

(I6) オノ 野当冬の月

(7) 主公よ43子 主林木の書チづリがなさたかるか夕乙事する 

( クﾡ参炎)

(8) 冽 案 万 去 全及型定か中回型よか姿止べる. え会なえ名

行なフたy さは ﾡ木木夕次のﾡぞえしたか名止べる.

(a) 取材 譌英 ( Z,m々 一eなオ ) 4て会はん.

(e) 京材部央より Fのﾡ項まて各人 ・

(c) 測 樹 恐

(19) 地型生ク必及 ﾡ地内の地永A生通X名目ﾡし 小女ぐ 

次わす. 例Xは/クはと上がﾡ会に後わくいるこど名示し .

24H 幼がぷわれ ているこン名示す行てある. A面名我う 今布 

て反いン さは河々にかたさっ てばらばらにめろ ( パy かa 

ば ら . シt&ze )などのように軟する. ﾡの現は次クよつ 

ク級のそれ ぞ っいて 知なのNに事す◇ .

(a) ﾡﾡわよび夕料. もしわケ北は年令またはﾡ者もヘナる

(4) そみたの木ネ・文氏ボタ示ナ.

(e) ﾡ 本

(4] シ ダ

'e)資る招

てのよ 及及チ名川いる.

み4 --- Fミ多い ( クe 4rwrdaxT ) ス - 多 い (24xd) 

f — 書 ( イuみ〜イ ) 。 - ﾡ々( eccawrP )

r —— 称

: 多いの場合. 試ﾡ区てナぐ見られる- t しそれ が林光 o 

大洌分を お めお よ う及ら 尚多い クカにへれる. 普ュ パA . 

非市・よ く ﾡするゲ. 面科的と今行し て いべい場合てある 

ﾡﾡル内 z 何本 か ク 植 物 が あ れ ばﾡ々 入 t る が: ノネハス 

本しかないど全ﾡに入れろ。
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営生消会く<は文子6( イecaイ )炎けてにう冬ﾡ正し 

ベI北ばなら点いこ*ゲチい-例スは 林木クめいた2ニろ 

-ヤナギがキえているようメ場合は 2a. ナなわち互新的! 

多 い xろ ・ 地 国 が一廉 で•林分 牌丧や 兩 次 いそ一寐 な 小林 分 

で は &cパ (近例 )こチ名名川てさろ二*は分ん ごない。 

超生沼な名行な2 た時期 タ考ゐするル受がある. 生ﾡ期河な 

受さるゞ 地上にﾡﾡも永さないグ またはは代がし小ﾡさな 

いよう夕殺(例えッリゲネ ス4 セ> ) めすべて (道当及 

ﾡ及乙予名用いて )令め2よ とェ ナる ・余ﾡにみ4L た 

場合には.おれくいクようにみえる場合ぐく . その西な労Iと 

あるように独えタﾡる. ﾡその次枚人Yの +てﾡ生に 

彩番すク岩え予ﾡがあれは認ﾡナ ろ. 林外の. 盛は"ﾡ接す 

ろ系地及ど見②れろ和2列に炎氷してらく. ニらは多く 

の場合にB いて. 地位ﾡ子 (な /acなt ) の有 府人回タ 

夕えろこのごある.

(20) 熟 況 ( cexdizw y ct ) 林えて H. 円に上っく生じ 

たよルに主ﾡし てめよ うに左する.

(a) 本数密及( xekx ) : 完全 を あ ろか 不 え 企 でか ろか 衣 史べ

(4 ) 分 女及 : 規則的 か不 現 か姿ご*. 不堤川め場場令はその 

氷期比算細)こ述べる.

(c) なﾡ : ﾡ全. ﾡ 孫号4乙 教す %. 林え新及名小女く炭 

す・例えノ◇はえ全な活. 2はﾡの林意のよう.

4) 出ﾡ :+か発*. 秒が不K. なら. ※木 にカける 

ﾡﾡク ﾡ およびカ. a区によってめ活の加水と人ﾡ及 

玄紀変

(e) ﾡの次ﾡ: 多 い 通 少公い考. 台性 .枚ク角及 お 

核の尚さ.ﾡのくなる高さ 炭打の高全ちよびェーカー当 

り の ﾡ打ネ女,

(チ) ﾡ梁 : 血Aま尺は&曲 . ﾡ型ﾡな. H 木ま. 多
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皮さたはじれの列.大ふのある木どえ会な木zの到合考2 

乙事する.

(2) ﾡ月団ら上が片ﾡめ一点株 旅求ル2並どて一株ご力る 

かるか. し一係でなく. 例え ばﾡ y yゼ ﾡ部ﾡ画ち上 

び出 ﾡが少L ていみ場合にはそのﾡ明姿なう、

) ﾡるらよび対・ 枚ﾡの#とその保当. 例えは着. 手 

っ ・ 風倒 ﾡあ.溢ﾡ番. ,

(21) 他――を この項ビクムン次名次する.

ta) この燃式ヤにあてヨる月回 がム い •より な更速を何题.

(4) 株率的な茨ﾡ地ク東収いまは支林作茶ご年つて今炎ち上 

べその受占.

(e) 林ボな ﾡ会の条水宮0水柔乙事ちょ がめ専 条の税系市 

夕こ入す る .

土の記よ ( eイ docx シイラン* )

(37 土ﾡ塚取以ﾡ神地のヤ附にる。上 厳 が安化して いる 

場合=ドニマ上ﾡる受力ろカ・ 上※め画はC.R.c/t& o 

第 キ ・ % dな4 ダ -eeどイ ・ と% アx の表よって ・「 

土最ﾡ川杯」( 林式/るス e ) にボする.

型定グ お ( Oee etvZer cx -z&ロ2〜ととexzcイ >

(8) ﾡ燃ル名ﾡ洲又し都友. 「Rﾡ軟ﾡ式」(ﾡ式メ2夕) 

12記こ入する . こ らのぷべのノ水く女聞かの 丹测 足ガ記 次ぐ さを 

細引市受は次のﾡ点 2 y 生すみ.

(I) ﾡ皇 ニャHﾡ称izよ2て.ﾡ同区の他米林分べ休さﾡは 

ﾡ交林(34飾 ( /念燃 )炉れかI2な々こX2除. 一能 

の際と同と である.

(2) 旦片けﾡよび略K名 ﾡ刑えした月Y ※抜着の 時べ名 名 

ヘする.

(3) 林令 こめ年Aは触ﾡ来名区しえぶ承ﾡの女でポわす.



-20-

株Aは格:戦も 項 い ポ 年表 ぐ左ルす・ /っの家円争］ど次の夕 

両番師Y余けろ日げン月ノ日ごナろ. ( みﾡ) 外賄)

(4 我 探や 4 ﾡ名行なっ ・よ

(a) 回 区 - 試ﾡ地又ﾡこなわれ問収およど今聞の調右 

時クﾡ名含む.

(4) 羽炎 —— いの再型※名念と.

(5) 当用しﾡ単愛 通例. こは試ﾡ地炭x際に規えさ= 

向炊及ぐある- tし何かのﾡぐ可友名ﾡ受した場合 

通ﾡ成ﾡにﾡらしいﾡ牽名ﾡ入し . ﾡ受のﾡ次名止べあ.

(6) m 系選月すべき ﾡ」スペ型

(7) 千え全2次ク回区ちよび利えの年

(8) 基号づリク行及2足 式験地内ク林木に恐サタつけた年を 

考く .

(9) 利 又 方 去 ﾡ全及型愛あ夕いは中回期足かタよべる. え会 

な列ヌタ打なっの ごめれ. 係太人名 .

(a) 広材尚央 ( 乙w&cz /eiて >はて会ん

(4) 政材 所又より下ク契まて会人.

(e) ヌ 例 意

の切そ測えしたかを域べろ.

(o) ﾡﾡゆ が表上ク次み 川町の召在以降らい て高盤らよび 

表土生じたﾡ化 (於べ z 4ま尺はスc ) 2 乙ﾡ す ろ .

問刈えの場合に. 土ほ 条件 着し いﾡにが生 じたごﾡ わ れ 

る ノ全このみ上米杯Kﾡ名延る.

(/) 地ぷﾡ圭 町当ペ以に生じ地表処生の交ス. 契及ク表 

ノヒ 名ゆエ ・ x 公及表 ら よ びﾡの りストy、ひ2次ナる .

夜北がなけ火そめﾡﾡ塁考いておく .

(2) 回血後の林丞 同よ核の林烈きﾡえの場合立岡じポ目の 

ひ*:乙入ナる・ (夕4算(<。 ゝこしﾡuﾡ公以核め林 

の愛化が位ケであ れは. すべくの項目について乙へ名行な メ 

※はない.
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(3) 芝 このﾡ日の ド ご次夕乙年すろ.

(4) このﾡヤにあてま々ﾡ目がないような賀受なﾡ

(4) 保車的な試衆地クR坂いまた以市余立xって いる点お 

上 び その則由

tc) 糸公員会の本林区のﾡ桑乙ﾡﾡよび他の耳点系の概系市 

ﾡ夕 入ナろ.

ﾡ4ﾡ 測およ び«持管理( 。&.以zxuし花 a(

- 項 ( cexczaP )

(39) 下に人※名ギべる決は単一ﾡ粒の駄地名対象どナ るむの 

てある- ﾡ交林( s4抑 c / > 火) そらい てドそれぞれの料准 

とこのヶ永名当用ナる. ﾡ比2型交杯v して分独し うろけめ

本ぶが氏 いよな 試地 内のﾡ次ﾡな対ﾡに対 する方去はク3 

ﾡ2今える.

(40) <ﾡにたようニ・ 全引のガふ2通用するﾡえ( え全人別え) 

x 方表の一新かクメ2通月ナろ刑え( ﾡ回え ) タご刑する 

オ/町の柔会及型え. ず映ル内の主林木に約めくポすづけ 

( ス7ﾡ ) 夕するYきに行ないメﾡは?一 /ス年のﾡR名おいて 

天する. 欧氏ﾡのﾡ止がﾡ着な場合には、 会型冬の町岡2ど 

つンﾡ(すろ妥がある.

(4l) 中ﾡ在の立糸ヨ盤ﾡするの すげ夕しそいないすべて 

の茨ﾡ地YチづI2ら験地ルぐ 匹色犯き のバ裂がないﾡ崎の消 

Aぐめ2. 回西在のﾡ表上主人ﾡ迅ﾡ次のりでめる.

(a) 単-ﾡ区主林木z対と くはル木択区分(夜。c&.ycc..乙x) 

2行わない. しかし一のﾡ験区内の王木ちよび状ぶ

ﾡ区円の回木についてE公名点 . ( よ2旅かﾡ)

() ﾡﾡ洲ﾡは書チづけの及れZいいﾡ区zついてIは ナ ベ



くは- 書チっい<い々ﾡごぐは オ/のえ会え( 

林木Iほはどめて砂チタフけにYさ ) yオスのえ会M又yのド 

クヤ円ﾡ文でクス行なう. そつ後は利え垣当きBょ が冽 な班氏 

が掛!にメ受y 今え尽いﾡりﾡﾡ刈文しない.

(C) 立木林ﾡ夕えナろためクぷ4木瞬な冬なわない. 二れは 

西なﾡ浜が系し名当Y考えた矛永ぐ権えすゃ. ( ノノ«怖(%) 

今数 )

(4) 円X木の料友ﾡ査2 なわない.

用 団測ﾡ( Git&.g )

(42) 月出2イラチらよどそれ上ク 会林木 は 主燃木. ﾡ木 z & 

ﾡ送沢 ズ月 西市 ( すムクら地上イフ4 - 卜3イ > チ ) で月囲刑ﾡ 

名行なう. 主林木 Iてるサゲっ ・ ら ガ て いない場合は 周 団川速 

の終った木に木チョ ークまには他のドつさ り わハる & のマ- 

則的 ト 印 づけ を しな け 次 ム ○ない. この自ﾡは測文ひ北= 

列文名内くためてある. A西は久インチ単区ぐ受然する。 Tタ 

インチの自区名示しほYセは めて皿い力のﾡﾡぐ表わす. 例I 
え ばノ名 インチドノ3イ ンチに ノヌィ ンチはノ«イ > チッナる 

月田44 ニ チ以下の木に測え しない が. 本数2裏えて 「田 

ﾡ川各」(ﾡ式 クイシ a >ク余白然すろ.

(43) クフィートヨインチのﾡ貫にﾡがあって. ﾡ=ス本の市名っけ 

た場合に(ス«ﾡ参党). そ(ぞれのﾡク区Xごﾡ団名ﾡxし 

ニら夕っのぷえ恒の算ﾡ千均ﾡ2月田zし < 条 す ろ .

(44 乙4す クﾡ西は 烈え点のネ* 交 . 3たは受なﾡムなYIz 

ケハ Pりムく. 港ﾡ の 示 す人 とる. 験地 がるチ づけられて 

い2Yき、ﾡケ又状Y尽われる事項があれrﾡえ然」の納考が 

(ﾡ式メタIにこ入する. く«4および4クﾡ参送)
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(45) 主木にか夕名フけてムいﾡﾡ地ぐは 主林木Y河区木の本* 

女下のオノ長らよ び附妹区 :示すよカ タ1>テﾡてわけて「 

ﾡ田測え用領」(ﾡ式sa ゝI2記入すろ.

才 / 炭

試ﾡ内にスっ上のﾡﾡがある

尚四陌
(インチ)

本 抜 寸

主営木 担木 主株本 回 次 木

< 名

/3
ノ3&
/

7T //

//
777 7777 /
7/77 /

/
7777
/

〃/

ク
3

/ /
4

ス

ゴ

3 "

全は. 樹ﾡ別にﾡし

なら別に条ﾡっろ.

(46) 主林木の点ﾡのテづけの除- 主林不のﾡﾡはに「ﾡえ 

( ﾡ式5 にあ入し. そ ニから「u洲え川«」にﾡこする- 

ﾡにスつ上のﾡ粒があみYさ A和名考えないで大ささ 

の順に「ﾡえ気Jにこ入し <4よいL . また大ささのパﾡ気ﾡし 

て 営ﾡ 洲にこ入し てむょい. 最ごぷ当どメわれみﾡ去名その時に

め2. ・チパ?けらていないYミク測えぐ. N 区木 ( 

はメイ フ デ府にわけて 而字 方 式)こ /っ て通ﾡ「月ﾡ測文周領」( 

ﾡ式3& )こ乙ﾡすク. 同名避けるは主林木らよびﾡ区木 

のﾡ田期又名ニつク洲茶立 して 行なう方 が'よい.

(47 感すづけ名してある 求地 のオスピ以ﾡ渕えにBいて. 主林 

木ど灰木クはと & :ﾡﾡ炎の負当なかチのy ころ入ナ 

る- とこケら月町夕「画え川杯→ (株式イ32)と移し.

44 ンチドにどゆる. こか抹式 で央際切 が水4チ ﾡこ入L. 円 

木にO名っけて・ Wえは②のようにして主林木Y区別する.周 

夕「ﾡ画ﾡ来川ﾡ」I移こし た後にさ八ﾡ 枚木 ○の A
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りに□ご番5会田 化 ご区別す々. え はよ四 ようこ・

下のオス衣はこテ逃夕示L の そあろ

樹木森修分 C e

(48) 通 例ど木災区分 同 今休 に 八 みR し . チ表はそれタイ

上の片田扱に石すろ全林不2氏かすろ。 スの尚林に与いく 

普ユ上合林系てのスﾡ木役区か2行なや- W し下ﾡ夕区かするべ 

受がめ は. 下ﾡ林沼そ上ﾡ独αな の N し て取坂ち .

ﾡ木ﾡ区分は附I てﾡﾡしてある.

(49) 林木 の 援 多 度； 乙 入る E •办 は. そウ木に . 隣よする林示 の相 

対的賀朱 ぐある- ﾡ木叙区 今がキ釈的:及るこ ごは座られない 

が. しか しﾡﾡで向以及にハ ・りなく会試殊区につい < 同ーボ 

ﾡ名通月し及 けれ ら及い. 例え は大 T分の林木がA ボ ノエ 欧 

ト シヒクﾡルに対し ご . ﾡいﾡ光名受けてﾡKノﾡ粋でこ 多ヶ 

ク欠略名がつてい2日本カラマツの試ﾡ区より. 貢好なﾡ型ハら 

なるよりおな域幸夕あてはめる ニッは談まり ぐあろう.

オス’義

・ _ 一 、 A*る予
シ

主林不 H 枚 木

s 後 フ ノス .绥 ◇マ 今e, /

4 4 /・みス,ん2 ノ < /

イタ 4.②.53 <4 44.② <

/ク < —

ノク久 2コ. 4/. ス. &多. なク /e. / 4

/夕 々 /4 区a < /

/テタ 夕. / _ 4

ﾡえ (47) ﾡぐだべたよクこ.上衣のﾡ木かすﾡの 女手はる林木名「」1え入したき 

のしふすてあろ○はEﾡの旧木 て. □は月ﾡ名「町ﾡ用3」)2移ﾡした 核 福 

え炎た何木タ示す.
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(50) 主林木のﾡ人ﾡ区公は. ぶ紫必のﾡ初の書すづけの際に行ない 

( を は 以 ホ に はし な い )メ校 ﾡ全型文 ごご)こ天行する. 単-の試 

険 也 で 厶 く 向状 染ﾡ Eの系の場合い. ・N羽文に おいても区か 

すろ. この勝型ﾡは1ﾡ「ﾡえ数」(ﾡ式な)に入する

(5/) 向木のは. ﾡ除地の炭天ﾡY才々ロﾡの立全文らよ 

どギ回費冬 の次に及う. 商』X木にすがっいてい及いy去zは 

それらのﾡ木奴ヨ血よ「ﾡ木切区公影式」(係式34) に人 

ナ今. しかし才すゲっいていないYきには. まず「ﾡヌ気」(求

式3 ) :認入す め .

(52)

向l ホの ズ 

商木の 係は . H 困測えゞﾡ木ﾡ区かが台ばは天行し

( c % が&-*ム 2d

( マ/師参照 )

商I 木のけ ムリ ン / ( -ュ"ツュイー ダ そんxxビ子d )

(53) ﾡ1田さイ ンチまたはそ以上何 X 木が«。 本以下 ぐあれ

材ﾡﾡえのえめこ 2れら ヌすべ て測ﾡする . ご し4ク ネ以上本

永があって . サ ムプリ フグでﾡﾡの1的がぐきる』うなら約5ク

本の旅木タどっる測長する・ この測文はﾡ本木名 は 御 して・め 

N 木 ク 広ぷ 前 に删用プ みよ うド ナガ はな場ぐあるが Lかし= 

れ ゲいっ ヒ 突 ぐきるンﾡらないぐあろう.

(54) 向よ 木が々本Hご以に番ウづけざれていな い試映ル ぐは . 避救 

列または師保に恐つて不ﾡ的てﾡﾡ移めし ながめ .ﾡ出s% 

イ フテ下の林人名除いて刈えﾡなゝ- ・ィー・ド 試ﾡ 地のﾡ断 

3イ フ テメ上の何木の本次名 32 ぐ当lって*めろ. 系の 

一ﾡがら女え て 派にﾡえナ々木は二の 尚 ・セスて引クたﾡ 

恐木 し. 以核み木はニク商名向ﾡにし く送えそく . 例えば 

試ﾡルNスノス。本のえﾡ及ﾡ木があば. 芻から スカ 目
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の 木.ゲ ク約りて4る目・ /2本目Yいシよこ ク本らミ 林木タ 

式えす2. ニノが行表なら. 乂 ど 斛 ろ 前)こ/を 足し 乙 凶奴 二 @ 

してちく-

(55) ﾡ地の 间 病木 に 苦 チ がつ いて いクッさのまは 深木会 - 

田ﾡ必用級」(株式s4 )クイ - チ月田ﾡからぶニ"タ除 

いてﾡﾡてあろ. サムリ フグは長小月出ﾡ (み4 > チ 

た以 上)グら約」・ 月山の大さいケに向? て企む.

同ズ木の 測 ﾡ ( 2.czexuxご ダ -を&uwクtt～子マ う

(58) R土はすべてﾡさの戸国から測ﾡする.ﾡ所が二のより部 

ければ・みケらの浜さ夕もどめろため4フィ - 卜sイ ンチ名/ 

する・料部がより低いYさは. 4フィ - 卜3イ ンチハらその 

氏さ名准く. ど枠がﾡ出していあYさク派よは. ﾡのﾡ曲zﾡ 

って式来すろ- ﾡさはイ ンチﾡぐ測定し . マィ - ト 単で*係 

すナ2. 灰付Y及内ﾡﾡは4イ ンチ単似で妹すス.

(57) 区状核材ﾡﾡボ ために送 ばえ合岡木こっい そ次のみ※名 

ない- 「ﾡ炊木測安株式」(腺式/お〃々 )ミデークな係ナる

(4) 木のﾡﾡさての氏さまた最大きいﾡの大バぐク長*( 

すなわち他際 からの育初校 ( %etwe -&オ% ) )

(4) 火付田クタイ >チのYこ二つての長士ま/炊立主除ノ 

がっケ及くなろ( 残初め )冬まぐの及さ ( ナなわら際ハら 

ア材高意 ぐの有効長 )

(c) オま </2 フィ - ト 商岡ぐ区切ったz きのるヤ尽の友 

町. とかレ ◇tyバ (営か上でA出 ゲ念 ぷルしていみ塚)が 

あろゞさは. その坂て合わせるようそすぐ下の区ﾡ名長く yり. 

そ【立Yむにヤ天のﾡ四測天次名ﾡ的ざせろ. 口株z. 政材 

ﾡ*( なzcec /eゥオ ) 以下の頂核のピ河もノクないし/ ラフ 

ィ- 卜の向の氏さする.ﾡえ ﾡ材各炎さごの浜=ゲンぷ
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フィ ートならノクフィー トの区ﾡがミ. ノ5フイ - 卜のE 

同がノっyなって. 消国は叔えからよ. よ. スおよび3? 

フィ - 卜の桑. すなちﾡ者析から?4 ンチ . ノクフイート? 

イ ンチ ・ス2フィート クインテおよ び3 «フイ - ト タイ フチの 

ふ、て測定する. 区阿ヤ*の片ﾡ. その夕が営除の妥ﾡなﾡか 

に当ってい て ・ 上下予ﾡﾡのWかご文した月出西ク平均区会y 

ら広 はA ら及いYき2除さ・ 到えされた氏さヨ正座に=専 

今ナろ炊で測永する.

(4) ﾡ全点刈ﾡノ際. もし 全 团 は木 が測定 2 木 ていマ 阳. そす 

べそにっ いくX母夕測文する- ﾡ本太のスタﾡﾡしたYさ 

はは旅本木にっ いく及厚の文名なシ. ・」当文 ぐは友尋の 

定只しない.

(e) 茂 厚 ほ スエーデン の ルな必R,殺のﾡ々( ミリメ ーター平区 

てﾡむ) 夕用いてﾡ田測えﾡご測えする. 門Aは. ﾡﾡの 

マス"ごY)てイフチ芝戻』月断から及いておめ. タィ >チ 

単位そ4する- ﾡ浮名ミり単で決んぐTス以がぐたYさ 

は・ 反屋を切上 げa だ以 切下 アて長ひいイ ンチ教 に 丸め/. 

例えばマx～はよメインチ.3. 4. よ～〜はノイ>チ. 4 

☆は/久イ>チ・ フ・ 8. 夕☆なはスインチ. /ク☆は 

スタイ> チのようこナる.

(58) 何以木(糸ﾡでむな米崩て: )が分岐L ているyさは. 定 

▽全材泊. すムわら. それぞれのか灰の.X付月u?会イ> 

チ (A松34 >チ)の兵ごの材ﾡ名測えし. 粋材点:坪入する 

片には ・ 今木yし て欠ﾡし てよいハどうかのえにﾡしむこン 

がめる. 例え. 今長ケらスっ ﾡがる、いるンか. めるいド 

小 い・多 公-通 Aでないめ余状のみ2枚Y考えるケどうかzい 

クニX そある ・ 小さい矛の枚は 灰月田クイ > チク夫まぐの 

Aﾡ役さゲノ2フ4 - 卜以上あるYきこのム 砕材 2◆める. の 

場合:は炭 糸 yLz R区 う .
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(59) 計*ﾡの場◆円内木炭染材は最灰 ナろ. L かしな求崩 く,7 さ

れそのり枚っい<灰月出なイ ニテめふてクﾡ上名通L こ 

引 し • 幹材ど E洲して 然する ( 附録区み数 ) 桜系材It→ い 

て は及ﾡはォ 遷し及い.

及ﾡ木( 2wxa-4eeccr teu )

(60) 試験地旳 M 風雷木 力 銳面為 がKごﾡの立木面意の *44= 

えろYさは 今えら〔たﾡ別なKべにﾡさク細2 乙 る. _ 

の採ﾡはス細数する. その一っは当禄 除地 クファィ ルI2後り 

-つ測片担当認Iに込片する. この杯六2附係区z示→.

(6l) 風多木ﾡ木どﾡ杯力去そ測する . ( 47ー ラ術 )

風 曽 木 の 折 画,,徹 か.. 図当ﾡの立人肝面ﾡクチメ又 上252場合

ド そ水ら夕来L て別に記ﾡすみが・ その記ヘは「やﾡな」

(様式"7： ﾡﾡ測えのエーカー当り然)I2人力. の場 

今ド ﾡ吾が刈尽 円)に生じえクてないﾡりナべて ﾡ木 2こス

し ﾡ衣に認入しない.

ﾡ解所水の 測定 (2。2cイzイ 名 Ze /r メeクMイ x～分・ )

62 茨ﾡ地ﾡえの除ま/はﾡ当な林木がめれるノ核のオノ ・ポえ 

zらいて マ本の同人姿送びﾡ所解2行う.ﾡ部 解何 は 通 

例 百 - 試ﾡル ご H =戍风 上 打 なわない.

ﾡ 百解析 ナ ろ 株木 は次の細目にﾡ っ てﾡ木ヤから Eﾡ的)に 

3水名送、

(4) こク木は&労木はﾡ験ﾡ人ぐあって. ﾡ地の上A督2 

ﾡ似した片ﾡ夕もっ1 クでなれ I らない.

(4) こ二れらス太ごあってはならない.ﾡ本クスついて何木 

調なる行人った場め合には. ﾡらニクﾡ本ヤハらﾡﾡﾡ木 

名送えす る .

一-29-
'6y, そ 朮 さ つ 木 は 対す 方測定 遊2「魔痺木 の A解 」»ﾡ式( 

ﾡチJ1炎ﾡすろ. このﾡ法次遣り てある.

() 恐べのグ4イ - ト sイ フ チの日速名胸高月町荷にAわせて木 

ク 現 任片 譌を試み. 次に活いﾡのﾡ氏ドつきりし及く及ろ天 

4ご除に忍っく下りながら・s 4. ? …… のﾡﾡタォ文 

しくフィートﾡ ぐこ妹する ・

() このぷご射幹夕切ﾡし.ﾡりの太名そ地立の 妖材支にﾡ 

クて 4～ ノス フィ - 卜さにﾡのみ. なﾡ聞について此上ケ 

らクﾡ:Y年 除 2 ご係ナ ろ .

(c) る間,こするdぐの牛ぶド. A水のAからkえたﾡ除本 

名ﾡいてギめろ. 木の原え で女え た ﾡよ x林太 ク年令立が 

運う場合がめる. それはﾡ着2ﾡﾡ時の首令刻加ﾡし てない 

かみぐめる.

ﾡ司刈定木の水 ( -ec&cれer ダ Ze メ &eシルオ aa...czcoucイ) 

(64) 違チクっいていないぶﾡ区でド企 中 间お 阳制定 に ねい て.

a た 42の2けら てい 2試験こ なすベ て の気余閉友時および 

おえのヤﾡﾡ文の除て約々。本木のﾡ日測天名よう- ( 〃/

ﾡ)こ(らの林木ク堪文才去は4よおよび』4ﾡ)て受Wする. 尚 

上ﾡ牛4はﾡ市感でﾡﾡし . 「ﾡH測え川糸」(ぷ式メイマ) 

の負当なﾡ田隊のﾡ尚京)に7イ ー ト単位ぐ乙入→すろ. こよ す/^ 

さドﾡえからﾡﾡさご登童起限*あろ. しかし. &&wy レ ル 

タ用 いノX き yか天候又いY全こは#に そう ごあみが・初い 

洲 A 州紙炉 尚ﾡxﾡ2え係 してらさあゞ ご「月町ﾡえ州象」こ 

収認すろのが契利てめろう. このよう反方表名yたゞミは. 氏 

mこ文ﾡした月ﾡ2次ノﾡ測ﾡの 全る ぐっ ておく:

(65) 林木が書 サづけ それくいないべ系区ぐは .単ﾡ列ま た は 邙ら 

ﾡそ恐って示ﾡ的Zﾡ核fみながあ. 点』木名除外して"営日 

ご y の 休木 夕Mﾡすろ. は月町グ4 ニチおよびそれ以上 .•-； モ
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木(なわち木名除いた )本救タク ごﾡって末める. 測龙

すみ 或 初切 木 膜 式泉 E 力 
ス透日 ミY)z送 ぐ く 

» 王林ネがﾡ点)z3 z

/ドハ灰えて る目ぐあり ・メ校は

・四え. 西イ シチはそれ上 
»本あったナるy. はヨ又.»:〜ク

=82ぐあるハらこ玄 今 込 し . 火本 巨 ノスネ百 2本目.

ス不目 の)木測すん, この が新ま及った ど き は . 々

ぐ羽 ろ前)こ/左足して ﾡ太こ しておく.

(66) 王林木 ド 恭 少 か•つい 乙 いろ 央文 ては「ル田ﾡ月紙 ( 株式 

グ5a )クイ ンチパ田ドからﾡ本2送ぶ. ッムリングは帳 

=れ八長小戸西ﾡから発してﾡ田の大さくなる方)にﾡむ. 判え 

ナ べき林木z は 附ﾡ区 例のよッこアンアーライ ンョひさ. 送 

た木に対す る料尚順そそ の片ﾡ ﾡ死妹す る. サムリンア承 

則H 大休4。本ク株本タ試ﾡ地内の月ク大さい林木が多く念 

aれろよ zﾡナ るこッ名除け. 番チけ 名L ていないがﾡ 

乙の場合y 円魚ぐある . こによフて 上る 商 の 次ﾡがぶ場 yなろ 

ﾡド. A町イ ンチらよびそれ上主林不本*タ3。マ91 

って*めるろが・ こA・・:よって堀同Wがまる- 列ﾡすべ 

三最初ク木は「ﾡ町ﾡ係ﾡ祝」の及も月ﾡの小さ い木からとえ < 

みな番日クひのて. あッド本目ごに送人てりく. 二れらの林 

木の外 受 に験区 内の長びA田の大ヨい林木 ノク本めﾡ己洲え 

ヨひなク, 二れとクヤには土さ 送A ボョ e 本ク系統的係本の 

ご の が含 れるか しれない.

採ホ木の送いガHYちらの場地今ぐ日じぐある .

(68) ﾡすづ1のしくろるﾡ区 ぐは 材ﾡな又のにめ:脚百2洲X 

し 夕◇本ク 系紙的株木のドケゥ ノ◇木み株本人2ぶ • 政初 

材 Aﾡ木 ネﾡﾡ洲文木の24日 のので. メ後は3ホニyにメ 

ぶ( そが3。本の株本字):含えれていないﾡり. 長も月のX 

きいノ◇本クﾡP渕え木は◆めない. )しこの方表):よろ 系初 

のR駅木木のA問ゲテ1: チメ下る». »メイ>チ以上 

クA町ドでどﾡﾡ式ﾡした貴ネの木2R初ク材R係本木* しぷ 

本木同のﾡ払N岡名ﾡこし てノク本の 原本 タはべろようナろ- 

ﾡ r ト I ク*救 ゲ3 ク本以下のY きド. 柏午にタﾡし てケく x 

/◇ホの株木 夕送ぶよ り いす/. 向木はﾡﾡ渕ミハら 除外 し ・ 

し た バっ < 4 様木木2 も ・め な い ・ 保本 木はその大さ さ"形 

の如月)こよつて系くるニン片しないが. しハレﾡ*木 が試除地 ク 

大水 株木 よりも 料-い かﾡ いyの場合には、 「杯木 

木洲 た燃」(ﾡィ)とその内ふ名炎終してお かA Iなら及 

い .

(69) 杯本木ド会はイ は測片が)z よってﾡ材キ ござ意る・ 判 

料なは • そ れ izよ って片N 命や ぐさる場合めるい は会はメがﾡ 

ゆY全)こ用いろ. 消ﾡぶがドえないこ会は それが安全ぐヌ 

ﾡ及ﾡり木て各って刈資する - 測えYム 方表いﾡ表 

こよって交ってくる(～。. フノ. フスﾡ)

主林木材ﾡﾡ来の凡めのﾡ木木の送定立測ﾡ (<c&ee axイ 

みイ4ビPZeみイスとびダ〜ップ -Ze。 だe2 4っxxiyui *k ス*&シ どそッ

22tze )

(67) ク2ﾡちよび«/がでぞべ A ウ 

林木 の恐チ づ がLくめゃ ﾡ区 】? 

素ﾡ区 クいて こ が逐求土れろ)

K. 木材救の決*はﾡ主 

っい てクム行及ハれ2 ・ ﾡの 

は例外K及必合ﾡ て あるゲ

(7O) 保本木に 2いく 材 尚メ ま ぐク &イ 2行メったどさは・ そ 

Aa「ぷ 本木洲 験式」(原 式 バ ) I:次ハよッ)し < 記然す 2 

() 当生 はフィート単座 ご支ﾡ ナる( 高=すべてﾡ尚希ハらM 

来して4ィー ト ンチ 幺 加える).

( i) 全尚(ﾡ財恐また測ﾡ=よ々

(ii) 敗材ﾡ( Zどz zA )
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(iii) 下新ﾡ私グる二 ( イxcz びZCゾど ( 下営ﾡﾡ )
-33-

ナる.

(iV) 上崩意高( と.cz Czexec ) (上合ﾡ活)

() め出 ﾡはフィ - トマ ポナろ 刈※さ行左う 方、以 回 冽

ごﾡまする .

(C) 区百まぐのる区分のヤ尽マ 

ナろ- 三二の区かク長と/ 

場合Y所ﾡ. ・ユイン-* バあ

ゴ囲ジ公4 ンデ単版ズﾡ天 

。 フィート てあるが 円木 

るさ. ﾡ材尽以下の

ﾡさ )永が ぐと主こは 区何名ﾡする (よ7節 (c) 少 

ﾡ )。同以木測ﾡとﾡ本木ﾡﾡンﾡいは、広材八株木木

の)場合に 系林 ゲ ※さないというこy ごけ ぐめろ.

(ダ) 灰lアカマッ コルシカマッ. 吹川カラマツ. 日本カシマツ 

吹トヒ シトカトッヒ・米モミュ 除く 企材ﾡzついて. (

7ﾡ(2)z べ たようこ) 2星名 区向 月田ﾡえ及で定 

ナろ. (こ らの材粒に?い てはす て•ド 十分力 資料 が未 め ら 

ているの で 除外 し た )

* ※当ではな※炉の材ボ別※ク場合 ﾡえハらオーの大よてめざかごそれハら上

今名上かして公ろニとケタい. 二のﾡ者ﾡえク場合そ派上受 メ々ら占 S今 

界※ 2 ダイ * いう.

(7l) 跋屮荷 公双 下外点、区 で倉っ N一本木 を 刑定 したしさ 1 「係本 

木ﾡえﾡ式」( )に次のよう /: 記 ﾡする.

(A) a ヨ • フ。前YFじ.恒 し区材 尚思のa 口は又す ◇. この 

ﾡの高さ . 上 ﾡ式パ p よ び下 がﾡ高 はは. どし木&りてそ 

の支ま てそす ろこYがで=な. ﾡ尚意また A 測 〒 で ﾡ 工 

しフ7ィ - 卜半I ぐ 記 条する.

(4) ど通4ﾡ フク節 カ ソ おク.

(C) 互 野 ﾡ定が安企ハつ次ﾡであろ限りル上からよイー 

卜向Rク位項.すムノら.← ノク. /6 マクフイート等 

Pいく. 1 ンチ 単位 ご友 网 岡 田 &刑定 すみ(例え ば附 、/ 象 

氏). えし ﾡ林 所炎の月田がク&イ >チ以上ごあ ば係

(ペ) 炭厚はﾡえし及 い・

(72) 旅本木夕木きりてなく 别期春 で 測足 した M 3 の測夫娘 H. - 

片系とよ ろﾡ本木刈ﾡﾡ式」( 旅式 ッ4 )にこ4す る .

このﾡ※. 別ﾡ忍の場合に友ぼ2測定しいこy、. 区町 

ゲドじ長さてな いこ と タ除けク。ﾡでょべたど y阿じである 

( 附鉄N 啓照. ).(下 射活 ・ 上ﾡﾡ意百は烈午または"部る 

ズ又してもよいゲ フィート単位で魚する. こらのﾡえﾡ 

ん よ がA活A松はﾡべ 〜に*必す る ) .

刷 次釣な片A ( x...どy uct。 )

(7) 変次よとLて 分摂するま ごド 至 らない小よの 副次的樹康が試'験 

地内1そあろYさは・ それらの月ﾡ夕ﾡ文して今ﾡし ・すべてのN 

バ木名 4< 一よヌﾡに定べたﾡ去によ?てﾡえする. ※剛次ﾡ 

及ﾡﾡのすべてにっいて ・ 仍 だ い A株本 木 ド ついて 樹 滿/しく M 

点名 ﾡﾡす る 受が 生ずる かも しれない. 株本 F っハて 利定 2 

行Tなう*さの 株本* の。 送 次力 均 よ び洲天ま は. 44-ク<町ま 

べもめ)とよる. しかし天際こYるﾡ本の大芝さドﾡ査ﾡ長の判 

ﾡてきめてよい. ﾡ* 的な片度ク 材ﾡﾡX のために川いる 株本木 

は 灰片ﾡ西の2刈えする・ﾡ本木期尽てよ必 デに ﾡ次的ム村 

ﾡの意名計ﾡする別の力表は. ノクs. ノク?およがノノクﾡ 

にボべる- 第次时な樹廊切屈松間算 目. 主受ルﾡク対意汁算のﾡ 

す人わち え会型星 の xさクみムう.

炊rら( P.xz )

(4) 試験内のエーカー当ク ノクク本のポ大木の平均ﾡﾡ戸出が. 

ノタイ >子以下のン当は. 試ﾡ内ぐ送文した木の本ら2ヌ行 

ナる- 枚打ら はﾡ炭3た Hﾡ北のけた枚についくのスふい ぐ 

るだけ片ﾡて」くそれどﾡﾡ名なすようにﾡり yる. 迅例
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B夕の日ヨ 行人ク ら黙地 ご は枚「ら夕と人い・ *のおﾡの5 

み黙地 ( 列え は秋%及ﾡ )名除 糸労な業ﾡの ﾡ地 

z ﾡ打らはズのよ力行人う.

オム型及1旦 :上A呂がタペーラ女フィート"Yヨ エーカー 

当り*4 。太"木会堂A ぐ/ムフイ ー トマ 

校打ちすみ.

2ョ及打ち : 上ﾡ高が42 一«よ7イ - トクyさ. エーカー 

当り約ノ今◇人の木ヨ以九な2 ーグ イ - 

トヨご枝打ちする.ニガらに我ト辰打ちをした 

この、ヤら送 う:.

メ核クﾡﾡの保 ﾡ」ら夕 し勝 介が Pぐていみ不ﾡ炭 (・/～と I

&exイ)名除表し. その女ゞ除支しえ平央女え係する.

書品ど求地の核打ち名2ィノイ ートよ り上まぐな力こ こはメ 

く. ネ林かの上ﾡﾡがィよフイ - ト にしﾡは打及わない。 

皮打ち2したどきは. その事天夕「林え系」(ﾡ式ラ のﾡ方 

ﾡ2入ナる.炭打らのﾡさン エーノー当りの皮打ち木妖名「救 

えにっいてのﾡ刑ﾡ」(係式ス4たx4 )こﾡ条ナろ.

試殊地の4持 ( P&オ ス.な,.a..とc )

(75) 上 速の生林的取扱 い名行なったン きらよ び味地名測え L たど 

は 除伏のぶﾡ名権持し て行く の)こ婆だ栄行う .

ﾡ 終 の チ エック( ccaイ ノ次 )

(76) 現地作ﾡのすべくがえJしたどさ ﾡ炎人ﾡ求ゲ数ちくいな 

いか. パAテーバ兄会ご正ﾡハきﾡてきまろ ど。 で め る か y 

シケタﾡかめろためチェ ク 姿行な な らない ・ #に 父 地 

内の立木ス女Y「林烈会」おょ び「開測ﾡ月条」 こ地さた 

本本が符合すろハど2べる愛がある .
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第5革 計算ご 4 ( Ccシa乙xx ax< x〜ん >

ﾡ『面ﾡち よび千パ岬の計算( cafcux ダ <xP

&2°ペ dxペ ル〃 そr アレン&v )

(7 7) ﾡﾡる予づけのしzないぶﾡ地では直ﾡrﾡ田ﾡ用級」( • ** *ママ- •「季 ・ィマ * 等客客 ▼マで 季-

状六sa ):入するが. 番子の2いてい2ﾡﾡ地ぐはナ「林え 

数 (係式イ3 )と祝係し てから. るメイ > ア周田商)て不すみネ 

の本獻 を我 えて「A囲式え爪領」)こ移てすろのぞあっね («+. ◇ 

7節ノ般 )

月山川定用領が水久的人ﾡ八えないほどラ派し てﾡし 名Yる 

愛のと じた yさ . 登翌っ13の して ないう映地ごは各周町叙のナ

べてめ立木 Bよ び国木の 考し2Y る反け でよい. 系すづけしてあ 

2会地ごは単木の本女3ﾡ季ぞ考し . 計. ﾡm点卜』び部はイ 

- ク ぐ然する.

(7 8) え全ﾡ査除)は「材A汁貴用板」(ﾡ式/ x)IzPいて主 

林木折面蕊の 針 埠 空行 なう . 「材倉計坪用や」の巻ﾡ出ﾡの本救ド

「同闭删左用紙」かち移気、すみが. 風阳力小さい方力、も記入し て U 

く . 「周団測寒杯」ク 主林木ﾡ岡ﾡ:は何もこ入 L ない. 中闰 

消えの場合は. 「月町測文領 :タえ あれているﾡぐ所面ﾡ2 

計算し「材倉計質用領」点いい.

(79) エーカー当りノクク本クﾡ ﾡ田の大い林木にフい て • あ条 

名列こyるためス (例えば23よ4エー カー め試ﾡ ぐは3よ本 

が二のゲループ:入る ) ﾡ町問のノつタニつマとける※があろ 

う・ エーカーヨリノク。本の. ﾡしﾡ聞め大きい木の ルー プの給 

ま り※示す/め. 「A盟文用係ごは保名ひささ「材ﾡ計算 

用領uてはグル ーブのすぐ上ク水タター めけてらく. このグルーが 

マの株式iた て、くるこy なく . また塁な場合2ば 列め 用ﾡ)て



-37-

入し夕lな人し ・

(80) クインチまたはそ 以上力谷 問ﾡに爲す み木の面ﾡは小ぶ 

ホッパスをからえ られる . これ zはあ然ナべさﾡ面ﾡ名小女メ下 5 

座区 ぐ来りろため林茶委ﾡ会ﾡえﾡK o 2用いる.二 【全 

支ぐあるか中包ﾡえてあるかマよ2て . 「材 積計算紙」は尺バ「ﾡ 

囲利技が紙」m yら らかク負当なA1入ナ あ. ﾡ画ﾡは小永メ下 

3 ご正ﾡマし て 認へする.

(8 1) 試験のﾡが画ﾡは各円団ドカﾡ面ﾡ名すべてケえ 二Iアて*め 

る. 試系地ク千ﾡ面ﾡは小救メ下3とまぐ正ﾡて坪するが. こ 

は試系地の総ﾡ沼ﾡ名周町イイ - チ式ノそれメ上ク太ホぐ 

・て*める. この平均断面ﾡに対ナるﾡ囲 (ナルら除地の 

平均点ﾡ)姿4>チﾡぐ愛録ナる. 丞全型ﾡの場合)ては 材翼 

計算のめI(ノ ○よ節今ﾡ )周ﾡふタイ ンチまはそれメ上の全 

林木てフい N別 国 千均前 面病 主計墀 し はれはならない.

(82) 上記力計算切外に. エーカー当りノ。◇本のﾡ心周西の大さい 

木マフいて総ﾡmﾡ. 平均面ﾡらょび平均戸田 (タイ> チ平点ぐ) 

名ﾡする . え全型ﾡの場合 . これらは「材ﾡ計算領)そ与え ら 

れている余白て契入する. 史回祖奏の ン とは. ひし空頼がめれは「 

周田利支用ﾡ の表)る . なれば送面る入する .

(8 3) 同木の総mﾡ . 千均灰間横ちよ 千均西 (イ> チ戦区) 

夕主林木のﾡ合Y同じ方表ぐ「戸ﾡ到文用ﾡ」(ﾡ式クろs4 ) z 

計し. 取ま z p永催名「向以木ﾡ領」( 株式 え 4a ) ・そ移 

ナる ( ヲ "節夢焼 ) . 向区ネの深本測文名なた ¥ き は 材X計 

算のためZ5イ ン チﾡ町らよ びそ れ以上の木の縦灰画ﾡ名加)z 

算する受がある ( ss ﾡか照 ) .

ﾡ木教区分 ( ee cイauz<ca乙ec )

(84) ﾡダseて. 岡区前 円ズニれた木ちよび向炊換の主林木 
・

ぐ. 巻林ﾡ 幹杯らよびﾡﾡ低)そ及する木の本まど%夕示す衣姿 

政する. %r 飲む血い整敷で云わす. ヤ岡文場合は.主林ネと 

同 木 の円オタrかする 国区会区 め系列名除いて これﾡ以* 

マっいて泳する.

( Ccfeu4atcer ダ そ&wu子 224夕e )

～a)z それぞれの向)zついくスのょう

い る . ナなわち .

同 木 林 ボ カ 外

(85) こ北aまでﾡ式クる

ハ データ がﾡ係されて 

木の木号 

ﾡ尚国

政材ﾡ

正令回の 接ぎ(气アレシ 皿必 6 書流系ﾡのとのﾡ除いく

. /2フィート )

こ ②の区分向のヤﾡz民Iる灰岡u 全型会の際そ友 

内1周闘ひ文士れて いる (中同測えて測えしない )-

同木 I<A部番チバつ いているとき. これらヨ 番ﾡﾡす る

(3 6) 各何じ木の材科区公末Xぐﾡする・ この区分材ﾡ小永木 

ッバス涙 ( ceae メッwマ 4 : 研f部版)から*りる. 

材Aド小女以下スﾡ式 ご正しくし くこ係す る.そ それク木力全 

材稿は区余材ﾡめ和である. ・っど・あるﾡ木でド. 一恐ﾡ元 

のX材積夕らす長初)てるさ • 全幹材忍* Yひこな九太の全林ﾡ 

名それ それク木ごY 入る ( 附区ク Bか隊 . 衣葉和か辰条 

Mﾡは 事W示し くあるよう Iz ﾡ式«の品考ﾡたﾡし 

zひよく また列叙2計算してざよい。
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(8 7) ﾡ木の全a 夕 利え し 尺 験 でク 円ス木材ﾡ ・計 .組々 

同』ス木の戻片林ﾡ2ﾡえ上アたむの である . な系脚のﾡ系材点はわ 

Iく入し :同木の材ﾡIz合めない.

(88) 同」木の尿木/夕測えし人試求地では 同ﾡ木材ﾡ合計2メ 

下)に示すよシ)そが面ﾡ比例てよつ て支する .

(2) 橘木起区木の面ﾡ合ﾡ計坪すろ.

(4) ﾡ本所木ク友付ﾡ合計2ﾡする.

(C) 試験地内の周画テ4イ ンチメ会ﾡﾡ木のﾡ面ﾡ合計名 . 

「点田刈文用 -(尿式:"え 3ク ) かと来める ・ ( 83 期参貶)

(4) このYき. 試ﾡ地内の向木及片材ﾡのﾡバ

\ん _ ②t*_8t
み

ごある ・

ゞし

Vt =全ﾡ木の友付材ﾡのﾡ大ﾡ ・

②t =株本ﾡズ木の林消

Gt 一周西名 イ > テまはそて以上の全ﾡ以木の総所m

子t 一株本向ネクﾡ岡終

この計算2r 岡ス木測文用報、」(ﾡ式4 a )そ示ナ・

(8 9) え会列※てBい て 商広木のﾡ材ﾡび計算 し. 条しく平均 

ﾡ友年 ( % ) ﾡ次の よう2して木める.

岡太の平ﾡ脚炭幸 (%)=

友付材ﾡ倉計一友ﾡ材ﾡ合計 .......... ----- - X /22 
及 付材積合

この植は 2 よ%単版で計算する .
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(90) 向木型支用領冬受約してズの恐料冬永ナる・

(α) 同ホ•木玄 金那刊定した Xさ6 .次のこﾡを行なり . 
ャ。---- *- 一 「-- -

(イ) rA 田式天用領」( ﾡ入 え&)から*めた月岡4イ ンチ 

以上い河我木切木教

(a) 炭付材森合

ハ) 炭内材科合(全当違の*さのス)
・=) 樹 戻 年(%)

(ホ) ﾡﾡ合計)

) 平均ﾡﾡﾡ 「月闘刈ﾡ用-」から移こする(83係み送)

・ト) 平均 间 田

受にな業尉の 試求地 ては 炭 系材消合 2材ベごにぷ上すろ-

(合) 尿本木のス］:ついく回木ﾡぶ冬し当全

受約次名除いく ( & )4日じ.

(イ) 両木本女2「-归測发 用紙」(联式-/ 3改)ル' ら 求めを 

ﾡ日名』けろた めぷ木ほ木の 太載い 要約：：記入 しムい.

(o) 量した汝けﾡ合汁(上のめz部(2)-うえた計ﾡから)

( ﾡ本N本の点付材ボ合計1「向木対支用釈」の適当人A

=) ﾡ木何I木の友内オﾡ合 力 下 郭)： 記入寸 る.

(そ全※の場合の み )

(9I) 商X木の千均樹高は書通引昇しない. もし契ス合にﾡ 

ﾡし全回木のﾡ術平均め女計ﾡする.

樹 高 ( 々&イて )

(92) 系すづけナのしてないまﾡの平均ﾡ老は 測ﾡされた女2本の ---*番 e**^^**^—〜**を幸番琴-*ィャ*。*。

木 o ﾡ術 平 物書 あてある. 〒 ル 閉 H 4フ4 - 卜 単 位 て係す ろ - 

上ﾡﾡは次の 公式zよ グ 平均ﾡ尚から計ﾡす る ・ 

メ..=(マの)+ス
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こゝでイ/ex は上居

z 欠されたﾡ高の蛇岡

ス は千ﾡ高ぐ

え T 下のオ 3 をカ、らおーグ一当 ク 全A太*がに対人=*< 

んだであみ ・裂及場合2神向す々 .

条 ョ 表

/22/エ ーカー当ク 主株木本女 ズ

2$22 2フ?

2 4< 2 2ラ←

2 / 2 ラ

23タマ ◇ララ

◇4← /ク<

232夕 //

クマクク /マ2

ノテ

2マ/マ ノ 3 パ

2/5と / «3

2ノ47 /ダ^

2/3< ノ4ラ

2//$ ノ4ク

22夕7 Ζ フ
◇2ぷ2 / マ

2247 / ア/

22よ← ノタ?

22«← .◇ ク

22ラ< 々.//

例え は
平均ﾡ 商一々チフィー ト. ﾡ者のﾡ四=ヨよ4-ノク=ノ»フ

-チブ, 一 ◇◇夕«

イート エーカー当ク の主旅木本永= ノノタク

才s衣から42か «対來す るて・=/s/

・ 上届断=(イぷ/* 一分5 )+よ= ss フィート

( 上の公式ド正現公行のﾡキのﾡから身いたむ»ぐ ﾡﾡ商だは4。 

本の太 対するぷ平げﾡ/ﾡ出のヒから雄えする ょうてムつて 0る)

(9 3) 番チづ!のし て あるが験地 で«◇本の 木の功 夕それ ら杯 

岡A対 し て ロ ット し. 央をぬって 千均的五ﾡヨ み< . 尽のﾡら 

ークが大 く てﾡがひさ)にく いy )には ﾡ高ュクルーン・わけL て 

る クル - プの 平均ﾡ尚と 平均町面ﾡ タ プ ットする- 普1るグル - 

プ・こ *木の木が入ろ上 り テみが. L かし任ﾡのめ ノ っの岡画商)こ為 

ナろ木ドすてくロじケルー プ:入水けれは人らふい. クルーフモ 

里タ 表わす 点 小豊を タピ ウご遂った受チ2用いて グラフ 上 で区 别 し 

<おく. るグルー バ項す ろ木木女は . 資ﾡ名ひくy全ク点 

Aっ•け)M犬え/よ う乙し <らく.

(94) ・3づのしてある淡ﾡ地の千ﾡﾡ所 グラフ上から読み N 

った試験ルの 千均商路に対たナるど師ぐあろ . 上る部はェー 

カー当り / ◇◇本のﾡこ太きい木の 平許面ボそ対えするﾡ所ぐあ 

ろ. これらのﾡ尚ははZ全型冬の場合「材積算用」(株式っイ 

1によする- M高測文タ行ムっ字回選ぶ々らいて は これらは一 

ﾡ林取ま ¥ 力 用紙」(株式クゝのそ ごのﾡにAﾡ契入ナる 

上ﾡ部B よ ど平均村高は z 2 )z4フィー上単収でﾡすろ. るれま 

ズ番受チづ!き して人かっ試求地才 / mの 会型欠)に おいて 

過ﾡのﾡ文ﾡの図上千均ﾡ高夕上よのヶまて*め - R及 yゅ 

用や (ﾡ資 る 7 ) の算町千均ﾡ尚の 上に塔みむまナる .

ﾡ 尚 解 岡 ( 々%クんィ 2x夕x4w みハイ )
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(9 5) 「ﾡ本木の崩商解杯や- (展k 夕 $)にジへと くク2テー 

y2崩司対年令のブラフ上)z プ・ロ ットする- そ t それの木z する 

ﾡ名通祭で他べ. 3本の木のﾡﾡ区列するためz色イ ンキ冬用いる 

これらJ本の木の 平均部名年ごYz昇する ニビ:ょって

洲のグラフ)平血教2Aく . z しこならの木が正しく以れて い 

メドケラフ上の最なの点 . 林分の上ﾡ認)と対たす2ﾡ である. そ 

ッ ぐない場合ﾡ分の 上Aﾡに対たする ゐさま ご人くく沢すろ.

ﾡ本木材ﾡ計 ( ZAu cuccceator ダッ8 Zcc。 )

(9o) 念ﾡ本ネの札稿算ク7表は 4ラ〜ク〜mぐょべ尺ﾡﾡの 

どれ 夕月 いえかによ 2 乙交? てくる.

(4) 株本木の次新新魚聂ご登り三:功令.

念係木ネの材科は区分本ﾡで来め e. 二めz分材膚小本ホッパ 

ス表 ( 研え新版 ) かとホy . s <m 向ネの場合と 円 どく 小 

以下々位ま で教する . 
・

(4) 孫木太の必材ﾡとより下のﾡむ ご座2場令・ 

る株本木材点は. 刈文が得ら れる順り /2フィ - 卜区向 ズ計 

wする. ﾡﾡ上のめ名らなハったダ分のﾡ所積は附無V 1そ述べ 

る方法ぐ推定す万 ・

(c) 雑本木 き列ど恐て測 又 し 22ぶ.

る様本木の材ﾡは附ﾡ『2べろ 方去夕R いてが式ス 〜 <iz 
ﾡ し. る木の合計材ﾡ名ﾡ式グス 4)移立す ろ ・

ﾡ木木 I対する他計算( のイ& e zペッ4 cc )
(97) 2みyノクス節の計算はすべての株本木こついて行及ク・ しか 

しノ。ノﾡの計算は ﾡ本木の及材尚ま ご冬ったX きに現用でき 

るひのる 八ﾡ文のﾡﾡ)て? いて しか行及わない(ア。ﾡ(ペつ 

少ﾡ ). えられ パ o。か深らよび形は「ﾡ本木刃交ﾡ坂→ (於 

式る ) の通当な)4係ナ る .
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(98) 各係木木ノﾡﾡﾡ(%)=

料百-そ(下 第ﾡ恐師 +上部 片ﾡ部 )ャ-季--**季幸 * 幸 .... 零#季幸*琴季幸 帝 番 ・ *番琴 ・ 執****-* **** *----
お n

ノ2ま ぐ正確4計算ナる.

(9 9) 会様本人の 平均材治率 ()=

様本太のﾡﾡ条の和 
―本*

ノグま で正匿)て計算する.

(100) %係木木のﾡX年(%)=

友 色お期ー次 引 材篇 x 。。
付材ﾡ

が木木ク次付ど及内材X 岡万名測え しえ さ&のみ超用ぐきる 

区材 ﾡ長、) 下まぐしグ食らなか? た保木木 ち よ び別片還 で えした 

株木木ミついて計算L ない. *まで正ﾡに計ﾡする.

(IOI) 平均料京ﾡ (%)=

粽本木m戍バ岡威合与tー,孫木本はA闪材満合打 乂 。 
保木木及材ﾡ合干 -

炎ま ご正ﾡ)2ぶ計算する .

(I02) 各樑本木の形故g,用い測え去夕方えすス算する-

な標本木の形数 =

友村材農合計 
胸南航面飛で柄离-

小数以下 s位* て正ﾡに計件する .

(103) クク飾ちよがノ ◇/仰て試四し人ポネ木ノ子切ルﾡキお上び

ル及季名. をみ林分か 平蟒树丽 および•平均斜虞率 Nする,しかし
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2の林分の 千的形衣は ノ24 埼z左 べる の 立去 ぐッ すろ.

主林木材ﾡの計ﾡ( Cafcxtfatwr ダwxe・ cシe 2e/xc>

(104) ﾡネ木 / ◇本の及材ﾡ夕 そ て 乙クﾡA感)る対 し て フロソ ト し 

附必▽!こ述べろんク・ の 力去 玄 用いて 二 れら勿点、を式る図而* 幺か 

<・ ルr 方表ぞみいえ聞新係ゲプロッ トしたﾡに少くま々 

いよウ ト咫える 協合又は. 鼓小二 衆歩 で明 確無式 計 除す ゐ. そのょ 

ッ及当会は 家学的な針碑2行なりこ N の まさ お AAa ん-三尺 

は &&xよん0刑ど当言)〜デーツタ託する= yバぐさろ.

(I05) 周岡身をイ ンチ上クすべての木千均所岡ﾡ対えする材ﾡ 

タグラ フがらス と ク「材点引坪用条」(栄ろ 4 ) の通当及州 

-22 /ホ ッバス フィートタ ぐ正確にあ係すろ . = 材忍)て試験地 

内のﾡ囲sんイ フチ以メ上の木の本永2系 ナる立試験ルの統材ﾡバえ 

られる.

主林木の形教の計算 ( &fexeaZe が スシ・ ・ e2w et)

(106) 主林木の形女(すなちシ木の平ﾡ形坂)=

主林木の及材ﾡ合
主林木め平ﾡﾡ尚 X 主林木ﾡﾡ所面ﾡ合(ンインチメ上A林木)

小基以下 3 ぐ正ﾡ2ま算する.

ﾡ く 及っ元木の 材 ﾡ 外 ( 2afeufatce, a/ zaC.wu / zvcみ イc ) 

(107) 試験地2ﾡ測えし とさ・タく なっ木 . 例え 区硏究部 0 Tw 

人した取去られた風刷木. めあるこYがわかた場合. その大那列 

表 は測えが全測 え が主回測 えてあるか)てよつてうっ てく る.

(2) 光 全利友 ： 気金利： の と 3 の"紛失 木 のみ羸ほ それぞれの木 

クー恐長校て記係された戸田名用い て . 現在の 主林木材ﾡ-m 

ﾡグラ フ から推気すろ .

(イ) ボ向ﾡ: 中间洲足 の 際か 岭人ホみ新秋H次力 いづ京力、で推え 

する. ,.

(i) ﾡﾡに例算てよる.すムわち ◆欠木の材ﾡ進X値= 

_何区木のﾡ材ﾡ合計*なﾡ太の匹買意合計 
向よ木め町求合

(i) 通去の 主牀木就 成対断 画您 グラフから椎えし た巻め天木ク 材 

ﾡ)とよ る ・

各ﾡ表クそ当ﾡはか央木の本水 ﾡNク会式えかみ の級ほ年さ 

あるい は林木 の浜季などクﾡこよって きまみどめ か ら (4) 

の(i) (ii)。 どれ 2用いるか ぽ去ﾡ浜のﾡで会め て よ 

い.

割次 i ( -e&よiビwy シucu)

(108) ﾡ水的なﾡ良のﾡmAお」び千均ﾡﾡは 主林木に対するクぷ 

テ/およびみ3が*同於2して ・ また同区木ク材着Hs4- 

s 分節川方法で黄用する.

(109) 区木のま 〜夕士れ て いみ剛次的なﾡ和のﾡ尚ﾡよび材意H. 核 

おするよっのう去めいづれがよっ て椎えする = yがぐきる. 方武 

の数択は訓次的なﾡ和の炎ちよび立受及に依 ナろから. 沟,a.版長 

がﾡも週当 Xガえ ろ ▼表会いて よ い. 西次ﾡAAの 受佐がケス 

いどきンか. 次の 二三 回力 同/沁？ らい て除炎されるよ クな小名木か 

らなっていろゞきには それらのﾡ尚材ﾡは推しない. いた 

方ま「教えおょ び測延)と つい て の 記秋 用紙」(ﾡ式グダス4ヨ 

は<4)ま明し ておく.

(I 10) 二れらノ死表はペ区上=つにかけみ こがでる。 

次的財鹿の立木の杯本木な用い るめの

二らの木の友材稿2主場ﾡﾡの場合立円ﾡ友ﾡま ご計算ナる
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(子<印)

(i) 全立木の材ﾡちょが片活2ﾡえナク,烈次的ﾡ迎の材点は = 

力 単木材点ク利 で. あり千 ル 活 これみの お部 ク 算 術 P均 ご め 

る。

(ii) 不の公込名用い て副次ﾡ方程ク材ﾡ名が画務ヒW ズ天すろ.

V= -24-
9

こそ V= 納次 ﾡ別殺の 植え =れた こネォ 爲

み= 木のﾡ木木の材点 .

Cs= 月田 亭 イ > チメ上の別ス的崩和 ( 木) ﾡ面 

ﾡ

K = 株本木の所ﾡﾡ 

千均別者燥木木のﾡが平場崩岡である -

(ii) 主委ﾡﾡの場合Y派)こWス的ﾡ和の材ﾡら』び千材名ン 

ラ上で推する(夕5. ヲ4 ノクお上バノ"ﾡ分※) 

割次的必種のセ水の機本木冬い及も :以メ下ク表ぐは副次 的 

科和のﾡ尚権えしない .

(iv) 材ﾡはﾡﾡﾡ種の材ﾡ対が面ﾡクグラフあ椎ﾡする .

(V) 材ﾡは. そのﾡﾡで株本木YしてXられすべてのﾡ木夕用 

いて . 研面ﾡ比例昇で使えする. 僕用ナる公式は上の (ii)z 

ラえひのY占じぐあるが、 ロ本の深本木の 代 ク に向ルネ名用い 

ろ.

欠期測天ﾡの契条 (Pceta ダ/etcocccaみucxcc2ecct砲 )

(III) すべての刈えﾡク取まどめ2係式ろク:契条する. そり場念 

験地総計ナべてエニカー当 りポﾡす ろ. ニの係式ヤの沼目 •

ナなhら染映地希う. 料A同及.岡ﾡ等はすべて自明であって 

二れめのﾡ自ク口るビ「教文らよびﾡえつい < の認本用衣」(株 

式メス&およ び又 合) から移認ナる . 向IX六また はぶべﾡル面宿 な 

し た、ニこ 14 . これらの項日の y Y )Cﾡし ・交でしビげ名さ 

いハくらく.地/叙 ( み2イラ c/t ) に一っ い < "双は • 次戻求ク 

梨さi( くいあﾡ度): て のム救す今.

(112 ) ﾡ次ら よ び下 木ﾡ太林み試飛地ぐは尉ﾡごYたWの用領名用 

い ■ に金阴 変 を 合わせたn さの全木糸 . 町間点らよび材ボ名不す 

条引計友名 央ナる . 試ﾡ地名犯次ど と て 今頼す ろ ぐ:ﾡら方 い 

小ぶの訓次的ﾡ粒があクy H 主受料ﾡ*門どH紙の列ク行 

栄する. そうし て測え ニ 主裂ﾡ粒Y訓火的脚段合計夕払 L て 

B< .

(113) 斌族 也族及の際. 2り林公が最支においてﾡさてているこン 

ゲカゲ【バ. 普ユニれらのおい向Aナク武地ヶ的C係がと

るこ がぐさ て . 「※ﾡ西会の係式」( ﾡ n ) こ 

ﾡされくいあ. これら の場去すて の向こ対するェ ーカー当り 

総材意 本救ち」び何の行なわれた年名「版 M yめ州領」ク製当 

左相に記入ナオ.

Z し林分向区さ( た = とあ? て . 細かい材ﾡが不明め y さは 

2 の林余が道よこ向X ごねた こn がちろ X いり率爽玄 广承gN D用 

ﾡ」にマ入し. しわ メ ば向 したび 附記 し<らく.

t し場去:Bい て探さ 木 た木 y ﾡ地内の 木ター格2した 

の が. 画以漪 の 企本 赦 ( e2y&る c&x ) 2太力 と <いると 

仮又 ぐきれは. こ (あり氏の向木の面ﾡ y材ﾡは株童楼会 

測ﾡして使えする. ごの推ﾡ大分の休にﾡれがなく 住ﾡぐ 

き る古然洲えがぐさる z さスクスﾡする . ニクカ去2附ﾡWて示 

す. これあク女値は「取4Yめ川領」のォ/ 行すなつちォノ四ﾡ尽 

但の入 ナろ .

(II4) 「取ま以め用ﾡ」るﾡ呂はめ通りである。エーカー
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当 り ※はユ当な試鉄比 デー ダ そ試験地面ﾡぐ初っ て神 っtる.

(a) 利足の耳月

(4)株 全:「扱えち上がﾡえにいての認ﾡ用ﾡ」(ﾡ式<4a 

たス4) かと移子 ナろ. (3イm(/4)上が夕5ﾡ(s) 

み歳 )

主林木( 夕&。ex ) (エーカー当ク /2e 本ノﾡひ大さい木夕令と) 

(c) エー立二当りの本教:え全型ﾡク立さは「才意計昇用領」(杯

4. 主回列率の x全は「A西ﾡ 天州領」(株式イるza 

示された試験内の 全本から計ﾡナ る.木救はニーカニ当り 

本単必て教する. 主林木のエーカー当りの生立本炎ゞ u 

天以核に除去された向木ク本2クえ え む のは前間の測天時の 

主林木本よY-致しムら い.

(4) エーカー当り。。本の氏大さい木の 平片 (上ﾡ督)ン 

主林太の手均ﾡ百 : え全訓えの場合こ らド「才横測条用条 ・ ( 

係式 ィ 4 〕から移こする . g し宇回別えにおい く材ﾡが叫気さ 

れていろ立き、グラ フカ、シ 黄み N みか( ク«節)* たは試求ル 

Iこる子がいて い人い立き タスﾡのﾡか ら末め本 幺直接 

そそぞれのﾡてこ入する. 上ﾡﾡちよ び平均営高は名 イート 単 

位を記感する.

(e) ェーー当りノ22本の最大きい木の手均戸町と 圭株木 o 平 

均ﾡ四 : え全ﾡ又の yさは「材ﾡ計算用本」また中回到央の 2 さ 

は「月町那え用ﾡ」ら戦する . 平均用田は44ニチ単位で 

*す る .

(f) 工- クー当ク のm務 : ﾡ全列定の場合は「材高計ﾡ用 

ま中回型交の場合は「Aﾡﾡﾡ旧ﾡ」こ入 し < る試映地の 

ﾡ面稿合から計算ナ ろ.エーカー当り 力新 面怒！•以小教以下 ノ イユ 

a で'正雁) て発驟: ゴ あ.

(ア) 形炎:「材ﾡ計ﾡ用4」から移認方る.小数以下5ﾡまでこ
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绿すろ .

(%) エーカニ当りク材直(戻付) :「材桜計府領、」ここ入してあ 

る求地の材ﾡ合計から計算し. ホッバスフィ ート単皮る絞ナ 

る.

ﾡ回型ぶごは主林木材ﾡ会えし . 免手ぐ乙入してく . ヶ表の送 

はぷ衣ﾡ浜の 判ﾡて委されていろから ・ ズク 三才支のヤﾡ X 身. 当

z わ るtク 2杯用する こ y.

(a) 現在 平ﾡﾡ高 *エーカー当ク ﾡ面意の積にﾡmの形放名ポする

(4) エーカー当りクのﾡ在ﾡ面ﾡにﾡ町の形女Y今ﾡのﾡﾡで控ﾡし 

ﾡ平均営新名系する.

(c) 現在のシ木材ﾡ名推寒するめ. 岡ウ木ノ? 理用し シ オ タリフ教 

名用いる.

差 : ﾡ町測央時の林分上ﾡが4。フィ ートメ下であったY 

は 材ﾡ述えにﾡ聞の形太名用い てはならない.

<L) ﾡほ争(の) 横本木の平均ﾡﾡおよ次樹政牢は「ﾡ木木ﾡ支甲的

(j) 樹ﾡ率() ﾡん火から殺姿すろ、

1A 小 ト・とタトとパ2アグ ノ

ズの デークはすべて「点広太ﾡえ用ﾡ J (ﾡ式44 ) の受やかあ 

移記を L < は計算する .

(そ) 本当 エーカー当り本単区で正しく計坪する.

(◇) 平均町四 44>チ 単 区 ぐまﾡナ る.

(w) エーカニ当りﾡ画】 小数以下/区まで正しく計算すろ.

() エーカー当り材A(英付) ホッバスフィート単ﾡご算す 

ろ .

全 林外 木 ( ○)

(o) ﾡ通X水意合計 : 主林木が商務 yその立 ての 全向木ﾡ

面ﾡの栄の和で.小まメ下/依まぐﾡする.
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(P) 材準よ及全: 主旅木材ﾡと そクどきまての 全回水才X ク 

系Yの和て ホッバスフ イ - ト 単収で係ナろ.

キ口別天の場合は . 主林木材ﾡ必確え していろから =ク 

材ﾡHと利 でヘナ ろ .

別 長 受 ( uezouc才 )

(ア) ﾡ面通豊年皮民重 : 今町ﾡ来時の 会林りﾡ 商科ら前 ・羽 

えの会林面ﾡ夕引い八差2 ・ 期问耳教 ( 整炎ぐ炭ルナ ) でel 

っ人もクで小数下 ノぐ正ﾡげに記録すろ.

(r) 武里任区ﾡﾡ : 今町測え時の会林材属小ら町ﾡえﾡの会 

林材ﾡ名 l1八及を期岡年k ( 義女 て戻ルナ ノ ぐy たのて 

ホッパス単座で係ナる .

¥ 回羽ぶの 奈の材点 区浜型ドﾡ 間の 完全― - メ核み期 向 

Iこついく計算し •期筆で•記入ゴる.

(9) 才Aの千攻区長量 :その時 どの材猫奴窥合讨玄 林令 ( ﾡ女 

ぐ表わ ) ごっ このくネッバスフ4 ー ト 単でこﾡする. 

二は. その件まてに必保士れた向以木の林ﾡべわかっ ている 

2きzのス計する. ﾡ回列受の場◆こは ﾡﾡでこ入してら

こ '録 ( Recetd )

(II5) る試験ル)てドする乙ﾡド •別 々のファイ ル)z係ﾡする.

(II6) るファイ ル内のﾡ式のﾡは次の通 り である.

(a) 週聡町 (ス。ﾡ参※ )

(4) 試験地の吸図 ﾡ式 る /

(e) 一気前の金料 桑式

(4) ﾡ型いての記城ﾡ式クス および取扱いの細目の試の

(e) とﾡのﾡ星.ﾡ式メダ々e.系ﾡ時め土ﾡの認軟ちよび込役め
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(チ) ﾡ型受労ク型生 株式ス 試文検の才/mク救応ょび 

別々 の林式で姿 用いたどさのそ八核めす べてクこよ

(み) 二ﾡ的契ﾡ 株式夕s 兵初の一ﾡ的認ﾡちよが以ﾡおい 

て姿y され 2こ条

(タ) 一ﾡ的ﾡあ y に 任 ノっの 円測文て Nすォイるから4 

ゴ ごのぷ式およびラフセー緒に係ﾡする. 救子ク順承)ムって 

いろ株式はグラ z ・ こ株式グのあゞ 禺蜕け方.

(i) 工-一当りの冬期的型会ク型係 株式ク? ニの株式 

ファ 4 ルのK町ノお四 ﾡ谷刑天のデーアク次)て係ナる.

(II7) グi(マノ)ちょsふﾡ(ノs) )-おべたよ り 式 ・ ﾡ楽ま 

ﾡはその時め江支用領のﾡ祈にあ入する. しかし. ごし河®ペ取 

ﾡい 写1内する良い 観奏記 車 小 双居 义 があ あYさ ファィルの剤 

クテの記ぶ用領ど一絡)zy じと.

利スら る細ﾡ託太
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附 ネ I

み具一ﾡ衣( そ / extシwxucw- >

この過県一覧 . ラ人からる在ﾡ数 ぐめろ .

________直______ 1 x 烫
番番 番 w業 ・ - ・ ,

項 回 K 知« • i
測 尚 器

布巻ズ( /ee フィート

。 ( 4o フイート)

タ念ス( 戸西刈え用 )

ﾡス計

プ り ズム コ フ バス

ﾡ製文炭 (/スィンテ)

t ﾡ ス(え 型)

・ (千 型)

自ﾡ古祭え規 (/ネインチ)

今スる

地図： 無 火 ・/は+we(ペマイル:メ) 

商受四

ルA図

考 ﾡ

2 メawd&% a 及xイA 
子a

- ダ ど ピe x u 
ス名 ク た eAxze

千眞か は %

*箱

呉箱

箱の

余

は• P 条

/ t

マ

マ

/

/

/

/

/

/

ノ

/

/

/

/

/

/

/

夕

ノ

・ (王切り用)

・ (打 ら 用 )

あ

木後用ベル ト

* 判 ﾡ 恐

*はL ご

*ﾡ1千 (お 尚烈え用

* 4ﾡ天(ﾡ受用ノマフイート 
でィートお上びリンクH店 り )

* Gu花z のチェー ン(登用)
//フイート

* 測 針

ホ・ ー ル

及て 2eイaイ

ﾡも

セルコィ ド文規

ﾡ 石

あのクケース

木材チ ョー7

ベ ン キ(白)

ス

/

/

/

/エクは

/

フイート

祭片

/

/

/2

ン

/

/

マ

/
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注 栄 *名つ用具はる西書ﾡ導用に支合するだけのよがﾡわな 

いか しれないが. 及: 整笈场合广月準描すみ .

.... 印に心婆点紫愛だけ

許に受Yなるかも しれ及いス.つるし. かざギ考の用兵 

がやする.



附 鉢

- 一 ―

ﾡ木«区分 ( 乙 cどoeシccxtwx )

ﾡ木ﾡ区今の 目的岡ﾡ及の正ﾡ記よ2な易 し. 林ネバ政ﾡナ ろ 

どきその 区今め対象*なるﾡ性がの よ う 止ナろハタ示ナ こンzあ 

る・岩永領※か書通門象林こクみぬ用ナる. 二長高林では通上届林 

私みみ名E分ナる。そ し 下ﾡ林冠の区分がが受なら . それ2 上A 独区 

Z京扱シ・ ニの区かが主ﾡ的)そよるニン*む女えない. ぐるだけ 

A たは 何戻 2ﾡﾡ係に同一ﾡﾡ女ユ用する。ﾡ木の必ﾡ友)による 

2か そめ木 Y負降 り合って いる木立の商係名見て行う のでめる 

国大試ﾡ地作妹)z おいては/ 夕e ラ年未よﾡﾡの こ分立式が点 い ら 

れくきた。現在 月いているもめはノタシス年 z導入 されたな. これ 

名 そ す兵わ てまべ ﾡのメっの式はそのあと にべる こンにナろ. これ 

らはﾡ在の力式ケ発験し そちた力* 2れる シスか考ﾡ2 L てﾡ 

そめた ク である.

(1)現任 ヶ表

( -eとイadと& の万式 /タョ/ーシ々で株 )

現任の 方も は金匏教 字 で 分類すみ 方ボ である. 二 ノ 方式 ではお死おょ 

び赤死太は生立太ンﾡ)て公ﾡする . 注率木月ょ び地犯木 . ﾡ死木の円ガ 

I2いる メっの林ﾡ災Yマっのﾡ幹ﾡが契め られるが. ﾡﾡ級は生立木 

ダけに及られろ・A木まノたは液る水は それら)るあてはまる林恐叙 

幹般ヨ代 ほ树君藪に入夂. 欠々の株爲名「林て数」(株式メス3 のm 

为櫚注記鉄寸る ・ 現在では ・ 殺木・どいりか損2別)に殺けず)z これら 

名 受 い脚五 をフもク2し て示す.

生ユ木( <u イec )

生区木*め よ うかﾡナる .

/22にク女手 ノからグまでの女予女用い て林ﾡでクﾡ責女示 

ナ
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/2区玄子 ﾡの形及2/から3まるの手ぐ示す.

ノ位の本子 /から3までク本子でﾡﾡの形状ン大ささヨ示す 

«っ力林ﾡﾡHズの通 りでめる.

ノ優め木

・今め木

«液圧木

s っ幹段は次の迅ク ぐある .

/負好

< ［大ﾡがある

3 非市)こえい ・

3っのﾡ式故 14

/ 良好な樹定

2 少し 欠点、炉ある

s 非市:受いﾡ意

般木.優―木

二c ○伊高がRも高く. ペ木夕除いて は林かヤでﾡ: A長が任 

ぐあっ て . 通例 を み 由弟 の 大部が再放されて いる . 二次のよう 

夕の細今ゲあ る .

HI ﾡ好なﾡYﾡ好人樹活名 zっ

I12 幹回良好でおみが ﾡ活にケし欠点がある.

13 幹はﾡ将であるが. 消活が非市ヌい.

I2 幹zケL 欠点があろがﾡ冠はﾡ好である .

22 幹ル上 か初見)こ 少し 大塚がめる

23 除ケ し欠ﾡがあ り ・ ﾡ活メい

I3 ﾡは非市に欠点があるが樹ﾡ食*

I2 幹は非 常 欠ﾡがあ み がﾡの 大ﾡはﾡてある .

I33 ﾡ ﾡﾡンもた非市)に欠点がある.
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2領木保め木

こシ は俊労太の尉系よ り 感い か 上活林活)にあ? て るの下ﾡ2料 

ﾡしるいろ.

これ)たもノ製木2岡どくタノ/. スノス. スノ3. <スノ野のラっ 

の細分がある.

・ﾡ木・は単て活いﾡ酔名ひつむの立して示し ノs ノタ3 

/ラ・ ス/3. タス3 スヨマ行れハに入れる.

3 版木 あ 券 木

こらのネは上啓林活こはﾡ し☆いが. ま 州弟 安ﾡ光に向つて 

す余地がある.

この場合こもマノ/. ミ/ス 3ノ3. ラ/等のラの小区分が 

あろ.

4 ﾡ木衣ﾡ・木

これ ら の木 力相端は適旅 物光)二 向 T < 浜ナろこがてきず 隣長 

木の料ﾡク下におっている. // 4ノス / xx 

ノ等の夕 っの小区かがあ る .

花死木ちょ びﾡ死木

■死木 ほお もa たほ祓再 力走 め)Z3 ない し今年のヤスお死する立 

ﾡはれる木

これ らの木は好さのう主*函者名受け☆ナい ぐぐさるだけ早い 

承会区孫し てしま.

お死木*ﾡチ太のE分には料意名考えな い o で. 生立木とはっ 

かﾡ名行な ク .

この分ﾡは次の通 りであろ.

/22の救3 …… と. ﾡ死またはﾡ究木ぐあるこX夕示す.

ノクセめ救3子 …… ノママ4 で株ﾡ ごりﾡセ示ナ_
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ノの枚子 ……• ノ ユ3てﾡの形ﾡ夕示 す .

L が そチノ. よ/ス ノラ. く々/. ﾡのノス の細分がで 

さろ .

生立木ご死・ ﾡ死木の全頬名オ火灰て示す.

ォー 4 表

林a 2 &め木 3 あ 勢木 4 ﾡﾡ太 5 ﾡた木ちよバﾡ木

み / ス マ / 3 / ス 3 / マ 林泊... / ス y

料意 3 / ノ3 クy イネ 3 イ3 ノ3 砕 ... /3 々コ ノマ ノ

この分知は・ 当研師の他のそおい て次行されている受て 

細幹叙 . ﾡ活領区分のナ て遠炭万? て いろジクぐある. ﾡ裂 

ね じ ・ zなw “"必乏” .ﾡﾡの写土零クﾡﾡﾡ戻わすは. A 

供女子スヌ女字 夕つ1加え々. これ らoお桜はラっい し 42の領 

に細分ナみ. そのよなかﾡ名つmえに土は迅常役サ及 幹択お 

よび劇ﾡ奴区分のX手名保でE列 してらく.

函天式発地の外末ク場合クﾡ型級木分ては . 慈成教字の み 起用い々

就 住 の 方 式

(2) 圏際式 (/タノター/タタ5)

この方※は 商 単 であみこ 2. 政の林太映場)においてなく 川いら 

れていﾡたこX冬考え合わて . ノタノア年に林来公会が杯用し人 

のぐめる. この 方去ではﾡ労木X布ﾡ木 =っの大区今しか契めない 

こめかﾡ表名よ表z示ナ」

オ 5 表

L 儀勢木おょグ率慢那木 I あﾡ木ちよび茨太

/ ス (状なﾡ恐ちよがﾡ2不長人林太 ) 3 4

正しい測落のチ .

ﾡ好な除形ク太

a
ﾡI左さ

木

オヶ※

ﾡし木 しﾡじの
(#)ミスネ)

d
锹 木

e
ﾡ本者木 今め太 表及木 おチネ 

k & c 
須拓木
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. この区分方表夕しばらくﾡって いろうちJz. 林ﾡ叙タ=っ:細分す 

るごﾡそあるネの 区分非市とﾡハし い こ 2がわハ? た。<とeAattr 

( / ラ/マ )はイつ の林ﾡ次 名E列し そのな々タおﾡちよべの 拘 

本2よつ て フっの叙)て細分するゆ正表2及内 した. そうし てﾡ々株引 

し や示 .ﾡらし い今ﾡ才表ゲノ フマ 3年)て株用 された.

( 3 ) /&xtな の方法のﾡ正ﾡ (/クペ3ー ノクク 

二の力表はスエーテ> 式に林ﾡ名 火商次て区分す ろひのであるが・ 

細かの数が少ない 二 y ・粘死らよ びﾡ死木 . および河8木の級名別)

以たX ころ がそ そいる・

この公ﾡ才表タオく衣に示ナ.

才6未

14めネ 2 収あ木 3 あ め木 4
表圧木

5 ﾡﾡ均! 
よび乏

6剤多木

4 c ② < C 4 2 不 久

*旦 * う

*

*ﾡ *登

*

*引 *ラ ※

N

* 算 さ

*
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オ 7 衣

1 才 2 木 3,勿 4 6

合
1

0 合 c
4

株 玉木

a
ノ マ マ / マ 3

Q
/ノ / ス 3 a 4 本 4

※

演

• s

* (cs) y ・ 日 ・ )

( 5) -c&icdettケ』正 (/タタ/ノー/タタ〕

二 の ﾡ式ごﾡゼ の ごの食一つの足いは. 上ﾡ林意すムわち/枚木

ス叙2受に細分したこYであろ- こク場合のR木今ﾡは. &め及 

のにパする列の叙ではなくて ﾡ型Y殴ﾡ及の円ケ2ﾡえこのに 

なっている.

二の分頼まの試会 オさ長:示す.

こ の 才式約ス年同用い られた ごナ ぐ. ﾡ任の 力式が発及士せら 

/拈果X っ.

(4)(3)の ﾡ 正 去(/スーノタマノ)

/アマ72だって/ペ. /C. らび2C名細今して. 幹ま 

ほ はﾡ活の欠方の性ﾡこよ ? て 今契ぐ きるよシてした. ea&ctt の う 

表※の 同ゆ正表が専入され . こ の 方球 ほ / ク3/まて月いられ. 

三二れなオク長z示ナ .
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オ8表

裝
一

岁

ノ 

售

L  x
*
s
3

0

零M
#

承4

X

课2

 0

J
*
 S

“

妻

1
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涧
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0
.

—
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2ﾡ及ﾡ木 34 5
ﾡﾡ

6 
み名よ二 方秀ホ! 砥

ノョ〜 /スマクノラ〜 a 木多木 ale

文 麻

Cx**グと4<ペX (/アスタ) -e% rイ 子4イ / C②ダezg 

ペ 4z4イ 月zイ&ef • 客 とe2イY ペみ工みとど〜C2?t タ4イ2r 

メデ ノク. H. M. S 2 ( 紀ル )

Vue ・ T. W(/タなタ) cdゲ<caそz2g ダ -daッz4 アオ 

/zcedkcze シeP /ノタョ/.

名ae/e&K. J. (/ タラノ)・ プa,& /t みそ8eん バ &xaオ 

タイイピ"・ e-1 子o22イz Pexeグ・ 2a合. ズる. 

ノタョノ.

-e4a44a ・2 (/アタノ) 244ez MlaeucovZccAw イ

Q.c44と6ztcex dz 2cAd4a.trze ・ -ど&u.e夕e〜cfe

Z4cz2t イド zeどccdcyc. arc<t4Y・ /タタ/

ゼe&cれ 6 (/夕/ス). Cw 子4 ・:アプzdどだ 22e4a • イ -2adx

父&v-#3zdd&dっ乙z4t. 人t. タ. PPター々イろ 

xzo&&cQ,, . ノタノ

下付 ﾡ DI
同 パ タ 〔 G-を&ct。 ダ &ゲx&t )

回文試験ルの ﾡまでは現在ぷ粒ﾡの向スがめられて いろ. その 

4和知は下ﾡ同文てスﾡﾡは上ﾡ町ぐめる ・ これらは= の附ﾡク あ 

x 方ぐする.

灰依的河ペ自向( Pa そんxix子ッ) ノは株核的同( 

zeclax cxe イ&u と子 )メゞクよッムのN去は. ﾡ例 ﾡ X 

a除地* では用 い られないから こク 対秋 ぐは昇しくﾡﾡしなか? 

た. しかしこれ らの三の※ﾡ名附ﾡ x )Zﾡ単に述べて らく .

I 下 ﾡ 同 ( Cewそんatルiッ子 )

(7) A及 ・ 非満にあ及の下ﾡ向ﾡ( 2. da 227 イut イ 

そんtエルタ )

后 死木およか然死木 M みな除去すみ. こめケ去が央ぼJ2用い られる 

こ ¥ は非市)z和 てある.

(2)B及 弱,.長 の 下層町( &ァt w 工uwuu子 )

ﾡ多木お死木.ﾡ死木 ひYい堀外木. らよび茨ﾡ木名除炎する 

aﾡ木らよび3/ / 堺ﾡ以下のﾡ千ク術ﾡ木タ 探する. ニ 

円 及 てス探 全 れ た 試験 r は ・通比 ﾡ 向Kの対隊Ey し て問いられ

(3) Cぷ ヤ収の下ﾡﾡバ

B及Y同じ木名探し. 天ユノノヘスノs ノ/・ ノペ3. / 

ヨ/. /マス. ノう3一部どマノ3〜3ラヨ. マスノーメ3ラさぐ 

の会領夕探す2 .ナなわち術め木全第ど 大天 ある率優サ木め大 

余 . おょ び試好な来じめ木Y幹型不ﾡノ候ﾡ木の 一部 玄順次 は•派ず 

ろ .
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(4) C/P 及 ヤにとﾡ及の中同の下ﾡ岡伏

C及* Pスの中ﾡて. カラマツ姿除く すて のt系片の戦一試吸地 

に対する旅牢的及向よ及)に尽っ ている.

C及の木の外一 俊勢木がかたまっ て いると=ろ ごは時々 ﾡい形の 

爆ﾡ木名探ナる.

(5)D及ﾡ尺の下ﾡ向

C及の木の外にノノノ木の差千z. ﾡるたけ多くのスノノ ノX

/ //ス・ /スス の水名順次区探ナ 2. ナなわち下好な形の 年度ﾡ 

木之久陥の あ ろ後毋木カ ぐきろけ多く .き千の 殿がな形のほ数太 a

採ナろ・ ニク向炊及2垣用しYミは 正造な树君のブク Y艮得な 

除型会 りっ本木なけがつく林地会に一ﾡに分布ナるはアぐある。I

Pス 学- の クラマツ永映ル)対 ナ み株率Pメ岡似ス ぐめる.

(6)E及 極め て 強 度 力 下層 同 状

こ米ほ例外的な 法い间以•で. は惑ケ叩夕山 にはかクか若い林 y 幽阳 

ナ2ため / ?2 7年こ へ さ北えtクぐあろ. その日的は沼アンリカ 

の Cx&出«ゥ将た ごの tﾡし ラ る絶* 2件ょう yすろどめぐある.

三の場今の本永必タは か段 の 的%,と欢 ナス. ﾡ在E及のユ月はNら 

c永の段回※黙にR文さ々くいろ.

上の い づcの 印I内及,:つい < り 向 L zからよ4式たは多く y 

S/ク の 円.z 林通 o ゲ ± ゲ ○Aい u ご盗 t ・ 灰 2行なっては 

ムらXいy いう通川がかてまろ .

ﾡﾡ木式たはあ今木は.上届林恐):んす2木名係しほあYのL名 
ふさぐえめみさろこ»バある .

I上月同 ( Cxwx そ&w.xw.)
(1)L.C.及. ﾡ及の上居向

三トネ り コ杯ボプ・ラを除くﾡ紫ﾡについての標ﾡ的及 
戻であろ ・
ﾡ客木ﾡ死ち上びﾡ死木H+木およのﾡ木のすべて. 非中に欠
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次の 多い侵ﾡ木 (/ノ3 ノタ ノタノ ノラス /33)め大 

かYNい秒ク 俊め木ぐ ーィ f:z小た ? ていろ場合に その送千・ 

およ びF区め木 (ノノース3s ) の-第名探する.

液圧木 ( "紙木 ) y方め木( s級木 )のK部分M 残すか、. こらの 

叙 木 ぐ1 非格:い形ク どのH・ Kい木ク 択ヨ進ナるためて 

採してこ上い. ﾡ処不ﾡまたはﾡﾡに大※が? <除女2一次木ご 

ど 係によて 上居林ﾡが孫し す ぎる場合-は何町かに今けて依 

しな ド人 らないかむ しれない.

(2)H. c.及 飛及の上ス同

この何及H的H. 料えの立木 す-わ ち承然林冷力 主曜一分亳懈 

ﾡする戦武の Bﾡ木のﾡ除のたをなﾡﾡ名はかる こどこアろ・

L. c. 及の木の外に. 最良力―那木力>見の 発,玄也n rてい あ上 

洲ﾡクみク すへての木を成域す多.

x下n用において . 上の X 名最点すゃ場合2シ っ指名与 

える. こらA.ﾡﾡYB 救的なﾡから人る.

A『m点

クラマッ2除くナべてのおﾡのゝﾡルく.%らよびL. c 表 カ间 

次 玄 什用った彼の 単面報 後. 通市迎当版収及ﾡのﾡ町ﾡ /2ダド 

)=及ければならない. P及ク場合み灰商浪は<2 小でベリればら 

な . カ ラマッカ当ﾡル場合. 収ﾡ表所画爲はク炭力岡炊2対す 

ク旅準ソよ- < いる .

収炭及のないルﾡの場合ゃ 止ここメ外日及り場合たは・ ﾡ画験 

に 対寸カ 一又のﾡ外がまぐさ くいい. 前。 ﾡIXがR(場合x円 

ハ飛由 で易及からﾡ属えク切符えが行及』人場合の外は ・ ーﾡに 

同伏彼ク エーカー当 り画ﾡ/は そﾡク何炊ﾡの面ﾡよ り小さく な 

で てならない. 骨X の 同Xの場合め エーカー当り 西面殺 う加は. 

独えの "さより 大さく 基 る叔白ある. 終着ぐはﾡIにはﾡ面ﾡが会く 

ﾡ加しないこンしある.

*
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B&番 的担4

上て天求した夕和ﾡの 向X及除支すべさ木ク級: 上って ボらi 

その中あろて クニついて は向よス核の 立木所面点つ い て ﾡっハク相

射が与え れた ・ スて今スみ永登的な糸. その河期Y 2 < 用い2 

こンがそきるが. しハし上資文)- z2て2く クては Aい .

(4) ﾡ計ﾡ/吊( 名みルて/夕ac.y 2にし )

この基は. 核の 立木の平均间隔を上脣術力百少年ぐ表わし

たしのぐのな・ ﾡクえゆ札々の印英に対す2このお救は- 戻 

準 ( こ の場合同核ク林木の 千均岡岡は上8 o 又。%ぐある)

の 場合そ対すろで涙わさ ろ . %水ヨ 係*どすろC. P ・ 

お上 びE を。 工ーカー当 ク 本救山そね それ株の/4. 474. ら 

よび。よである. そうして 上ﾡ首に対する 同は 彼 川 セ木向の 平均ﾡ 

械切 百分率は を,れ ぞれ/n. 23お上び々夕4Y人る. B炭)ミい 

ては汝受的ﾡは人い. をガロニの向広茂力、- 牀分用)て東育つ■み本 

よタﾡ大ど し て対Xz 名作みめz用いられるからぐある. 上潜町 

こっい < . 三のよう及救量的相はま反でさて いない.

ォクかe. %. PおよびEの同2行なった後にﾡさはな 
らい大の本救姿示ナ .
才9衣

これらは ア/こ と 図示 してある・ 対故詠分位及窓 ( とt&ex・ / 
タ44) 段ﾡ名ﾡ初)に浜 し A F.e.»ょQ易,氏は . この ァま な本

本灰ﾡ及
下 の 樹 名 &木ク エーカー当 り本ム 対来すみ

32
フ4ニ ト

レ
フ4ニト

クと 
イニ上

クク
フィニ上

ノノe
Zイニ上

パスス・

a 4 42← ス/5 ノノ/ 4z 4 E 水

474 夕ノ8 44 /2 ◇ 4s P 戻

株 キ/o //◇ 〃3y ススス /3a クe c/p ペ

4 8 44 333 22 / ノ 3# c え

65
方おに入ホるこ 女決された .

( ペ) だ Q zcQ (林今 坨 ﾡ 将永)

二ノ周散 ほ 上層商 . 良ク 平均脚商用团おょ がエーカー当 ク本女の 

店て 林今の形以の面ﾡナ反わちど粋択mクXあにおっ て いろ. 

取り叔い場い永てナるため/2 22222 ぐPみ立. 二の永値は 

ﾡ及の回き行人った活 い ガラマッの 42よから. 務えの向名 

ムった ト ッ ヒ及 どク陰ﾡのよぐの ノスのﾡﾡにめろ こ zがわか? 

ている. 告向は爰 圧 対す 方 二の大出の範出タオノ。友)示ナ.

x ﾡ A ・ (44 高尺aucc )
下層间夜 B え /2一 2 s

c 4夕- 2 4

% 47ー

D え 24- 2 <

E 夕 24一 ク ス

上ﾡ町 L. c 2 2 4

H.c. 24- 2 ケ ・

あろ意の 向験て ・ 4c4 azea 名ガ木領区分Y一ﾡに用 いる. 

そうすろ こYよ? て例えはﾡ猛スら央ぐノつの試会)と対する多 

救の次黙地が柔岡ヤ承任し て いみが、その場合ぐ 同一切 网 汶, 交 

ぐ探が行なPて ﾡな限 りﾡる)て相のにﾡ名行及二 yがで

る. 上ﾡ何の場合クん2z4 ク値は地方的な ダカ X 芳えな 

けナれ なら い.

文ボ

2c4-ex ・ F.G (/タ4«) eva4caZc2r / zee こ&itA子 Aオ

-イxと <e ・ 。ェイ -cievee.2c合.ノ -ダ3 ダシ

/夕



— 66— - 67-

フ 05クd。 2o 7o/ee ェ 2クの

Z200 
/30o 

&co 
/doo 
/2c2
/2eo 
字◇o 
oo 

ク20 
200
$oo

420

3oo

2oo

、
く

oo 
9o 
80 
2o 
4o

o

4o

o

. |

、、 、\、 \ \
、 \ \、
'、S ヽ\ヽ4 \
\、\ コ \
、、 、 、\
\ 二 \、\、 \
\ \ 、 A
\ 、、ヽ 

ゝ ゝ、 \\ま葭

A
ヽミ

\ ゝ

\ 
\\

A
\

\ 、
\

\ミ1 

ゝ__

\
\ 

\\

\ 

ミ\

\ ヽ \、\ \ 、\
・ \ \\

\ ヽ N\\ 、 \
\ ヽ
\ し、、、 \___
\ 、\ ヽヽ

一

N\ヽミ-

上ﾡ許 (7イー ト)

Fiみl 向伏浅C, cあ.D Eにオナる与えられた上ﾡ言ぞめ 

商ﾡﾡのエーカ ー当リ 立木木炎 (似店)

附録N 
到樹番に よ る立木おﾡ測定ま

( しLa& f d2nudzoっnueズtz /oz ?222202nす- レンー4そとの12 c 4- 

イ- ズuee2 )

次の方法は Bav w aueud の測樹吾 物混 F.P7 だq 

Tp& F.P? さﾡ用するために考えられてしのどﾡる。

状木は成求高. すなわち成静上の咬材直径次 ラィ4(原野?名) 

に万る点から地際きご、長さの不同反 运分ゼ測定でれる,各更分の 

ﾡﾡほﾡ元えのマかと除さ Sma2an の公式

料編 = 一芸 * L

ごﾡする.

こ、ごS,.S は冬こかの両端の断面領ごLは区必の長さごある.

ﾡえのボ編は Hwよeの公式こ算する- すふわち中浜前面報に 

長さと糸じも のざある。

御測ﾡ は ホの 元から改お高ぶさご塗初見をせるセ置からすべて 

の測定伝行ほう. ニれが不可ﾡお場合、ﾡ測看は板えから二の見

る長さが長も大さく ふる 位ﾡ 左送ばねば浜らﾡい. きうレて 成我 

高※のあさおよ び樹高は他の位置から測足する。

測ﾡする水はﾡﾡに感わけられねばせらほいから芝の木の包ら. 

ま左はすぐ隣には尽己べく他の木がﾡい方がよい. =れ は岩幹左 は 

っさり犬めこ、読み巨正進にするためざ談る.

測樹系の二つの型式には僅かの並いがある. 示型ぞある 乃a•ミ 

P.7には係ﾡがﾡいが、T仍 F.P.? には -ダ の府自求 める• 従つ 

こメ下に蛍べる菱西は大体において両初の型式にあてはきるしのご 

あるが、原型の場合にﾡ少しﾡ正しほければ尽ら弓い。

どちらの型式ごも仰角の最大は4 sざ、 叔測着と木ヒの周の水平 

距氏は少くとも/2マード云けれビ号ら忘い。 また目の高さ ほ木の 

根元より 上匚ぶるよう にし、 ﾡﾡは例えば=又 の番の上に支え るお 

がよ い.

二っのﾡと示す。二の私初のものは原型の合口、 また=番耳は、



一比1

Te 〒P. ?の場合に遠用ぞさるものざある.

測え ( 2ucのユuemroズ )

林内ご当んだ位置ご*の測定値さ安め、 「測掛者によ る採不不ﾡ 

夫同ﾡ」 (米式。 42) に教録する。

() ャ I 複に岩ネﾡ号 と認ﾡ園画と入する.

2) 測岩署のﾡ初の曲ﾡと0に合わせご. 巨のﾡさに対する幹 

上の点と定のる。 測ﾡ三用い樹ﾡ上の=の点まごのさささ タ 

フィ ートﾡ位ご過定し 乙 7.のﾡにﾡ入 しまた 住乙別字の 0z見 

ほして -2n& ○値女ﾡネﾡに記入丁る.

(S) 木の& し ﾡ初のﾡみ2スﾡにまたろとス2の回2情に記入する.

(4) 成校高ぶ・ す反わち樹幹上の五経が3イ ン4ク点または5イ 

>今のぶ以下ご主砕とﾡの区別がっ0点< ほる場合ほ送の点E 

目測する. 三のふご*1 とャ2の読みことりそれビれ2および 

3頼に記入する。ﾡ角の 2ia 本読み4堀にきへする。 成桜ﾡ 

点が樹冠 クかげに尽ってはつさりし5いとさは、 ざさるだけ成 

ボﾡ炉に fいと=ろ の炭ム ことり. 送の 後の すべ乙の 読み た 

祭しこから. 位適こ妥えて試桜ﾡ点の言マと選定する.

⑶ ﾡ測看からの志終ﾡの 2inu が 久/の格域. ﾡえば46.のs. 

o.2.等と万る幹上のふご、 ャノ・来2の統てとろ. 最初の読2 

は 才高魚.の -2イn2 の価より 40s～α今悠い位 

置ごとる,側えぼﾡ桜高塚の22 の読みが os23 万ら、次 

の読みほ 2522のと=ろご、 X下 As2e ..-- のよ 

うにほる・ また ◇ケ2?ごあれば次の認みは 242 ごあとゅ 

クヨクク ---- とほる。

みし この方法による直後の読みポ丁度校の 兼生しこいるぶに 

当った場合には。 読みさその点の五ぐ下ざヒ、2あ2のdと認 

録しこおく.

(e) ﾡ/え太が型ﾡ測定ざさるなﾡ、 すほわち中次園語ま戸は正 

径と巻天か輸沢ざ、 ま 戸長ご玄測 ご測足ごさろと二ろまごﾡﾡ 

されE ユiue の価の点ざﾡ次装スとレってゅく. ﾡ重ャ1 x

— 69—

の長さはノケフィ ートEニえ乙はほらほい. ャノZ 今の長3お 

よび思囲(ま戸はﾡ径)はピれビ//ﾡ と とﾡに記入 す る。

ャ/ こ分の高さらよび目のﾡさまぞのﾡみは胸ﾡ回ﾡﾡから 

測定し. 4フィ -トヨィニタEmえ 乙地際からの有効長左算出 

する.

桜ﾡ計算 ( Caectatcen f voCmnc)
(7) 距路_(フィート) . (5のﾡ)ニ らは測樹逐から樹砕との量 

全測定点まごの距高(転囲.24ngeゝざろる. ニれらの距認は 

番おにﾡ風し こいる表E 用い こ各品の 匆 / のから求められ 

る. 二の院爲は表の趙苣補面しこ ク/ フィートまど正•追 u 求め 

も.

(8) Kﾡ(イン4)、(との梅). 二れらの通径は、 各ぶざのャ/ 

町ヒヤ2Hの 2ange の読みか ら表 三使っこ求める。三れな表 

の他x 補間して &/イン4まざ正産に来めら.

(9) ﾡさ(フィート)、(7の欄) ごれに直径左測ﾡした点のﾡさ 

ご5のﾡのﾡ刻(2an夕c) こ4*の2ケ2 三ﾡじﾡものごみ 

る。 もしAi。 Eﾡﾡしﾡﾡべ何角ほら、 樹幹上の目のﾡさ二 

対応する点のあさと算値に加昇し、 狩角の2らcの場合は目 

の高さに対応する尽の高さから計算値と引算する. ﾡさはク 

ユィート軍位ご認係す ら。

のの) 横面ﾡ( aacdena2 au.). (8の概) 三れらはとﾡの 

ﾡ径に対応する 断面篋 ご あゑ.

(/)年 (9のﾡ) 二れらは8ﾡに認入された断面ﾡの里ﾡする 

= っのﾡごある。

02) 担の半分 ( /0のﾡ) ニれらは?率に認入された初の タ ど 

ある. ク堀と/2ﾡの数低は. 各丸太の面場の面ﾡのﾡちよ 

び平均に 巨っこいる.

w) 直さの差(//のﾡ) ク編に記入した引続く二っの高さの差 

ごある. 二れらのﾡは 各区分の長 ささ表わす。
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( ﾡ授(/2の堀) 二の梅にはるさ分のボﾡちﾡゝすゃ. = 

は各こみの平均齢面ﾡ く/2ﾡ) にその長さこ (//堀) 互奈 

じこ求める.

レs) ャノみ公の校君内 中央曲面ﾡ(8欄) に長さ (//ﾡ) さ糸 

じz 求める

a) ﾡ質計は乙分桜標の会部の仰ごがる.

(/力 五ﾡヨイ>クのぶが受ずれこし、総校ﾡにはﾡビ彩零が 

いからﾡえ成くてもよい。 しし 測樹ﾡ ご 読ん ﾡ長=初の正径が 

ライーチより番しく大さくて、 しかしとのざ板がわかれる 

ほければ、附録T ご住べるようにフイ：>4 更候のなまご'の余 4 

ﾡ長ささﾡﾡしほければほらほい。
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附録 ▽

途中まで登つた標本木のﾡﾡ計算
( C24c44aなcc df w4～u2 吋 2a2なa84 c&im&ed 22m& Za&) 

標本不の成救高まご登れほい場合、 およ び測ﾡﾡがﾡ 用ごさは 

い場合に ぼ危険が万く 安行ごさるﾡりその本にﾡらほければ万らほ 

い。以下に大感と墜べるう法は、 9g(/?s4) のﾡ文からとった 

そのぞある ・ 三れは登らほい初分の周団とﾡ定 し ほけれ月 らるい 

ために甲いられﾡくﾡつと形状ﾡ去よりﾡ用べ商乳ざのる. しかレ 

形状曲法と同じく ヌ木や他の興状ほ不に用いる と不正ﾡざある。

樹高・ 下都樹冠・上初ﾡ冠まごの高さ.樹冠ﾡ径な測寒し、 「環 

本木測支様式」(ﾡ式Noα)に記入する。 愛に成求高ﾡこ維足しそ 

の高さ 左認録す る・ 核わかれのEめに 政桜 高点 の周囲が?名イ >4 

より大さいときは. ¥の属田ﾡﾡ定しこ認録する. まE地上から樹 

ﾡのぞヨるだ上初まごタフィ ート間ﾡごﾡ画てﾡする.

三らの測来価から次のあ法ごお紙と計算する.

(/) 小数ホッパス表 (硫究初転) から、 岩幹上の各測受点 (丁品 

わラ5.タフイ ート等) の目画に対応する at面須士※み と る, 

(z) 樹高対断面領のゲラフに次とプロ ット る、

(1) 固規測定と行 ほっ だ 5/o.Sフィ ート等の位置の断面ﾡ

(i) 0. 2ラ? 平ﾡフィート (すほわ ち. 個田?名インまには1

径ラメンタに対たする断面横) ま己は瞬ﾡの推ﾡ値が?イ 

ン以上 ふ成お高ぶぞ の国語に対応する 尚面ﾡの とニろご 

推定しE広桜高炉の高さ.

Gi 断面 板が0.とたると二 3の樹ﾡ

(引) 三れらのぶ左ﾡっ乙て成枚高点まざ終さるく。 このとき根元が 

らの最初の点、および多分2番目の点まごどはﾡﾡりの影響だ 

ﾡりの点のﾡ白とはかウﾡれるかししれほいから火覆する。二 

れらの点ﾡ通る祭は、 恋曲するかもしれ房いが、 普通ﾡ線ごあ 

ろ (Fig2)
(②) 送 どれの不の桜後E普通のI /ク フィート区ご計算す 

る・ 登フたど二ろの合ほ分り中央思呂には緊測置を用いる・ ー 

方登らほか っだ部分の 中次曲面ﾡは団上から凝みとり、 区の 

長ささ楽じごお績ﾡ算出する. 三れらのﾡ面績に対応する回画 

は記録しﾡくこよい。

ャ//表

現地での測定通

・号
西 西 

(ン4)

樹 乱 

(フーート)

成お高 

(っ仁ー ト)

こ分長さ 

(フイート)

ﾡ付目田 

(4ン今 ) (平方カート)

/ ユ7 54 48 今 27 43/4

/ク 二3名 224P

/5 / 4 4ユo/

2 2o 2 /ク4

2ダ /? 4/5?
・ 48 夕た 2 2ラタ

(5) しかし 成お高点と最終測定点間向のﾡさ ゲ/タフイ ートを=え 

ほいときは、 二の区分の桜ﾡさ muCan の公式ご計ﾡする. 

あとの /。 フィ ートほについては前と目じごある。 =の場合 

には登らほい初分の中契ﾡ面セグラフから求めほく こもよい.

次に感べるのは、 中まぞしかﾡらほかっ定木のボﾡ算の 

方法の/例ごある. ャ//表に受地ざとら左ﾡ木の突測価とる 

ﾡ団測足点の曲面ﾡと、、そに示してある。 二のグラフE Fra 2 

に示す. おﾡ計質(ﾡ式ルoZ によっz行う)はャ/表2の通

(

山

( ごのめる。

・ャ( z3
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直線回帰の Kocn の椎定法

( Keeru。 イ2イAodC f 2ぴim2aズビrみ &inuea〜 2eg2eddiev )

二受孜间の面隔左進足す否この方広山 m Kaez とJPe 

がラ家し. 4ncevozaxc vxaxoxtccan, Ve2. 4,aユ /95ョ 

2発表しだものざみる. 二、に再ﾡ出来だわはﾡ春ちよびﾡ築若の

好意による ものごのる。

以下端画ﾡに対する球ﾡの町ﾡのあ乙 はめの 例 ご二の 方法さ 説明 

する。戸好 3 (2.2.cおよび"> 参照。

C.づ
西私、 マカ フィート 

A

K4
な

¥2

・

*。

亀
K2導▼ 幕

・ボ.
・ ・ﾡ TT ﾡ * 零 ﾡ澤 *番

・

・

・

・

い・I ON い
尚面ﾡ 平ラ フィト

参お文ﾡ

Gw#H. R.(/夕s4>. 9te fea2 2n^Zgoe2f f2cC ズzce 2Zとn72

ooc ア/と , w/aeuiag Fe2eaty のnズ% Oxford,M.ヨ2 O. O.2 0. ,
C 断frﾡﾡ 平ケフイート

Keen な Pose の方決によ己町ﾡ欲の定 寺順
クI

d 尚面 平ラ フイート
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// 不の標本不のﾡﾡおよ断ﾡﾡは次のようざみった。

X

4分ﾡよ」求めた

Y

# 表

胆 1.

各裸本木のボ領を

曲面ﾡ 
平方フイート ホッパス スィート

戸/夕 3 (2) のよう 

に函示す る。二 の場 

合目盛と調崎し て、442 &.//

◇、2240 ラ、?合 二れらの点によって

② 2 2/ ラ、ク2 示されるIﾡのﾡ御

Q/82 z,34/ が発ミ α5°ヒ ほるよ

◇/74 コ,夕ワ クにする。

、/4夕 3、0で 手順 2

②、/d / 2.2/ 平 均曲面橋 ( え )

久 /zダ /、タク およ び平均桜ﾡ ( ア)

ク、/// ユ/ & 左 計算 し、 平均点

◇、2?/ /ダ ( 无,?)と 十 例 ご 図

②、26引 ク. 32 上に示す. 平均系セ

通るYﾡに平行ほ直

手順 L

ﾡび平均ふ(え,み)とﾡ尽としこ $ラと同じ方法ざBに及 

する点セ通る担練さるく. このﾡ線ぼAまご迷長しこおく.

手順 5

手頃三および4ぞ引いた二ﾡﾡ向の@の二等分練こ引 く.二の 

ﾡ祭は当総(え,み)乙通る. くFa3(d) 

手順 6 :

プロットL 正請面ﾡのﾡ団内にある任意の断司橋に対ふする桜

ﾡさ、 順5ご引いEﾡ繰から読みとる.

Au の方法ご植いた回帰練が、 一ﾡし乙プロットLた点にﾡ 

合していほいと思われるヒさには、 二 の回 隔線を扱 小二乘法ご詁 

ﾡしﾡけれほらほい, く /o4 商参照)

参考ﾡ

K2J、ad Poc, PJ・ (/クタ3 ). Covze4ot。 だoz cc n- mAぞたe- 

・イ4イとCCへ2 -

ク uceペw&なce *2xcccanz. Ve6.4- %2. Aust=3.

様さるい乙、グラフセニつの初分, AおよびPに分ける。

手順 3

平均点(そ,み)さ起ﾡとして、 緑の上下の点の故が培しく彦る 

よさヒし乙Aの初みのxのﾡセ通るﾡ緑とるく (登ﾡﾡ規があれ 

ばよいが、二の今順ぞはどろレても必受とい>わけぞはほい). 

京の数が奇数ほら=のﾡ練はメディアン (中位数) の点と通る. 

ﾡの数が属数の ときは武ﾡは=つのメディアンのﾡのﾡと通るか 

ら、 三れらの二つの点からﾡ線まざの隻ﾡ距険がﾡしく ほるよち 

にﾡと引かほけれはほらほい。 (Fig3(g))。 火友標の盛が独 

立安数の平均値 (そ) ヒ-数した太は、 との桜表が (引)より小ほ 

らAヒ属すると考え、ま 己枚積が(列)より大さければBにﾡする 

とﾡえほければﾡらない.

P -5-
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耐銀W
ﾡ往の向拠木根ﾡの伐根産径からの共定

( D2ズンuu?u2そcz f ひ4ueme f. Puevccc。 cAinning- 子2cm

2Zf。 cicneぞeン。 )

ほ去の高城坂ﾡク認録がみ い林ごは以前の高べご除去され正木の i 
桜ﾡと. 試ﾡ地教のﾡに椎たし ほければﾡ らほい二とがある。 

三の益優は前の商伐木の代ﾡI径と測定し、設ﾡ時の 御位木か 

ら求のたﾡ己周ﾡと伐ﾡﾡ径とのﾡ係と用い乙、 ¥ らのﾡ高風田 

と推定する=ヒによって求められる. 二の»去、資往の商示め 

板に高れがほくこ互径な 十今正ﾡに測ごさ、字三べ根の数が瓦 

住の全回ﾡ木の本坂て表わし z いる とﾡえる十今ほ理由のある とさ 

にのみ甲い るべさざある。

以下記裁例によっこつの方法こﾡ明する=とにする.

外業( F&X wo2た )

() 高似木を似側する前にﾡ往の全同べ木の反内似ﾡ回経た測虐 

し、特別ほ株式 (記試例参照) のB表に、 タイン今互径ﾡにわ 

けこ記録する。あ録すべき各似根江径は、ﾡ大および最小の炭 

内道星力平均値である。

()- 店税木ちべ釈してから、 どれらの皮内ﾡ根査ﾡ左測ﾡし、特 

別ふ様式 のA にﾡ高属亜に対慮させ こ本数と 認入する.

内栄( @Htcc wが2ん )

(引) A表に認入した向木の胸高ﾡ田 (B.H.合) セ伐ﾡ立径に対 

うはてスロットし、 コらのﾡ面る町帰練セ着く (Fa4)

=のN係は置ﾡ通線ごある。 ・

«) B表にちいては. まず者をインチ直経日の枝根数,合計する, 

グラフ (戸94) から、 認録されﾡ各五径に対応する胸活ﾡ野 

左認とる. ¥うしこ二れらの図歴から各根ﾡﾡﾡの面積 

合計 と 旣住の 間伐木の 断面 程合計お上 w*れの平均園ﾡ支 

算する。
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(5) ﾡﾡの劇救木のボ委ほ、現左のﾡお不に遍用しうる クッフ表 

か三はﾡ在の立木に対するぶﾡクラフのいづれかご進足すれ 

ばよい・前に域べ三よ>に(8/、83 および/のs埼)、 周町 

8名インタ以上の本のみが測束ごさる復をもっとあえる. し 

だがっこ、 ﾡﾡのﾡ校木中にS名インま己はセ以下の属盟 

の木が合まれていととﾡ夫される場合には、 ビれらのおﾡと進 

夫する前に、 列計さとっご平前面ﾡおよび平ﾡ周里と計算し 

なければほらない,

※式のC表において、 タリフを用い三場合には、 現狂のﾡ# 

木に対すら タリフの値と/ のﾡに認入する。二の堀には、 画 

画8名インイ以上の灰ﾡの商桜木の平ﾡ風画、ま三ば平ﾡ出面 

横 (B表) に対応する平灯桜ﾡさ認入する。ヨのﾡにﾡ住の向 

お木の合計本ﾡ文認入する。ニれは平おﾡ(2ﾡ) こ周国 

s名 イ ンチ以の友在の高桜木不数 (B本) さ糸じこ求める。

※ 注来 tarifはﾡﾡ周囲のみにひとすく桜本表の一ﾡざ 

tゅriff系の 用法は Forestry Commtssion Forest Record 

No.ヨI に説ﾡされている。

共ﾡ断面ﾡ通祭(経営初印刷済) ヒそがる.

(6) ﾡ往のﾡ求木の本数、 平ﾡ属ﾡおよびお振は、試ﾡ地の*I 

間選ﾡの救値左契する前に「長終皮ま とめ用微」 く様式woの) 

にﾡ銀する。
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アIot WV3? 三ルシフマ / タα ご お 月

ﾡﾡ量径による既往の向代不ガ表の椎
試禁池ﾡ号 w3。 場: Gwydyr

ﾡ ﾡ : コルシカマ 年 月 : /948年5月 ・

A 向木

向木の代根ﾡ径 (イニチ)

Fio4. 株式のAのﾡﾡ値からゅ圧根1怪に対する河似木 
の 胸高風囲の 町
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作業の旅要
ごのﾡ録ごは、 長ﾡのこめに. 画決試ﾡ地ご必要とされる迷の 

板ﾡさ、ﾡするあ法あの説三参照しこ淡明する. ニれは引初に 

今けられる.

() 試験地桜ﾡの際の作業板要

(2) 史全測定の際の※複ﾡ

©) ﾡ測定の豚の※複愛

= れらの各 々 は . ・号づけられこい毛試ﾡ地 と番5のつけられこ 

りほいﾡ ﾡ地ごた翌ほ媒のﾡ遥友示ケEめに、更二細分ざ式 る, 

二の一ﾡﾡごは、 外式と外求の結環ごﾡ全ほしのとするのF欠くご 

とのざさﾡい他の式業の一初さ取扱 う に止める。ニれらにはあと 

ご行ほっ乙もよい当の 微の計ﾡのと に合まれほい。=の一 ﾡ表に 

めげた業は、出奪が正規に行ほわれだ場合ののざあるが、 しか 

し 三の通に行ﾡう泌要は忘い。

1 設定時の作ボの概受

(Q) 番号のついている試験地 . す忘わラななの90%X上が 

824ンタ以上ざあるか、 またはﾡ高が40フィート上ごみ 

る よ うほ式験地 (クﾡ)

外 業

I 試ﾡ地または試験区の救 

ﾡ季する並ﾡ地さ調ﾡし、 正 

曜塚試験地の場さ墜尺する.

2. 試験地返ﾡﾡして、ﾡセ台 

い標柱ご示す ヒ ヒも に、 優数 

水Fペン キざﾡ意さき いz、 

外朝 命 との演研て萌示する。

( /クーノク師)

の他の業

試ﾡ地面名と計する (/8-/9 
ﾡおよびﾡ係X参ﾡ)
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3. まだ行われていﾡいとき 

は、 試験地および外画帯の下 

技( タ22eんa- ) さする。

4. 試ﾡ地ちよび外画帝の向お 

木率登ﾡ行ほつ (コ/)

5. 胸高関西 44 ンチ字三は芝 

れメーの全林不に対レ、 4フ 

4ートライン 今の位置にペ ン 

さごﾡセクゅマ (ユz一今ﾡ)

6. 昭ﾡ周画4インチ以上のす 

べて の主林木に思号さっけろ 

( 二3-5○節)

7、 主林木のﾡ囲測史と掛木銀 

区少と行万 い、林え簿にﾡﾡ 

価と記入する. (ク2一44、46、 

23-50 節>

8. 商桜木の回用測定ヒ樹木銀 

区かと行ふい、 測史価は「両 

函ﾡﾡ用微」 (様式54 ) E 

ﾡ木報はﾡ式引4 に入する. 

どちらの場合にもﾡ入にはﾡ 

の ﾡる と用いる (46および 

s/ 茹)

9. 林乙、ﾡ生および土ﾡを認 

蛍する( gと_5ク 埼)

I0. 枝不の伐杯と測ﾡと行な

う、 点校不の標本とﾡ史する

ﾡ本木のみ と測来する場合には- 

河投木のﾡさﾡめる (5s 

および今4 ﾡ)

料ﾡ解事に飽当ほ木ﾡ監庭すも 

(22商)

ﾡ百ﾡﾡと林況ﾡから「ﾡ囲選 

天用欲」(様式32)にﾡﾡす 

ろ (&ク)

樹木 ﾡこ分主「林又ﾡ」から様 

式ョムに寂ﾡし、 各林冠ﾡ、粋 

級ち よび樹冠級内の主林木およ 

び周救木の /ocみ率さ 計ﾡする 

(a4ﾡ)

合には. ござきればﾡの向伎 

木のベ杯前に代別 し て 測受す 

る=と (タz. s6-59 ﾡ)

立木のﾡ高ﾡﾡ定する (& 

ﾡ)

2 蛍えされ戸樹ﾡ解神木を測 

ﾡす弓 (6ラ海)

日 標本木さ測民する (e9-22 

商)

a 主林木さあだって、 残す子 

定の不が伐ﾡされて い万いか 

まEﾡﾡ木成り残されこい 

ないかビクかさかめる (6 

ﾡ) , .

s 核打ちを何 sろ (4ﾡ)

I6 商ﾡの林ﾡをﾡする 

(引&怖 (=の)).

17 試ﾡ地の表示ﾡ行ほや(z 

飴)

周ﾡ測沢用終」から樹あ選資木

と逆ﾡする ( 8 時)

標本木さ蛍ﾡす弓( 68節)

試ばﾡ地とうる前にデータが完全 

ご正流かっ明察に認録されて い 

る " """ ""

す尽わち弱囲?タイ ン今以上の木 

字たは上層ﾡが 4o フィート

(9) 番号とっけてふい試験地 

が全体の約?。 %以下ぞあるか、 

以下 の試ﾡ地.

外 業

I-5 番易のっいていき試験地 

の場合に同じ ((4)摘)

他の素
番号のついて いる営験地の場合 

同じ.
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6 . 主林木と向代木の顧画左測 

戻し、様式ヲ4の「画田測足 

甲徴」にmの記号ご認入する 

( &2-ﾡ)

7 商木の樹木報みかと行ほ 

い※式ラタに面のﾡ乏る 本数 

と認入す 己(ケ/寄)

8 株況、纏生 土壊と祀地す 

る ( z与 - ラク 節 )

9 代不を似倒しご渕夫する。 

ﾡ伐木のﾡ本を測尺する場合 

には、 ざされば他の向木の 

代探前に伐っるﾡ来しほけれ 

ば忌らほい ( 今ユ. s4 -59ﾡ)

I。 立木の高ち測足する (必 

ﾡ)

II 送ﾡされた樹ﾡ解ﾡ木支測 

決する c 43 節)

・ 試映地の枝打ちセ行ほう 

(ク4怖)

3 商桜後の試ﾡ地の契数さ行 

ク ( ヨム ﾡ o) )

A 試職地の表示坂さる(ラ 

ﾡ)
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2 完全測定の際の浮概受

(o) コれま ごの別定ご番号のつけられていほから左試験地

ざれざれの林ﾡ級、幹報. およ 

び樹ﾡ報内の 百分家セ計算する 

(ラと埼)

標本のみ左測たすると寺さ. 商 

伐不のﾡ出とさめる (s3.su 

部)

樹高解ﾡに当 し た 木 に捱舘す 

っ ( どっ姉)

樹高 測ﾡ不の柚出比ときめる 

( 2ヶ 埼 )

外 業

・ 試験地および外語滞る向べ 

木さ相ﾡす引 (=/ ﾡ)

s み番場合は、胸石常とﾡ 

の標織セ塗り ﾡす.(=6.ラ/i)

3 胸高暦団2イ>今少または 

れ以上の全主林木に番琴= つ 

ける( =8-30怖)

u 主林木の困囲利定と樹木板 

心分も行方 い、林ﾡ寿にﾡ録 

する (4z-4.4&・49一5マ)

s 商べ不の週ﾡ測尼と樹木殺 

区かな行ふ い、 測史値セ「周 

ﾡﾡ天 甲«」(株式さ2)ヒ、 

ま三掛木報みかE株式 ラムE 

入す る. どちらの場合にも

話ﾡm さ甲いる(4 んダ/ 新>

6 林死とき救 し・ 前田登以 

産の極生変化およ び愛ﾡ活、 

ﾡﾡ盾のﾡさ の求火と様式2 

g 口契録する、

の 業

居野三「林ﾡ」から「周囲測 

天用終」 (#式 s4 ) にﾡﾡす 

る ( ◇7姉)

樹木報区今こ「林況藩」から様 

式=Aにﾡ認し. る株冠帳- 幹 

報. 樹冠報内の主林本および向 

ド木の百分率士汁」する (g2埼)

試験地ﾡ去る前にー タがﾡ全 

ご正薦かっﾡﾡに記録さ れてい 

るかどうかとﾡめる (ク8協)

ク 向似木と代採し測足と行尽

»・ 周似木の標本と測定す号 

場Aには、 ざされば地の商A

承本 のみと渕足する場合には向 

ベ木の地出比と決夫する c$.タク 

節)

=れま ごに樹ﾡ解林べ行ﾡわれ 

こいﾡいとさは、 函当ほ部ﾡ木 

と送ﾡす る (どつﾡ)

%25ef%25bc%2588s3.su
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木の代浜前に=れらと 伐例 し 

て測する ( sっ.よと_よみﾡ)
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樹ﾡ測資示と 画距測ﾡ用ﾡから 

送ﾡす る( イム 曲)

$ 木の樹高を測来する 

(e4埼)

? =れまざの測束ご樹ﾡ解が 

が 行なわれ 乙いほいとさ、 

送ばれ た解ﾡ本の 測ﾡ=行で 

う(43師ゝ

/。 標本木左期良する (49-2z 
斷)

〃 主林木こみたつこ、 夜す予 

ﾡの本がべ深されこ い ば いマ、 

またﾡべ木がり残され乙 い 

ﾡ い か ど»かさ 確め き(み埼)

/ 枝ちさ行ほや ( ク4 飾)

" 商般後の林没ﾡ認墜する.

4 込専専協合は試験地の表示 

板ち 塗り 直す (52部)

老および外囲林の託号の述 I) I 

かえと行ほろ (=ム./商)

3 周囲4イ ンチ水上に 広がし 

乙ざた木に番ﾡ左っヤる (sニ

ﾡ)
u 主林木およの向ﾡ木選頭 ! 

ﾡ定 と樹木値匹分玄 行ない、

「林え」口測足ﾡさﾡす 

る ( ユーα44. &ク. 48-$。 ﾡ)

標本木と選天する ( 68 協)

三 れ の木のﾡ接木との相対的 

位通セ「本ﾡ寿 j の期用悯匚能 

録する (シ= 怖)

ﾡ画こ「林ﾡ選」から「ﾡ謡ﾡ 

夫用故」(ボ式5αゝに忍祀す 

a.( ◇7ﾡ)

樹木級みかヨ「林えﾡ」か様 

式ョ4にﾡ認し. 各林足報、幹 

銀おちよびﾡ冠線内の主本木 と向 

代木の吾み虫セ計算する(な4ﾡ)

試験地セ去るﾡにデー タが完全 

ざ、 正確かつ明際に記録されて 

いるか どっかと 確め る . (クと 断)

(4) 以前の測足ご番号がっけられてい る試験地

外 様

' 試験地および外田林ご向似 

太ﾡ梅ﾡする (=ノ節)

z ﾡ寧ほ場合は、 岡ﾡ帝、番

光の他の業

今 林え左記救し、 前図 の 測定 

以後のﾡ生央化、 惑系層、越 

極燈のﾡさの変化と様式2夕 i 

こ認入す (=な節)

4 商べ不セべ探し渕たさ行

う. 向べ木の概本士測史すべ

場合に、ほる べく 他の 面 

似木の以杯前に二れらと伐側 

Lて測来する ( $4-49 飾)

ク 立木の樹高左選受する(e

節)

8 ﾡ高解がﾡ去の測足ご行

様本の み左測案する場合には、 

「週語測長甲終」 から向似木の

杯不を迷ﾡする (s3+ 昨) 

こぷでにﾡ高 所杯が行 われて 

いないとさは. 当な 解ﾡ 木 s 

ﾡ寒 する (4スﾡ)

「原H測定用ﾡ」から樹高測定 

木セﾡﾡする ( 22 姉)
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おわれ乙い存いとさは、 送ば 

れたﾡﾡ木 の測庭さ行ほつ 

( <引ﾡ)

? 標本太と測戻する(6夕-ク2 

埼)

/。 主林本てみ正って、みす手 

ﾡの木がベ杯されていほいか 

ま た 向伐木が代 りﾡされてい 

ほ いか ビか左確める、(ク4節)

〃 枝灯 左行なう («埼)

2 ﾡ根後の林況ﾡ認する.

6 型喙な場合は武験地の袤示 

ﾡて途り五す (3締)

(3) 中向測定の際の業概要
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ﾡ本木ご送ﾡす乏 ( cみ)

る ( タタ 断)

4 商伐木の岩木報こ分て行 

い. 様式引夕にﾡの記引ぞ認 

録す る (ケ/ﾡ〕

- 林ﾡﾡ記ﾡし、 前画のﾡ案 

以後のﾡ生の受止、寤 東屈. 

話都暦のさ の受化て 杯式2 

gに託入する (aﾡ)

合林冠領、ﾡ帳および岩冠後内 

百み率と算する ( e2 ﾡ)

試殊地さ 直ぷ 前 に データ が兒全 

ざ、 正ﾡかつ明際に 録さ れ て 

いるかど之かセ確かめる ( ク6 

ﾡ)

(Q) 三れまごの型定ご番号のつけられていかっ た試験地

外 業

/ 試験地およ ひ、外異林て、向伐 

木を相犬すき ( コパ 節)

= 必尊笈場合は、ﾡ高略およ 

外 ﾡ本の 祀考 を途りﾡす.

( コと・ラ/ 姉)

3 ﾡ林木および同べ木の周ﾡ 

と測夫 し、様式ミタの「開画 

測来用欲」にの認写ご記録

他の業

6 岡べ木と似採して判実する. 

同版木の探率*測定 すべ さ と 

さは、 ざさきだけ他の町 伐示 

の求杯加にピ ら=伐例し こ 

刃束三行ほや (全. 字4-よッﾡ )

? 木 ク掛高 ﾡ刈定する (& 

時)

=れまごの測足ご樹高解茶 

が行万われこ いﾡいとさは. 

出れだﾡﾡ木と測庭す ・ 

(23商)

2 枝打ち=行忌つ (ク4 ﾡ) 

風枝復の林をさ恶主すN

(引3埼 (

〃 署な場合は試熟地表示板 

の塗リﾡしと行忘う パs4 姉)

禄本のみと測夫する 場合にほ、 

间桎ホの抽出比*决定すゑ<先 

s«埼)

三れまごにﾡ高解ﾡが行ほわれ 

こいほいとさは、 ﾡ当忌ﾡﾡ* 

こ史すっ (と-ﾡ)

樹ﾡ測ﾡ木のﾡ出比さ決する 

( とs節)

試、験地き 去る 前に. データが
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全ぞ. 正ﾡかつ明ﾡに認録され 

こいるかどうか三確める .(クと持)

(夕)

/ 試験地および外団林さ商ﾡ 

木を相ﾡする (=/締)

コ 必妥ほ場合はﾡ高常、番琴 

および外西林の契号こ塗 ﾡ 

す ( ニタ・ラノﾡ)

3 とイ>子以上の周ﾡ商にﾡ 

ﾡしzき注水 に番号 こフゅろ 

(流)

4 全林木(主林木および向桜 

木) の周亜ﾡ測尽し、 商似木 

の樹木報区みみ左行ほつ。 族 

向1べ②の系列ざは主林木の C 

かるも行ろ. (α/ 42-22.

44. 今み. P 節)

今 林ﾡをﾡし、油画の測足 

後のﾡ生 の安化およびﾡﾡ 

ﾡ・ ﾡﾡ層の月さの央化ﾡ様 

式っム に認入する. (号a ﾡ)

二れまごの測足ご番 考 がつけられている試ﾡ地

三 れ やの不のﾡ棒木 との相対的 

位近と林えﾡのﾡ汚ﾡにﾡ入す 

ラ (海)

各本ﾡ報. ﾡ線および樹ﾡ級内 

の吾ふ率な計する (aﾡ)

ク 逆当と忌われるビきは、 立 

木のﾡ高を測えする ( cc ﾡ)

e 二 れまご'の 測定ど尉高解抑 

が行ほわれて いほいとさ送 

ばれた解ﾡ木友測声す3 (e3 

ﾡ)

? 枝ちる行ならくク2ﾡ>

ル 御べ後の林之左ご述する

( マ3節 (つ)

// 受み場合にほ試ﾡ地"表

示 板玄卷 り 直す (54帝)
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立木の畫商K測定する埸3U は 

「画西測た同然」から樹高測ﾡ 

木セ監ﾡする (4, 節(4).4& 締)

試除地と去る前に、 データが夫 

Aさ、 正確かつﾡﾡにﾡ録さ 

乙いるか ど か を確め 多(&寄)

今 向不と倒し、 測尺を行 

同◇. 標ホネと測尺すべさ湯 

合にほ、なろべく他の商検木 

の段探前に二れ らセ 般例レて 

測定と行ほう (夂"ーQ節)

標本示のみの 測尺を行ほうヒ寺 

は、「周町測ﾡ甲ﾡ」から向は 

木の標本とﾡする (s3一今姉) 

=れ まぞのﾡで掛高解*が行 

なわれていほいときは、ﾡ当ほ 

解ﾡ木左整する ( とユ節ゝ
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附録ス 

記封例

( uoM/o2d 2乙Qm&e Pem oamP4e ○どoぞ +どed >

塗室 =のW録のて、 様式中のﾡさ受の承ﾡと4っと予 

こﾡ入す毛のに甲い戸坂合には、 ひヒの浜目セ削ﾡして 

( 〕ざ示す。

以下 にぼべる=つ の例は、 百定試験地のﾡ録からとつだそ のご 

る. 二れらの記録必琴ほ場合には、新し いﾡ法ご目計」しこァ 

二の耐録に は ・ またﾡﾡ求況と 認較す ための特別弓様式例礼あ 

乙ある (F;8//のあと。 賞灰 4ク 師參原)

二 の 耐録の A にあげた沟/の 側(戸雄 今以下) は、 /zza 年 に 

Gwgzz Foucaて の A42e。 aaewua。 ( 米モミ) 林ク に数夫さ れ 

愛一ﾡﾡ試験地に戻すあそのざある。二の試ﾡ地ごは ノク今/に 

中血選ﾡが 行ほわれ. ノ タムM に上全選が ・まだ/ クッ 年 にに 日 

= ﾡ の回型定が 行忘われ戸。 話ﾡののは次の原青にﾡってハ

ムへ2頁 : 二れらの株式はﾡﾡ回ﾡ試映地の設時にﾡ徳す

2～2互 : 契際のデータにほ、 ノ子ダ/年およびノク今4年の選 

価が合まれ乙いﾡいけれども、=れは引続くﾡﾡの度さ 

に試験地のﾡ明互認家す る.

22～2頁 : 林ﾡ癖ごみる.

2～32K : /?23年に試験地左教ﾡしだとさの見全測定に因 

る方玄ど、ニのとさには、 標本木とﾡﾡレとﾡ似木のボ 

と求めた.

aと3&直 : ノタケク年に行なわれた中ﾡ測ﾡに対すろﾡ法どB 

二の時は. 主 林木 の 樹商 は測定レなかった.

ユ2風 : との日まての すべ z の 測定值の最終的な取まに む 

ある. ミれにはﾡ定前に般探されたﾡ似木と風に不おﾡ 

救力法を あわせこ示して ある。

二の様古は各国ﾡ試験地のフ ァィ ルに保修し乙 おく順ﾡに列1 

またる頁のﾡ上初に は方※老 g運す る製明の恐ﾡとい てお、

たっ

ヤニの例引< ﾡ降)は ﾡメZcf"がある湯合のﾡ桜木測ﾡ 

権の 記載 方 求运 示 しﾡものごある。 =れは特に玄ま掛に必甲ざさョ 

tのご、 側はカシの回試ﾡ地のそのち用いた。 板糸救の週点値お 

よび救領計耳け、=の例に示しﾡよやにボ式44 の 備看 樹に 記録し 

てそよくまた芝の 方 が 便利 ほら別欲にﾡしてそよい. 今?節ご 

べこよっに、 核条救の測定は玄ﾡ樹にあれる。玄ﾡ料の巨資式映 

地の標本木ほ様式4 にあ録すろ ・ 方法ほ枝余桜を定しほいこヒセ 

ﾡけ向代木の場合ヒ戸じご巧る。
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契ﾡﾡA: ャI頁------------------------------- ー ・ -------------- ---------------- ** ・ ・* *--* * *--***→
ﾡ質g ・定永験地 No. w.sg 様式No.I

き地測章初 図面番易 INo.NwPP&Edtontio? 認ん名 PM
» " 6" No、Conaonx w 検認 ブN.ゴR.

才2ﾡ認ﾡ例A:

様式No.I
位置図 国天試験地 N9. 9 隊名合 ユNRJ
団ﾡ番号I"No. 検町

・ 6" Mo.

ﾡ尺 Icm:2o リンク.

Fia.ラ. 契鉱幻A :オ資 

<ユク節參照)

Fig. 6. 認ﾡ例A ・. オ頁 
( なﾡ参照)
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較例A ョ頁
-99一

認載例A: ヤ4頁 (ssﾡ参照)

様 式 NO、ユ2、

試験地番容・

樹 ﾡ : 

林のや称 :

定

W. 三さ

米モミ (A8i。 a2anuo)

資 料

日付およの"改衣名
/夕3 年お月 N.R、丁

女BCxABXoらL 90
/4 ※ /ケ* /

全pC xAD* a as°
ノ55の ニーカー

三 6</ *Z5子 X Q29 /4シイ ーー
み、so/ エーカー

画循= をAア*AD*&字/°

今2、ダXケタX 保9タ98
チァC*BC* a 40

二 P、/6/宮 ニークー

b X 248 X 099 クら 三 ②/Sごークー

2 o/ エークー

Gwdと
林ﾡ名

Fig.7、 字ﾡ例A、ャョ孫
( ﾡ式I の 表面>

( ル商およ びW録又会照 )

植 夜前の植生 : 録ほし

毋財爵号 または獲孑の亜也 :認銀たし

樹赦う法 : フるはレ (mattoc)
Aおよび大ささ : ﾡ録みし

ﾡﾡの年: a用ざさす

補ﾡの#細 : 矢行せず

下技打 の年月: ノタ5
商 した年 およの除去 されだ コーカー当リ桜が :

液感 (風、動物. 収、菌 等の単) : 月

備 あ

(不明) 

ﾡ表年

天べ受新

苫畑ﾡ

Rニク 6x&フィート

: 用す

/ラ4クー ヲ今2 ホッパスフィ ト
(エークー当ッ s0ホ
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記例A: オ与頁 <34 海(ハーシ切会照)

様式 No. 2& 
設定 について 力 ﾡ載

試験地番寄、 Wsa 百付:/スと3年3月

/ 樹律: 米モミ z.面 額: 2ヨ20エーカー

ラ. : 合wr森林 クタ林ﾡ /クe-4

三の試験地は Mineysﾡ- Fetwsーソy-Ceud両 / マイル、 

Swtuow のﾡかシ/んマイルー 三ﾡつ三 し&awy l左ﾡにある.

4 有看および有考ﾡた内宮ﾡ者の佳m.: 林ﾡで員公,NorthIvales営#ﾡ

5 試ﾡ地の目的およイ用すべや取枢い方法の詳細 :A少ic。 guc の系 

アっびに炭長量 の資料 上 得る じと むニ、ニク谷の地の米因 光面初産樹ﾡ 

の試験地ヒの比較を 疗ほう。 何灰は /pビし.ニれに継くする.

6 測たおよび向べのﾡﾡ :三年

ク 海城高 : ニケクフィート

a 相対的ﾡﾡ : Conway)lの谷(今2マィート)がﾡ束2マイルにある・

タ ク : S

/e ﾡ歌の状ﾡ : *ﾡ出

〃 A斜 : /o: 不規則

2 試珠地内の地形 : 小さいﾡが々に発出してい引.

パ 地区: オルドジィス名 バラおよびカラドック統,

受保 : 年平均水登42-20イン4 (/0マイル:/イン今ﾡ番図ニリ)

ノ6 ャ/田測ﾡ時の林令および芝の査ﾡ法 : 二2年、祝録 RZク、年輪 

数に上り確認.

6 沖/回測定の単月 : /タグ3年み月

ク 主林木の番づけ : 番号づけ絵コ

g ﾡ資方法 : 完全測ﾡ, 採本木につい乙 ﾡﾡ高ﾡ、李ご登っ.

記載 制 為：力ら頁 (ズ曲レガー2/)悪殿) 

様式 24 o 裏面

/夕 地京ﾡ生 : NIL. 極め乙昼々ﾡ木ボハカシおよ粧木られる. 

コク 林え (立水ﾡ.今栃武.林冠、枝の状ﾡ.ﾡ形.ﾡﾡおよの樹 

の-様性、被区まだは病き、). 今回の商伐の前=は.ノクα7年

・に 行でっ三 爺 田の 店 によも 株ﾡ の疎岡 べ完全には 肉銭 しz いほ 

かった. ﾡべ後は."ﾡれポの株によって生じたが少し死る外は 

本数ﾡ完会が、今桁は即ﾡしほった。林ﾡは愛少不則で 

a4 - ククて、カるポ、. 犬 ホ卷曲二前鎖  寸グーザビあョ, 樹駐は意く・ 

幹係の % に定しこいるが. ﾡ天によるから八液圧は当ゝ巻し 

くほい. 我は戀か及く. 枝のほくほる 6-クフィートク高さまご続い 

こ生えている. ﾡ型非齢に」く .ﾡかに少ﾡの号歯水べあるデ 

けご、ヌ不はんどい. 二の試除地は同画長、樹ら政系ヒ 

る一様ごある、新年の伸表ほ、平均 1.Z 异 3-厶 フィートごき. 

波宅 ま戸は病宅のﾡ候は全然い.

コ 第売: 二れご二ﾡ地ごは自然根の生すﾡ願何べめ 

っ之。

優野水の 面 隔 力 規則的 である.

J、N.R.J、 

/タ48年3月
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宛 解 匆 A:?系(5ﾡ()- (バ)メへ R. >
ﾡ烈& っい ての祝 # ゲなル。2く*

azみc。 »., L e ： .. ...... j

2、 a付おょびﾡ食名 ......

3 . え木 令 .........................

4. 回 数 ()向A ……
()引受 ……

合 ・ ﾡ岡 し//& ...............

4. ﾡ系通用すべゝﾡ以"ﾡ

?・ ﾡﾡしﾡ 网极 およ び烈ﾡの期 日 ..

* • 番号づけ2行2ﾡキ ........

? ・ 烈え、方宏 ....................

み・DE E 三.H ? E. a
2<年

3
フ

%
%

ノ?$c
/ク28

中向ﾡ尺

2 8年

シ% 

%

/$イxwパ?

L 会科iﾡ 
ポ.キ示の*A 
あ品ふそ役る

ダ

中 ( ﾡ 対

日 がお+ E6f 名 

ク/?タバ D.E.E, 
s E.H. 

クッタ 7 E. H. ...

シs4 E. H.
?47 E. H.

/o・ Aﾡおょ び士 のボ系

・ク ・ ・年メ条安化なし

タ化なし

試ﾡﾡ契尽系ﾡ化/ し

〜・ 比長極生

な C
な t
な し

法ん 米るは ユ4であるが、 際I2cのと ﾡいご

シ/。 つv ては附ﾡ2兄よ

記本!A:オ点 くう8ﾡ(/ス)一 (3う教点)
(ﾡ式 &のﾡ湿)

日付おキマs会る 

か"/ D.EE

ダタ$2 E ・ H.

りクs7 E. H ・

ノス・似帆およ び向代ねの本え

&えほ十かで。かﾡ状ﾡは不ﾡいでる。掛径は式杯て米が. 

3～4ラ4 ートおゝK規叫正しく根なﾡ生し. 林冠ほ後间しっ 、秒 

2.本径はよ て◇ク$ﾡ太され/が*. mよってはまざ 

十かではい. Fうﾡい木2ﾡ代しRみごの安岡か々にみる。PF 
ﾡでみ るか.さ干のホ ottm ば. 故 と核の 网 g 上 K 网 ろ 条よポ 

のがらる ・ ごれゥほ告まPは平百のれかょ って生じたもの 

でみろう.

T前2.2 で みっ/本せが、久回の回で27 g まで承商.しR ・ 
孫るは 大体一様 て8る w. 大径 木の楽ボ r条ヨ るぬ向がP る ・ 村 

冠は大=くﾡ空は.かっ通五で北布えでみる. 米打としさ 

かった木では. 下桜打る行う命こもで究して状かている. ﾡ太 

3年向この林ハ上脅高に/ム マィ - 卜高くなった・糸地Gr 
Armillar;a mellea の失郡官かみれるか、べ木の代ﾡにば 

風拓の紙底がない. 引 ・i:+ek工 る無校のぬ発生

内代問の林ほ iはo? でらった 今回の向&よ っ て ◇.2R向本さ 

れ. /$4年の風告で&た大木のみとか穴なっている ・

最 げク教 0 植网か秋容 N 女け 去・ 細ﾡべR千®れ <?)rよ 

るか寂ってい る ・ ArmillaYia melleata べ存及し ている- A& 
木の/ホだけついているかそのの太に彩ﾡ2受けい うﾡ 

スる・

日付場よび図べる

/ D.E.E.
/シs* E. H.

/シバS& E. H.

ル？" E. H.

/3.偽 考

エーカ -ちり的/3○ホ2迎んで3クフィ - 卜の高さで枚打2っ.

制 ょ る各2 P ぐめ調をﾡの式な のもと 御役2行Gっ た. 

この試糸地 ・W33,3s. ブの岡交と行なう ノ$4年込私2な 

う こと◆ ・:
・

最並の最吸のあY糸Z行はっスと コ ろ、試求ﾡ囚の長大の木 

か30フィ- 卜のX2スかゆ才れマいた. この木工技倒して測戏智•っ f.
ごの向似受では側依とれえ少れなし、消ﾡ=わ土場かられ: 

ﾡ釈っR土なﾡ岡冊ﾡ-くそいる.
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多 り 例 A :オ//系
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(今ダ$". 8Eおよひﾡよ. み6、8ふ. P○部念ぶ、)

乙. 或イ」A: オ2ス

向代木

株

( 用

の 划
ネ

A I )

様、ゐ、2a

回え燃ﾡ地番引 W.;P 日 目: /pのP年 P 点 氏でさ : Q.L.
ﾡ ﾡ: 4 良2 quxnc。 お ﾡ者: P.M.

(当す) 
却由項 

/ペか空ウドン) 
・た平カブィートノ

府5ﾡ回

(インタ) (7ィー ト

炭#高"T. ん"
そ T; .H. 
ての点8田 
(インや)

女 T;. H.
モノ城y«3 付ﾡﾡ

CH) 今ざ千

・ママャママ 「 ■―

ﾡ るC.9.
三宅太(イン4)(フイト〕

、>ョe 23 se ss o フ2女 コ 3 ユニ o "
P イ3ゴダ

パ / m /e 22ビ

・ / ノ/ ,3 3 /o 今士 キ e ・/

シ ノ ノノ女 、タ/ 4P全 ・今 244
•ノ" o 44 S /2 o ・P クク <?

/e フキ / 7 3
ダ ノフ / /◇2 P 、/ 24

・ cど3 /コ 4o / // 2e2 <ee
・/P/ ス/ zP ラ/ /o ユ。会 全 P <4

/P <会 今

// /a女 /2 ・ 2s ・ <P 53&
・oク3 /o s S e / ○ ・2ピ ・
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*/% /P 44 o o ・ク 4 ペタ ノ〃

/o キ メ 4 e ・/
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• /o 2コ 4 3o /2 3 T >全 z.o/ P c.9.

/o /P / ク "/ <コs
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求例 A: オ2ラﾡ

(ﾡ式 . v4 .用(I) の本a )

(ダtえうFてャウ

(イン) (フィート)

成材命J;&w 
とこやC フィ-卜

女TtH.
(イン)

女T. H. 区付太イ

("つ) (7どモ)
M 考,24かぞ、

・がたやフィ・

て"広F項
(イン今)

・ ユ ク/ 44 J /e コ“ ュ, スe コ3o
/e "仝 "6 イe

ス 3会 22 ・ s2ビ

•/N ・ ・ ク so マニ /2 人“ ヘ

/e ・パ ・s
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・ eく 3 / «/ ノ •アF 2
・ /。 a 会 クタ ア /2 会 ・ 44 ・/ c.3.

ノラ 〜み 4 ハフニ 22
・ユタ2 s 会 sラ ・ /e 2 2P 2 c. 9.

/2 =。全 e/ パパ ﾡを生

/ア 442 < 二2
o女 ss ? "女 / o ・23 2 c.s.

/P 3 /o フ イ* < <

/ s イユ 24 ィ32 e ﾡれ

・2ク? 2 ユ$ /e /グ ・パ ・P
* ノ2 4 4夕 、ル 22<

oP4 ノ/ ユコ /P 火 パ* ・ ・プパ

ノ ノコ ノ会 ・ズ e ・4 422
・ノ/ $o 3 /2 4 * < <eゲ a道生

/2 ・パ •胫

ノ2 /二 ノ ・s a2< 二

・ 230 ユ3 4 3 /o コ会 "去 -o 2。/ e. s.
/2 会 ハク

ダ ・ /e e会 ィク イフ 222
・es3 / / ノ ク 6 /q 全 /ユ 二 •丝 .
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こﾡA: オ2久負

・
ﾡ、式 パo. / &

ﾡ/メ木の測 さ

※ 本

(用的I)

回ﾡﾡ験名y w.a

治 俊 : A4tc。 maie 昭べる: R. L.

日 付:/2vP"月 検算者:P. M.

(はよ番3)
勝画ﾡ,4今日かめ 
た秒ィート

・ バ//

・ oP/

・ ○3P
・ 3/4

・ インク)

/4

ク

何 a
( フイー ト

e

s

2
Sコ

減 高

ん4イ
( フィート)

ル

4 o
4

グ

2 /P
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/P 
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での沢へ耳団
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イタ

々

会
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ノノ
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ココf
会

パ 4

女T;.H 
ての広六8同
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4
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/

攻片お
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e
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・ュ

・ニ

ユ2e
ヘッP
・" 2
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・2P
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2
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>.e/
イy
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備 考 

_________

f
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------

eTI
グ,46*"e.J$m代木林欲合- j, ク扌0 三 2○ク・ュノ 付ホ"バスフ4 - 卜

向似木の本 =ク2
皮付本承合 =-◇クユノ ホッパスフィ - ト

*|* キ =%

出品横合 =/e.sr4 平ろフィー ト

平胸断ﾡﾡ =〜,/ユク カフィ-卜 

平拓m 四 =クイン今

こ ﾡ例 A: 2$ ﾡ (62,43 今ド、

ﾡ、式 く.s
標本木の ﾡ ・高 解

ﾡ史ふ企比地る w.ss * ﾡ:
舟 ベ 8:R、L・ 松貝 力：

Aょこ.s t anucじie 
9、ペ. D.

日 d :

ﾡ点ホ鈴る o.A............... 問 田 (インケ) . ユ

a a ....。 ・ ル .. 2 s2.. o.. ... eP... s........
年 軸 致 . g .. a.... /6 ... . /コ...  P . 6. .ふ.. ... e ....

令 .. o と ヶ .. . /e .... .. ... . ・ ニス ...

ﾡの長ゝくイン4) •

ﾡ本木合5 /. 8 (ﾡ*$52zゝ *1 ・ cケ) ム ....

ﾡ 品 .... e ..... ・ ...... % . 2 .... a . ...o .... w ..
年熱& ... 22 .. .. バs .. .> ク. .. < .... 3 . o
年 令 .... e ..« . ク /。 . .c ..  タ . ニコ

頂 笏 め 表さくイ) ...

・

米朴木d5 %. c ........... A 町 (4〜分) 4 ......

掛 高 ...  e ....  ? ..... /4 . ...コ"... 2 ・ "e 4P ss ....
ヰ 騎 敦 ... 2.. .... ノラ ...…・ ....く s . ...。 ....

年 令 .. e.......< ... 2.. // x ../マ. .イx .ユス....

ﾡの長こ (インケ)

ﾡ本木曲5
ﾡ 高

年 熱救

年 令

ﾡﾡの及さ (インタ)
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$るお4]A: アダ 1

(8, 22 ?別およ
ﾡ、式 く

てx/今よ, /eど 、、

枚スﾡﾡ

. (ﾡ式 I)
逆え析ﾡ名 M.88 日 付:/Pク88月

例 A: オ2ア
様 式w。ム

本« 舞

(用故IT)
函え式ﾡる :W.s8 日 付 : /夕"P年8月
話 合 名:p、M. 検許て :J.M.R.J.

% \ 名:P.M. 校許者:、.R..

(4ン今)
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ネ «

斷車版
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・電納
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じ・2>
子 用
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てう例 A:オ22系

W. 58 A』o ノア? . み

bTﾡ積(平うろフィ-卜 Q、 G

Fa れ そ 総刷 A: 2 A 夕3ﾡみ照、フ

P.M・ 
コ、M・R.ゴ

そG。何A:才2?ﾡ

・/ ・2 ・ ・ ・
ﾡ1ﾡ積( るフィー ・Q.Gr

日 ﾡ戦例A:ォ29典C ル御 およのR4。Y 今ペ・"・パ・
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— 135 —
こうく 例 A:方 ミノﾡ (り 節. F一ﾡ )

水式%.54

( 甲供I
試』4引 W.3? 五 : ,52oエ-カー / : Grya
岩 俊 : Aktu anム: 日 付 : バタフ 年 /月 7:ﾡﾡ
ﾡKる : E.H. 検期 : D.K.
召町岡
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2 左

バフ 女

7ァ 会 P • 222
7 ての. 7クス •("ツ

«〃ク)
/ ユ

/
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■ 載例 A : オ 2 系

才 式

周 四 測 条用*
( ﾡ 然 ロ )

: wa, 横 : ○.sコeエーカー : 6wron
• A とu ペn4i2 日 付 : クケ7 年/月

3 ノ 
クS林ﾡ

合名 : E.H. ね 拓 老 : D..
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認るﾡ」A:オョsﾡ

(お・ 8-8ﾡおよ ひ"み-8?, 2o(a) 今R、
記 威 例 A:キョグチ
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T伐木 の ﾡ 定
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(イyク) (スートン

( T.
c フィ

高 H.) 
- b

»
*Ti.H.てo
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記こ1例】A: ナジどﾡ

(株式& F会(I)の表面>
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認る#例A:オョクﾡ

救地ﾡﾡ : W.;2

商代木
( 用

の 測 ﾡ 

工 )
採犬校3t

: Aよc mando ﾡ食る: D.K.
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/ク 冬

/
se 会 
ク

ユ* 
二/ 
"会
3
/会

一

/つ 会

s4s 
二s 
230
/&
<PP 二

/〃
/ e

ダ 
e

ヘタ/

つ,o
-e/ 

タノ
ハ/
・4 e二
ラ/

5e
ハタ/
〜P

S 2$4
ハ“

バ
〜・コ $2



-142-

こず例〕A: s烈

(様式4 ﾡも(rの安司

対*も5
(イン今)

* ﾡ

(zート)

税お高
(T. H.>

C ィ - 卜)

女Ti.H.ての 
※ 岡 ・ 

くイン)

会Ti.Hての 
R別四 

(イ>や

火付*

(ホ・ル、ズフィート)

賞内おが 

(7ざ8

/< o 〃 <ク < /2 "告

ノノ ✓X ハ

" ク / ・

/ス // 名 ・xx ee
ルコ 2 /◇ / 、P

P / P eグ

/4S ココ < <P /2 コバ4 q"
/ /夕 ヘペク

/o ク 今 /・3ゴ

夕 s そ 1 e e24 ___
向必木木ﾡ = ユ/

ﾡ代林が合計 三 /貸コ・うoホッハクスフィート 

当行面ﾡ合t = s.4ラ4 平 办 フイート $. ]

平断町糸 = e.-44 平方 フィー トみ. ?. 

平 均 万 四 ニ zsイン

-143一

o・
; ・
* ﾡ
8 *

、 ■•・- H
ミ ・ c ョ

• ェ ・: c ai. S
コ 

ゞ u : c 当1 円 ・
XxE u | 

」
Eマw s ・ ・ 

や S ゼ
生旦出」E 2 \ \ 「 こ
・ ギイ； 1 1 • € ゴ
・in ・ t% \

S
' ゴ ゴ コ1 I1 一-ば w 

q 岂__翌 返
ミ
"

ホs- 
る

ミ ゴ コ4 i：L... *e・ 話a
G, 
3

ヽ
S 孝

ゴ コ
G)kS乳 mn

• ・ < H-ホ-ロ= ら お \ 」_
二2' H a * 

単ニド-セニ a 3 w 
ミ 1 コ

e
一 'r ・函 ・ミ

a • ST 吋 こ ヽ < !、 「s ゴ コ1. 回

・ 1 * ¥
」......

・ \
卜 S こ ・ 

ヽ；

-

H 旧 契ビ#S で\ --L ロ
一 *w*S - * - ・マ

TT
抬 ...一. 」__L *____

ミ

m
¥ (ャ)ボS ¥こ・ 1 | H-F-ヤ= & デ

ロH------- -Q ・小 ・N I レ

卜 □ F

マ

一

ヽ 呼 B
_・ _ • 1■

\I
Wごi w 
西に

「5uSす。
ト Hードーチ= V,

*

_  _ 一 m,.コ----- --区 --
加 、I.,

J ハ
に5 G 1 ・ 般続 3 G 2で ; 1 m

: ぶ Sa ヨ
1 当 3> 二 三

; シ!
S」

----- 1ネ 1 "[・4es E
ェ 3 S 胃

寸 卄
1 丄

迎

・ EE - 

一Lー・ニ S」
送 ミ □

・3」上疝
H-P-W一Y* 2 開 3 1 ミ; II

ジ

以 _

マ
*

ゴ
コ 1 丄:

4+・/ ミ ミ 1 1
T -- 「」



-144-

るﾡ ﾡ B:(s6- $NおよびッS - Pフ, o布鉄パ、

ﾡ 友c. 4 t
以木"烈定

改求る3 :E.9/ 場程:カシ(o.ム) n&-べ名:A.B.

日』: ノレ9キノ月 株所右 : o.c.

ﾡ 木

も s

岡 あ

A @ 

(ン

は る

(ィ-卜ゝ

ベ林ﾡ

( T H.)

・フィート>

さmi.t.

・イン介)

ヨ ri. H.
て・ 力 
送 内 
月 tg

・イ) c2:8

皮内林が

-5

枚 糸メ*
〔 G ろ ) 1

* ミ

(フィート

腐 信

(イン)

a 

林が
P

2

加工.

ラ

o

ル

・ に

cS ( /o 
シ

/夕

べ

>4 

フ 

/< 

バ/

5 

se

K

2s 

/

コ4 

ァ*

・4

フ

4

ユ

4

<//

・4r 222

4o

$&

今マ ノク・24

ss

グパ

a

・/

,/ 4ピ2

P4<

e& &co

/P

ムク2

二42

/プ

っ6

2P

ノ侶

e

4

ノタ

/

/o

3 1

ヘy (

*ュ 1

..

・= t

-ッニ

----1

村木合5 ノラ

-145-

飛ﾡ。 " St 

ﾡﾡ用 阅%

法も・ , およびP&仰おいて祝明しﾡ こおリ・ スﾡﾡ○向べ 

木ヌ 央位 おェ び*a 人 本のm 父位 , ﾡ紙YIはWrﾡ係 

する ・ 上のやい て は ら そ林式 «a のmメ頼t 

^が、 もしさお ◇"4夕村J べなゥ例のm象P欲し ても+い, 

ゥ◇つホの木のかなおよび糸よの列 え価 &次。 Fォ 

/図テしzおく,

才式44 測足銀をうﾡし2本のスシの



-147-

次るく: -

ン・ご てへ公ﾡ

者 

ビ

zo
ﾡメがﾡ述 これていば、ﾡにっミ
一 や_______ _______ ________________________

板 区 7
羽 一

土 m ( 64* : ンナ

比2".0•にわかれは

型欠 234
8 xYEEsE

S 9M w"M

把

本

挑-必
く-----------------------------------

R互L 平ﾡ.小

小*大.や12とヘす ミ

イ



-147-

各「: 一

ンナロ てへ公ﾡ

勿
縁 ゲ 然こていば、坂にミ

+7
函 ^ -

林____ かn(&3*2分 ンニ

究社0.分わいれ

梨&」_____________________________________

3 xYE E sE
____________ S____S____w_____"Y_____

点有

ビ

把 水
ベ..............................

Rるし平☆.小 .

ﾡ小長大、平1&入す る

さ R 7



­  149-
附 鉢 文

公式およ びド数次表く Feomu.J2a. and t/&4 )
こ の附鉄中 は ネ他。週所 ヒさケろれ ている公式 oigic . m 

ﾡ台珠光作 米おいて用、れ る 他の 石干の公式Y救表のすべて を 

係して いる.

面 稿
ズ o.ノ2 ～ノαま

の 十 ﾡく CCc.oto. 4 auo)
ての5っの表は. 与えられ「ﾡﾡき為する正る

形、円用もょび三ﾡ用試験地"大ﾡの大ささ & 示す ものでる・ 

正方クまﾡ共地のﾡの長 こ

取 的比 o 
検 

くエ- カー)

辺 o 長 こ

リン?数
(長こ &どフィートシェー ンの>

フイ- 卜

・ ノ2e 4 <
o ス ノa/ s m

ノ*P
o.3 ノフラ

o, "
・ ・ ココa レ>全

c. < コ〜s <4
o. ク 44 ク〜さ

ユク← /P2会

AP3 くキ

タブ う。○ ノ?P
ス o 一 2。ア



- 14○ -
記こ1例】A: ナジどﾡ

(株式& F会(I)の表面>

樹太年g
MA月田

(イy ナ

# 高

(ィート

ﾡﾡﾡ
( T・H) 
(フィート)

女Ti.Hで
』ﾡ田 

くイン

女Ti.H.での 
内ﾡ

(イ ンや)

"ﾡ項

(ちべや

胆31a
今;ざ8

偏为

ラ子 6 4o /P e
/o コ"
/2 =6
/o

夕女
/P ノユ .<ラ 44

ル ミ/ クゲ 4e /e ン
/P P
/2 ニー

お
/e /8女

/ コメ <r
o

,/ /o -◇
・ク c.P&

/e /
e /
/ 夕P3 * $ど /ク s女 コ"
/P /
/o /女 <&s
/ ア イs

ど / 3 Pe2"s 4 e /2 メ ・P
/◇ 夕今 ・クP
/o /ユ ・43
/e /P 、3 ジB4 </ /e =ビ e
/2 -/ //

^4よ
/e 
〜/

ク 
/ユキ

/・ 2

-141-

認る#例A:オョクﾡ

救地ﾡﾡ : W.;2

商代木

( 用

の 測 ﾡ 

工 )
採犬校3t

: Aよc mando ﾡ食る: D.K.

日 付 : ノs? キノ月 株ﾡ者:E.H.

府楣3
(イン)

樹 高

c フィ-卜)

氏せ高 
く T・ H.) 
(7ィート>

キTi.H.て 
ﾡ付月四
(インケ)

T.Hてみ 
皮内月田 
(インク)

販合林税
(ホッペスターり

た ン パス\ 
フィート

4 s

/oン

// o

/コ

/

/4e

/

ュア

シ/

-o

ク

$

2o

44

ク/

ザ

" /o 
/o 
/e 
/o 
/

S /o 
/e 
/o 
バ

ク 2 
/◇
/ク 
/e 
ア

$ /2 
/o 
/e 
/o
イ

" /o 
/P 
/e 
/o 
/ク

« /e 
2
ル 
/P

2ラ

二3
>。 会
パ 会
/
/ク 冬

/
se 会 
ク

ユ* 
二/ 
"会
3
/会

一

/つ 会

s4s 
二s 
230
/&
<PP 二

/〃
/ e

ダ 
e

ヘタ/

つ,o
-e/ 

タノ
ハ/
・4 e二
ラ/

5e
ハタ/
〜P

S 2$4
ハ“

バ
〜・コ $2



-142-
こず例〕A: s烈

(様式4 ﾡも(rの安司

対*も5
(イン今)

* ﾡ

(zート)

税お高
(T. H.>

C ィ - 卜)

女Ti.H.ての 
※ 岡 ・ 

くイン)

会Ti.Hての 
R別四 

(イ>や

火付*

(ホ・ル、ズフィート)

賞内おが 

(7ざ8

/< o 〃 <ク < /2 "告

ノノ ✓X ハ

" ク / ・

/ス // 名 ・xx ee
ルコ 2 /◇ / 、P

P / P eグ

/4S ココ < <P /2 コバ4 q"
/ /夕 ヘペク

/o ク 今 /・3ゴ

夕 s そ 1 e e24 ___
向必木木ﾡ = ユ/

ﾡ代林が合計 三 /貸コ・うoホッハクスフィート 

当行面ﾡ合t = s.4ラ4 平 办 フイート $. ]

平断町糸 = e.-44 平方 フィー トみ. ?. 

平 均 万 四 ニ zsイン

-143一

o・
; ・
* ﾡ
8 *

、 ■•・- H
ミ ・ c ョ

• ェ ・: c ai. S
コ 

ゞ u : c 当1 円 ・
XxE u | 

」
Eマw s ・ ・ 

や S ゼ
生旦出」E 2 \ \ 「 こ
・ ギイ； 1 1 • € ゴ
・in ・ t% \

S
' ゴ ゴ コ1 I1 一-ば w 

q 岂__翌 返
ミ
"

ホs- 
る

ミ ゴ コ4 i：L... *e・ 話a
G, 
3

ヽ
S 孝

ゴ コ
G)kS乳 mn

• ・ < H-ホ-ロ= ら お \ 」_
二2' H a * 

単ニド-セニ a 3 w 
ミ 1 コ

e
一 'r ・函 ・ミ

a • ST 吋 こ ヽ < !、 「s ゴ コ1. 回

・ 1 * ¥
」......

・ \
卜 S こ ・ 

ヽ；

-

H 旧 契ビ#S で\ --L ロ
一 *w*S - * - ・マ

TT
抬 ...一. 」__L *____

ミ

m
¥ (ャ)ボS ¥こ・ 1 | H-F-ヤ= & デ

ロH------- -Q ・小 ・N I レ

卜 □ F

マ

一

ヽ 呼 B
_・ _ • 1■

\I
Wごi w 
西に

「5uSす。
ト Hードーチ= V,

*

_  _ 一 m,.コ----- --区 --
加 、I.,

J ハ
に5 G 1 ・ 般続 3 G 2で ; 1 m

: ぶ Sa ヨ
1 当 3> 二 三

; シ!
S」

----- 1ネ 1 "[・4es E
ェ 3 S 胃

寸 卄
1 丄

迎

・ EE - 

一Lー・ニ S」
送 ミ □

・3」上疝
H-P-W一Y* 2 開 3 1 ミ; II

ジ

以 _

マ
*

ゴ
コ 1 丄:

4+・/ ミ ミ 1 1
T -- 「」



-144-

るﾡ ﾡ B:(s6- $NおよびッS - Pフ, o布鉄パ、

ﾡ 友c. 4 t
以木"烈定

改求る3 :E.9/ 場程:カシ(o.ム) n&-べ名:A.B.

日』: ノレ9キノ月 株所右 : o.c.

ﾡ 木

も s

岡 あ

A @ 

(ン

は る

(ィ-卜ゝ

ベ林ﾡ

( T H.)

・フィート>

さmi.t.

・イン介)

ヨ ri. H.
て・ 力 
送 内 
月 tg

・イ) c2:8

皮内林が

-5

枚 糸メ*
〔 G ろ ) 1

* ミ

(フィート

腐 信

(イン)

a 

林が
P

2

加工.

ラ

o

ル

・ に

cS ( /o 
シ

/夕

べ

>4 

フ 

/< 

バ/

5 

se

K

2s 

/

コ4 

ァ*

・4

フ

4

ユ

4

<//

・4r 222

4o

$&

今マ ノク・24

ss

グパ

a

・/

,/ 4ピ2

P4<

e& &co

/P

ムク2

二42

/プ

っ6

2P

ノ侶

e
4

ノタ

/

/o

3 1

ヘy (

*ュ 1

..

・= t

-ッニ

----1

村木合5 ノラ

-145-

飛ﾡ。 " St 

ﾡﾡ用 阅%

法も・ , およびP&仰おいて祝明しﾡ こおリ・ スﾡﾡ○向べ 

木ヌ 央位 おェ び*a 人 本のm 父位 , ﾡ紙YIはWrﾡ係 

する ・ 上のやい て は ら そ林式 «a のmメ頼t 

^が、 もしさお ◇"4夕村J べなゥ例のm象P欲し ても+い, 

ゥ◇つホの木のかなおよび糸よの列 え価 &次。 Fォ 

/図テしzおく,

才式44 測足銀をうﾡし2本のスシの



-147-

次るく: -

ン・ご てへ公ﾡ

者 

ビ

zo
ﾡメがﾡ述 これていば、ﾡにっミ
一 や_______ _______ __________________________

板 区 7
羽 一

土 m ( 64* : ンナ

比2".0•にわかれは

型欠 234
8 xYEEsE

S 9M w"M

把

本

挑-必
く-----------------------------------

R互L 平ﾡ.小

小*大.や12とヘす ミ

イ



就 K :

駅き画負

t)

名

-147-

* s :

会 A
るの的

・ス)

反陰•の旅因と6った息司ミ 合林る

およみノイ

デロ ッ プ

林恐名

: -

ンご玉

・•

: _

て位こ

改ゲえ り/生 rよ る&創木 投むメ oov ・.+ ■ も ( *な, これてし ば、にっx
生者/ ﾡ 偽れ 生 / /ボ

え たに除のの名正 : - ________________________

, :くるえかっあ合aざのサ合こそまなこ古る

や 年 平ﾡ_______________ フィ-卜 平灯ﾡ花 みG(伝好分木の分> f ンナ

ﾡだ向以

梨ベ 中ノメ

の A

の3付 ^ 年

氏筑0向後.外にわかれは

ォノロA～3月

高 ス(ポ品Y冷/)
フィートかグ フィートまで 相対的るく、(パ品と谷Aつ寄さ > ろ 过 "YEE

S Sw w
s E
ガレ

遠点の相天 : 風行地(すべての方句"Aここれているか、ヨ/はみる方向 

の独ぷ には土尽に こゅミAていうか

T

ﾡ点これている(去ﾡもしくはﾡの後風や研2及けないゝ 

芝 羽 :______________________________________________________

A 解： 承 坦(。ン グ) 中 神くバ

ご 総 scc-e & t(ど・

-7でう

ハダ)

**番。率基。。基は*を季幸を率基ャ率番キ義基幸。幸 ** w.-...«マ。*。〜.**。*室会
政 更(ニメー〃グ)

絶 (ダ〜_ )_______

X«地ﾡ"分 : 一Aな4/ロメ ﾡ/斜 面/ 平

上.小な.さ42ま立する

x___ a (久外A立のる称および= しゅればﾡ本n* イ ブ
こ____________________________________

キ :表 *(不二4イ>・ー上)ヒ-スく4インク下ク)&貴

下 届 :. +/ 理 麻 上/承 土/ み / み 土

一 ﾡ ﾡ:» ッ/ベ し/ こ

ﾡ 水 : つ/ 不次 「下/の高、 インタ 1 2台向にﾡ で*る不さ ンナ 二_____________________________________________

今 色ご 上 ド_____________[ 力t水せみ後照 L 怒 及 およてﾡのが死
-- - 一 -〜<

R常に認督cへど ﾡわれるﾡ列バロう ﾡベ:大 

I 林一の同一 : ・

•平

ﾡ 小

ﾡ ・ 小

ﾡ大 平2ヘす

マ-

ﾡ とへr本の北こ こ の回 < あスに 2ラ 今-ノマイル) こ つの用Aの承ﾡ え クッ- j

日^: マ

低 所： 消
8 :
、 :



-147-

各「: 一

ンナロ てへ公ﾡ

勿
縁 ゲ 然こていば、坂にミ

+7
函 ^ -

林____ かn(&3*2分 ンニ

究社0.分わいれ

梨&」_____________________________________

3 xYE E sE
____________ S____S____w_____"Y_____

点有

ビ

把 水
ベ..............................

Rるし平☆.小 .

ﾡ小長大、平1&入す る

さ R 7



-147-
円 緑 Tス (t)

風告面負の 報 告

る 7 気を う1アか、て-カー 夜 百 :

会

る的

・てネす)

ふら魚回と4っR風向こ

およみノイ

ロック

羽名

: : -

ン てへ公ﾡ

・・ "--

:-

なゲえ り/生 加 けエ ふ創木
オガ 卧 寄 れ __________ _

も し主っ 
生土/おえ ,

※=ムてい ば、版にフミ

枢王 たに称クのろ延 : -

ボ ﾡ:(乏え本の合ざの合とそ支が紙こ広べる)

は 一 今 _____________________________ 年 平% 対曲 フィ-こ _季用西衢"小禺 (4"太の>_____________________ •• ン ー

氏社の向以

梨メ 中/ ﾡ

・ク A
_の 3付 ______________________________ ___ 年

社み向伐.わいれな

オノ回向Aへaさ

高 ス(ﾡるYﾡ)
フィートかグ フィートまで 相 田aく (ﾡゐ竹と谷心のﾡ:ゝ ? 盤 " E E sE

S SM w M
遠販っ天 : 風割地(ナy,の与句い凤つ/ハミれてい 3か. 3/はみる方向

の效虱* には土 :こゥこtていうか)

w

ほ これていこ、去反もしく はﾡの及風つ年2 ﾡ けない)

ﾡ 現 :____________________ ___________________ ____________________ _________________

A 4t:平く。- P ・くバ-の"う 交 面て2-〜ぐう

俊 acc-" 3 t(4-2ダ" 色 (ど〜 )

X 各地長。北分: 一な/ 覇 後/任 4 配 / 8 函/平坦

________________________ 上.小谷.さ2きする_______________ _

------------------------------------------ --

ェ____宜 (負燈並 の名称および しon ば *ク ー j プ ______________________

土 城： 表 魚:そ (ボこ4イ>・ナ上>/=-スく4インクでのﾡべ>公A+

下 屋： 花 土/埴 女 土/承 土/ み士/る 土 

投 商； カリ/なし/樂 士

ﾡ 水 快 : 後/ スﾡ ー________ 一 地下水の高こ イッ今 2自向に長でゝる天さ インナ

ス/ 回がﾡ K オ水性の社ﾡ こﾡべおよ て株注水の状死

R常〜にマ各cへと ﾡわれるﾡm四 ﾡ 貶： べ 、平均 小

株よの77: ( 小ﾡ太、平ﾡ&入す る

寻負顼号 を入 れ「:衣否 地Yそ " ﾡ1セの花図 く Mえば &イン今=ノマイル こ つの用命の般ﾡにスクッす る 一...ニ ー 1

日 付 :

住 所 :

現 名

/* 示、
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附 鉢 文

公式およ びド数次表く Feomu.J2a. and t/&4 )
こ の附鉄中 は ネ他。週所 ヒさケろれ ている公式 oigic . m 

ﾡ台珠光作 米おいて用、れ る 他の 石干の公式Y救表のすべて を 

係して いる.

面 稿
ズ o.ノ2 ～ノαま

の 十 ﾡく CCc.oto. 4 auo)
ての5っの表は. 与えられ「ﾡﾡき為する正る

形、円用もょび三ﾡ用試験地"大ﾡの大ささ & 示す ものでる・ 

正方クまﾡ共地のﾡの長 こ

取 的比 o 
検 

くエ- カー)

辺 o 長 こ

リン?数
(長こ &どフィートシェー ンの>

フイ- 卜

・ ノ2e 4 <
o ス ノa/ s m

ノ*P
o.3 ノフラ

o, "
・ ・ ココa レ>全

c. < コ〜s <4
o. ク 44 ク〜さ

ユク← /P2会

AP3 くキ

タブ う。○ ノ?P
ス o 一 2。ア



-150- -151-

ォ ,s &
で み会 出 o
时 イ
(エーカー

______  ¥zの«< ___
リ ン ・ 敗 

くどどマイ ーハケェー ンの 4- ィンケ

○.c5

c・ /
o. 2

◇.2ケ

o. 3

◇.

<e 

s44 
みつ ・

yア 

+

/3
4

z<
5ア

ダス .

s
4そ
と

5
ク

/2

火

<

a

個 余ト かあ るときの 距 法色 く Ditanc.。 ・ 2Coe )
M#沿～ て測っ/ﾡﾡ対する水平定姓は. 対EAt傾料用の

couc こじてﾡpタれる. ォノ$表はよ及から5○ま での A

形ぶ験の辺のう 二

オ « 表

辺 2 安
而 検
(エーカー

ン今本
く ぐペフィートナェー >の) フィー上 ィン

/◇?キ ク / ○

o. / ハニ ノ◇o 3

o. 2 2/グ ノ〜/ 4
◇・2 $ 6

o. 3 ク3 夕

o. s ,メク ダ

の Cra-iv さ 示、す.

Co-dイuc o 表

* s 表

A A Coiuc ・ タ Ceoi

$ 、 9 P4/ア ✓ P •アツ 0 S
< ・ クタと$- ノ ア ・ 9< $s/

、"二f" ュ ◇ ・ s P
P ・ ッア◇-< = / ・ Pジシs ゞ

・ P月ク4P 、Pー クナ

ノ ◇ ・ PPxよe ・ 9 ・$o

/ / ・ PP4= - X ・ >ーミー

/ フ ・Pク/グ ・P"<so
ノ 3 ・ P クとア 二 < ・ パ Pハ2
パ 幺 ・ ア >eコP コ ク ・ APeo

・Pく◆ダー み 、P ハP*
・ < ・ P C / ダ ・Pク〜どマ

ク .P<so s c 、み◇

E 形 J火 外 の さ " 地北 ( Kot- Yecta?soCas Prte >

正、三ﾡ形のみ面積は公式 :

ﾡﾡ=*パ

からボめられる .し 2=辺の長こ

S=人ク3

試糸 ﾡが冬パ でないZ形の場合 ( Pa 

Pは これ&ニっの三形DABおよび 

DcBW か割 して. それどれの二ﾡ刊の 

岳糸を計ﾡする; -oヒ ・株坪ヒ して ・ 

試映と三ﾡFA 8 c どA D cr分けて 

ミのf航ゝ&き大T昼かﾡる。 2 れ 

ゅのﾡﾡの平ﾡ2試黙ﾡﾡこ L て林

用 する・ ﾡえIざﾡ

それごれ ◇4

フロットグRかL.
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ﾡがA8CD=ゴ(A ○*A 
+チ(Bc*

»ラいは=子(A8*B 

+( Ocx
で、ウろ。

究験地がぐ ﾡ形の 場合 (Fィミ> 

黙地 さ3→の三f夕 分割 てミるよ 

えすべ=てゐる。 ﾡﾡに上のる表 

対ﾡﾡの扱 を烈受てさ広し x
こは・ プラ=メ--○渕 足值 ¥ 

辺の向ゥﾡか ざの長こ&さ死で 

さ ミ ・

上の図て三ﾡ形E p Bのﾡ稿2 

票 し/しものzﾡ尽 s.

このy さ立り8の長 ミは*。 4 

うし て求"ゥれ る ・

DB= Dc"+CB-2DC.c8CooC.
キ内辺Eらの長こ 

S*2r A

CD* >

C X ◇ふ B > 

ADx» Dゝ

辺の長さ2測来し.

う、ゾく と わ一→の対点2天

たれ.よってさﾡ

松い

E8 = EA+ A8-スEA .A8C。 A
てかる.・

※うすると あ示 a

EO8の面イ=/ つ(つ-ED(ペ- DBて。 - EBゝ

てみる。
ED +D8+EE

三で ◇= ----------- ------------

でろる・

この公ﾡロ 辺パ ま aみ申形の 試験て ・ 辺Y対町ﾡウスさ バ 

け と型ﾡしてﾡ を叩かっ六場合の面ﾡ計 もん用 そさ る.

B
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と用いるﾡﾡ所グ 浄グ

/
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(オ2示係>- 二のキ2の相示線でﾡBBとﾡわるﾡの目会 

り or求 ゆる掛高でゐる.

=っの問かYも 2木のﾡえよ りイい* 二ろかっ親ﾡこ た場合 

はe,&ntマ. 観烈たれﾡ々の及をと店ければゥGい・ ひ 

Cd か 木平距耻ほう &= 0 でウるかゥ叔測用の和は②に番しい・ o 

t6= が腐司希2凡へとゝの吊タでろれば、四かゥ枕くだ高ゝr4 

フィ-卜3インチ&加へる. ーカFx 示しベよう・ 次の公式 

てﾡる を計再してもよい.
ルムV <e,+ ©ュ>

樹品2

のる案し
8高番 で烈っ F

f計ﾡ図衣 と月いる

村寸 高測定く &2wcrた )

及森&ﾡりてﾡﾡし 合は Rw

どかでこる. ( 1し。れ Feu.&Vo.
L*V, 

イんも 

」→て

PP. ク2- 3

>く Fa サ 昭、> ・

昇係 することかて=

: A cdcr 水レイtど P Auie
の区表I4. ﾡ名お」ひ味老の*ん

三のな Aの "レベル へ は類化の 私わで利PAの7

え値 か
二てい

・ 依学的応し !即全、ﾡゐ か十 で るようずむ 
る .

ﾡ品2 変天す る合は 3 →の翼 夫え が吸である,
e,= 木のﾡﾡの祝測ﾡ

eュ=木 ハえの叔測 ギ

X =ﾡ料ﾡゝ丸から 木の元えまてのﾡﾡ (Fと

単 木 材オ 税〔 Yoとxou q ペrム t.c フ

f 木よの計邦はこ分ﾡ 演 によ ろ か. ニれには /ム..ムいx ○公式

トコ 高樹 ﾡと用い/とさにIは 9～.&ax つ公式&用いる.

ム4e2 わ__公 式

ひ=@w *イ

こゝで ひ=こかﾡ糸

= ヤ央が五太

2 = こかク 長二 .

々のE か林 ﾡ の和 かそのホの林がでみる ・

Seムaz. の公 克一

V = 22 * 2

こ・て ひ=こか林株

み,= &かのそロﾡ®ﾡ

=こかの大ロ曲ﾡﾡ

2=2 余っ 長 ミ

/4己分林ﾡの和がざ木刀材ﾡでろる.

号えら れ これゥの祝測ﾡ し てネかﾡﾡ 2就クYるは

AA軸のく oﾡ-e,°とBPﾡの4 & 兄人 で ふ マr( オ 

ハ五杯と少え森 c C とのえた、軟かし発で印 zっ

ノの示線 ご

ける. 次つゅハ
女名、と ・ ﾡ測 これ A 南 の和 9,+9ュ 対するAA上活、こ ﾡメて m

店Iイメ 木 オオ ﾡ の 合計 Q Teto& o化. 8 ・んxvン?ペ )
ﾡネ木クみ &測しrY =のm向ゆ木林ﾡ合計は・ 次ク 5 う広許司 

績比ﾡﾡよ つて求y る.
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こ・て V= 間- 木林積 合計

ひ=ﾡ本向俊ホ材会

G=4 ンナム上の 商1イホク 当r品ﾡ合計 

=本向みネのﾡ面わ

立 木 の オ ﾡ( V&... ・ ・/...ムg eu) 
ウネの材がほ次のェ うして求めっれる,

V="* ?
こ・で V=並への縦ﾡ株

パ=試験比の&4 ンタ以メ上 o ホの※ ホ牧

7=844 ン 以メ上クネク平切都 画税 に対点す る材か

断面合 ( Tstof ◇oaaC ac.。 ?
試験のﾡ司新 合 13、 各同問のﾡ品ﾡ"和&Tロス上Iデて、 

ゥれる,

G - %/8, + 77:3- +7ッ9 -
こ>て G=ﾡﾡ/合計

/・?ユニ /っの司画ﾡのﾡ面税

?t/・イ:= ノっ め耳田百属す る本救

平 均 断1 面 イ (ML。 fuoa2 ouca ) 
夕=

こゝで G= 試黙地 のﾡ面術 合 計

ペ=試映地 o 総ホ枚

=試ﾡ地の 平断面ﾡ

平均劇 団 ( Mcc〜 ダuイう は試糸地の平ﾡ前面が対 

応する)司圆である.
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I00本の最も周 団の大きい木の均周囲
( J. ?u&t vc/ お c化e ルク &

岩リノo。 本のﾡも大さし木の 平均許面イ

C uo)

する画
(ばエ- カー

てある.

平 夕 ﾡ 高 く ペイ.at んa化ズ )

/a 試ﾡ地 の平ﾡﾡﾡﾡ対応するﾡ高てみっ

ケラフかめれろ,

上/s曲く％ «eシパメ )

Iエー ー 当りノeoポの最む 大さ い・ﾡ回の木

て. お高対曲面税の

(ルゥずしも最もﾡ

高の品いホとはﾡい> の平均町司ﾡに さ応 するﾡ白てかって、 

司し」う ﾡ高対ﾡ面ﾡのラフか求めゅれる.

樹皮中< Bav& 4 Cメ>

& --ラーー*,。。

こ、で &=ﾡ及や

v = 木の付林れ 

= 木の 内お新

平 ナ 樹寸/率 くAvocert 蒜/ Pxt

Z = 二v二とu—— x 。。

こ、て ふ= 平平均*文年

v = 政付林ﾡ合計

二v = 皮内林ﾡ合計

才 ﾡ 平 C Ccwu ha cズ >

ハ イ -4( LC-Uc)C _ 不

こゝ で c=樹え

ん=お 高

LC = 下部おえ高

Coぞ>
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UC=上 部ﾡﾡ の高こ 下のア /ど衣おいて

平 均 樹 平く Avetc®z Cuewt 卜t c'ズ >

C = ------ 7------
こ、て さ=平 ﾡﾡを平

c,.C:= 栄木ク材8率

M=本 数

fタ 敖 ( J. n lacビea )

5 - -ィ

ニ ・ て 5= 数

v=皮付ﾡ町ョイ ッ子クと 二ろ:て皮材称

=ﾡ 画 ﾡ

A=樹 高(柄効て)

札木 分 形多 をん ( C。 Pewt fecca )
こ_____ V ___
「 Gr*4

>て F= か形 救

V =試映地の式林ﾡ

ar = 試ﾡ地 ク微Mﾡﾡ

A? =前後地 の 平ﾡ樹ﾡ

= ダ. 2o フィ ー ト

株平係 そて く Ce-〜とイc fo.cCcv。 )

/エーカー

/エーカー

= /○平カエー ン ( /eo. ooo 平方り ンク

=〜.2u。 平カヤード

/エーカー

ノ平ケマイ レ

=v3s4o 平カフィ - ト

= cv0ェ- 力 -

/ee リンク 

o+ェ-ン

=/ノケェーン=4ち フィー ト

= ノマィY
/マイル = "40 ャ- ド

ノマイル

A* C三 B水

Bﾡ* D堀= A

てみる. 例えI フィート*o.se4P =?

つ*シ・P/ =フィート

才 /8表

A C D
ィンす センチメー ター 2s«o o, ガ"

7ィ-卜 *- ワー ラ っテe
マ4 キロメ-ター 〜4e?s ○◇ユバ

平力7ィ-卜 平布メ-ク- /e4sP
卒カマイ v 平ケキロメーター Sクo o,seダバ

工-7- ヘクター i a &。” <ク/

エカフィ - ト ケるメ ー ター ○.o=Pミニ 3S. ヨ /

ホ ッパス 平方4-卜 平ろメ-ター ク•ノノ お み〃/

ホッパス立るフィー ト ユろメ - ?ー o. ◇sどいS コクフミ 4

「療の大tt0積3归ほ榊0 «分尽キたはホッパスメージャー ク フs優 ハク3

公q1イ ンク センテメ ーター皇経 3•2 ョ< o. 3◇P一

ェーカ-もりネよ ヘククールセリネ数 ユとク/ o,o*7

エーカー台りホッパス平カフィー ト ヘ ククーレ きリ 平カメーシー ヌ ゲコ/

エー7 →リ人ッハ®スカちフィー ト ヘクタ ーレち リ お メーー oe PP/ // =コ

フィ-卜 647x-トチエーンの り ンク枚 /・ $ノ 今 o<4e
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: a の正方形夕回L置に対すするエーカ -当 I 本 堂士

く t ごuce。 / cu& ○ズ 2ルetv。 <ucn夕 )

オ / ク 表

a 稀 エーカーぢリ 1! 商 的 H -7-当リ i
本 数

エ-カーa
(7ィート 本 数 (ン4ニー) (フ4 ート) 本

3 ,e タ 4 «P- / < / フ。

J * .sv c / ○ 〜5S < 会 /44
* コノニニ 1 ○会 夕? $2

コ,/ご/ / / 4。 /コ

5 /・ フユ "ヌ
.

1 . /

s 至 /,クe / コ , a。

4 /ラ/ ○ コ 冬 ユ72 s。
/o

4 冬 / ◇ぷ / / 亠
一 Po

ハタ へ 冬 . ク3
7 去 ククィ / 4 ド

? cxo 二" ユぷ cE
P 女 c ◇ラ ・ s /夕 so vP

? ナ37 夕 冬 /

地「」の治尺く /イan ocaど )

なの品入は音通に印 し・ ウ れ ている も の で み る ・ ごれゥ

*う る単当 りのマイル • チ ェ - ン 、 フィー 卜およ o り ン ク 数を

なみに Pげてお く 。
__________オ /

谷 f a ス
ノインナでえわ- ﾡ地ﾡ上の平位の 数

ィル ャ - ド 71-卜 チエ - ン ると キロメーター

/z ニ MiUじiot クつ,ceo.cee "64 一 — - $a P2
1 '* (名 "t～ ナへ -*o, ・ce 一 一 一 一 — —

ノ< / えcしc.. %eeo,. co ノダクPコ 一 一 — 一 と/

.t /イン0. Yzs,eee ・フP ク. 炎 バぐ・2
Q..xvoa Ptc/& Y-$う e4o ウ cd2 ん/ュ2 コo ,cco よ*#

んf 一 J クく.ク-e 2 う.$o ecde 4e /&cee バユ

のu X 乂 Y.く e / ,スe o P.cce “/
xz-and.xイa』l ./ ノ 2see o o.3x< eと3 4
Six mc人 ゲバ e.s< e e.e コンマ s2e イ3 ◇.aダフ

コSスス

1_____________

Yっ,see o.o3S "夕 →2P3s ヱ〃 3と .e4 a
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出f面ﾡおェ びrIiSまと対 応 寸る用団
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( Sccどouaイ イo&&e ・ ad/ そaP&s と cCaxuびctd <4 cewuytouズ Cン

低表はホ、・バスズ -ぢャ「るものでかる ・ これは公ボ 

ーー : t C-同四(イン今)

◇らt資(Rﾡ置よるﾡ2今える.ご*ま 公式

イ : Sし =ﾡ(イン)

さ1」し/:ﾡ/工る配をうえる。この型表ﾡ猛でいるもの

でる 4 ウ'ノタ 衣 のﾡ田ょる

呉の月@ w t $ omm 阱西施 のﾡ 当 2rm 承

(イ ン今) (イ ン +) 修令関) ・ イ ン) c。や) ・4ン 2 (#ぶ多や)

/ 、◇oo3 // ・ ◇3 / ・/夕/ 夕/
------

・◇/フ

女 、◇oeタク 〃金 / 名 ュ ◇/ 6ン キ ・•？/

ユ • ◇o/ク /コ ・◇ コ ・ ニ/e 一 ・◇""

・ eoユク/ コ会 ・e<P コ 4 ・ュ o s- 全 ・«sぷ

・e◇シP/ ノラ ・◇ 2 ヨ ・ ジ ”3
す -◇ej /3m ・◇アP ☆ ・ ス* o s 会

.ec2ダ .eS = ・ e ・C
ッ女 ・ee8クP ク会 ・2ク/ * 冬 •亠" ハ士 ルス

S ・o/。 A / ・e P っ← •亠" •Cコ

s 会 ・◇ペノ ・ /e女 s 今 ・ P JS 会 ・メア

< •0/643 と ・ バ// < ・ っP & ・チ4y
4攵 ・ e/パ3* < 4 •クグ っ4 さ c 全 ・パ

7 ・ ユ/ ク ノニェ コク ・ ザ/イ 5フ ・P*
去 ・○2 ・フ .3 ・フ女 ・バ ・</e

・o-P ・ /«/ ・ 3*2 ・ •イジ

・ e・/ み女 • ノリ ・ ッ 会 ・<Ps

9 ・○ふs ノ ・< コ ・4S P ・<<e
さ ・ ◇マ zr Jr •ル テ ・ J,冬 •“プ

/e ・○« ユ o ・ ノ クタ ♦ o ・ァ/ ・<パ

二 ・e«パ 2。さ ・/ノュ o会 ・ o 三 ___ •ン2J

じか (オ、ッパス> 当会 さ示す小牧&切 リ っ めベホッパス表

山C所国 

くイン今)

商T砲 4
しお) (4ン今)

tfa ペ

(をあ品

夕っA和
(イン+) ( 今。ﾡ

*、oぷ四

(ィン分)

ua代 

多や

/ ・ o s/ <ノミク </ イダバ: ?ノ ニ/ナ P
"会 ・クeP * 全 ✓. ✓ J / / < < / 全 Nュ"

•7% ミ ヘクク <二 <<<P ク三 >$e
•アム s i "aイ C < 7 コ 会 2フレ

・o a /ニ/ア、 バ イフユマ ク ニョノ3
cs 冬 -タコ ヘ会 バニ ク2 < ノクo ハ攵 ユ«S

・ e イくど イククP クメ フェ? ?

◇* キ ・ハァ svキ ～ コハ <e< > さ ユ+◇メ

• R ss <3/3 4s イ < ク ・/

= ・パ ハ套 イ53フ ・44 イ アムコ ク ユクク*

.ど ・ s 4 ィ・</ s < PP/ >4
夕" ・ イ3 P < 4 .0/ア 7 ィ名 = チ* ○

けe ・7 < ッ/ o <> <・P クフ

・ ・タフタ チ会 イッ・* <Pク2 フク会 =<◇フ

*P eP2 s ・ * c ◇ っ◇◇ク フP ユ<シ/

・会 / ◇ユ/ CM < «AS P クアキ

“々 イチ/ < * ぐ クア マ デ

:
*会 **会 イ$3フ ・士 クア女 *
$P < ・s o フ e - /； タ >
s2 4 ""1 e 全 < ・e2 ze冬 ユノア ・e M P/ ヨ
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オノヌ表-記さ

-- !
町Tﾡ ﾡ 内の月田 曲句題 3. 月部 出m ﾡ "月回 営f百»

(イン4) (力も勃 (イ ン2) 開登舟 (4 ン 雋分あ (インや) 44
P/ / ゥク /。/ =P //

P/ 全 PP3 タ/女 8. どs 〜 e/* * / ノ エアメノ
P- 二P < s<〜* ノ・ < ✓ Ζ2
Ps 会 ユク:< ク/ 〜 ノe>全 $< ◇ ノそ
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計ﾡ にフいての一ﾡ的注意

-般的原員 く Genu2 PxxcP0ゝ

糸にかいて は. すて 水の 三京Aに株わね ばならない
(1) 才ﾡは論優#後セ逢って株界がで るよう CE列 ・なけば 

ならない. ¥バﾡﾡの能緊なとで僕う ためにぎさとめてﾡく場告 
rr, c核ﾡくまたはﾡ式の正ﾡなC入す3ようにし, 物甦 
しﾡい 执汗 な どを甲い てはならない

○ すべての中あとてくおそ らく何気も後に デーアを利用すき人 
々がﾡる r理解できろ さ ラ ち移でﾡ しなけたば放らない ﾡ法音 
で さめ ら正形式の計ﾡでないリ, 各検ﾡで爪いた公式はすぺて 
あげて おく 丁ギに立れを刑い た場合にはその事気をはつさり 
ポべて おく.

G3) 条下な計ﾡをねつてはならない ﾡ確A文では,-定の計ﾡ 
そ代炎ﾡに来わ すニとより ﾡﾡの井孫逐 セ少なく でき る ことボ 
条い. このようにすば、 式の上で共近因子次済去でて, ﾡ少 
の計操のみ 次疥る ことになろ

方 法 (wroん9 mctkod)
(1) 印ﾡ3た株式ついて

記入をきていに. かつゅ確になうことﾡﾡである 様式のﾡ 
はその項目に示さてた平で*ﾡを»入しなければならなし 特み 
な場合 るレ桑笑が必察とねれ, のA目はそのように改めな 
れ a以 ら な い. 令師wな く て採式ヤに入で ない さ うな会かな中 
第あ行 ゝ とさほ, 株式のﾡ密または式にアのﾡを覧って 際 
く記入する 
株式か式へのﾡ はで * る定け変けなけ ばならない

(2) ユ4ピﾡﾡ営なちい 冬
てゼK目, 値の平位よよ乙准貨なのﾡ出 し乙ﾡし に井
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ﾡ式をず レ おけばちっ。い 国 じ汁ﾡグﾡご*そう Kにないと 

名, ﾡ、って株糸のﾡ生がくどちいる合には、 c予所らる業台て= 

かして おく. 二の条の左収にはr算の後ﾡヒヤ商およみ受後の答をi 

入し、 杉にほきねﾡるまでのすべて の計ﾡる株ﾡが でさるように妻 

ﾡよくこ入す そ.

検 ﾡ
系なﾡ等ヶ法ヒい っそ のはを しない. 承3確なﾡ法は、ニそ

・) のう法で計ﾡ &なう ことで あるみ、 いつで1 ﾡと いう Pにほ 

かヤ 台あ的に株系で さるよラ な系ﾡ 法を 考えつけロけ たば、 

テ の人にﾡﾡと してえらう 方次(よ い.

計希有ﾡケで株ﾡす ニと 口危吹であるみ. えしそ乙水逸けら 

ねい合には、 系初の計ﾡから何日る向なおいて行なう ぺミである 

r拳全いの系る受い承区は、 チレ差いと不正確ねﾡﾡである とた 

つて、 つらのヤかか合み 8よラ なﾡﾡでは検ﾡち津ﾡペ以モ 

てあ ろ.

十ﾡﾡの多約な*町Cつてﾡミ “あり倨かい' 答であるこ ・ 

が示される マので、これか木きお決りた防• ﾡ長のﾡ法である. 

為効教字の枚

有ﾡ*字の 炎と小状よ以下のﾡ*を区W しな けれさな らない.

(t 小当占以下の 西数 <decシm. PLce)

数子の小ﾡ泳以下 のﾡ数同小ﾡ以下 に室 いて ある«字 (d 

の情耿て あ 丸 したwって

2 3,247 
/ 382 
。 026 
クク。N

はす べて 小下 三ﾡまて わ 3れていろ.

一つの計 系 のギでは, ハ、救 息 の很気 が オ1 超悚の ﾡ及をA、 

していろから. か救次下 の 将女を一ﾡにイたねね ぱならな u.

ﾡえば /6,o止 は, 1か ノ&pαよoしどotzp のmに

とを主ﾡしているのであろ.

(2) 有刻数す

有ﾡ終は, その植なﾡYわかっている*すであろ. たゞし 

牧の法後のたﾡにある0ば除く. 共って 23, /,8 ,20267. 

ク ウク Nイア の有夕«字のﾡはすぺて3である

全 デーグのハ教以下 の桁数をﾡえるペ 5 てはあるが。 一杯に 

ﾡ»以子3梅以上から汁を始めるの はﾡぶである. 計ﾡすは, 

承失の純兵で必登とさるよ り2ないし 3余汁の有ﾡ教多を汝 

しておく.

四拾五入 ,
計ﾡﾡ系を今えられたく, ある いにた効数等 の 族まで表わす 塔含 

そのあヒ火またはそ北以下セら 致為の枚与を支えない. そしあと 

が"分以上なら泳会の終字に7ねかえる ﾡえば s742もハ炎失く下2 

拓みで しくﾡわすと、.よア4てある次: $248ばS?ク となる

のを=及行なってはならない. スえはよ764ラ を小状点以下3ﾡ 

はで正在に表わすヒよクとよとなり これをえめて2までしくﾡわ 

ずと5ククウ"えらる. しし矢ﾡは, 2位まで正しい#はよ74でな 

けばねらない.
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FN録XTT
新方法書と1931の方法、とのﾡ撃相違点、

由

( Mdt Cd2uwuce。 82工we 力2 
アsa&g 纺 //>

欧試 された方法書 (1458

え祭 (様式2zゝ のに然映地 

敬足たっゝゝての記鼓城太(探*ぬか 

と 列 畑 の:t 歳M 較 用 tが クら 

匕

主水の4ﾡ 2

若 干 の 若い 林木 r は書引 なつけな 

v. こ れ はﾡさと ﾡおよ w"問T 
夕な4>以上のネク本女ﾡ合て上 

っ て さろ。

ﾡﾡせの2 回目または3回目の向 

ﾡ ごとにﾡ全】を行なう. そ 

②他の間のﾡは情略法を 甲 い る.

材はは付ホ ッパスス - て

( RTru。 ス2～.ペ.〜し&)て ﾡ矢する.

受は ースート#位で ﾡﾡする 

株決吹地内の木本*が4の 本 

上あるとは, ◆々50本の標本だ 

けた列す はよ し.

九&24220と od2 チ 128 Qd が&

1q31 年のう法

ホ院氏 のみを谓い る.

すべての式次能で、全林水に息

▼をっ けろ

「公の及に 金ﾡ矢を行なう.

才は皮内 の七2 mooaxte. て a、 

す そ.

ﾡさはるフィー ト軍位て判足 す 入

校ﾡされたすてク mば木tA 
すz

本目ごとの不 統婚標本か ら ﾡﾡ

納 にﾡ渡定木を送す る.

然跌処を没发したヒを、 またはそ 

の後のォ 7 ﾡﾡえにおい てﾡ当な 

木次あ3本の木のﾡﾡ 映技 

の術セ行な う. F一 映ﾡ地で は 

者通ﾡ済解ﾡを=承行ねう ことばな 

い.

ﾡ号ﾡ木はﾡな木のヤで、 メ木 

でaく ま たﾡﾡの上啓ﾡとﾡ々 

ﾡ株な材舌をもつ折木また はﾡ 

ﾡ木のギか り 注ﾡ約にﾡ来す る. 

通本本の独

承本木 は主林木の*のギか ら考ﾡ 

約CX出す る.

彩状商法は

(小ﾡ番を 用いる本法

(耐妹下で域"た標本木のを中ま 

ぐをるあ法

でかかれらcた

各慎本木のﾡ量血径をﾡﾡする. 

深本木の政内材示はあるけﾡKつ 

いくの改刈する ・

計 ﾡ:

- 終

エーカ ーち 790本の 滅大ぶﾡの

ﾡ独矢木は、ﾡﾡ面の今 

ﾡ田 四 から. 助商対就 町 のグラ て 

そ»際して 主観的 Cxﾡする.

全*太木をﾡﾡしたと3, そ*ね 

みのずから よ本を送んでﾡ祈ﾡ 

者木とし, 70スィートをこえない 

長3に毛切る ﾡネにぼ当珠 

ガの平 z よ り小 い木 は合 

めない。 また本米せばﾡに 

大マい 木も株外す る

ﾡ本木は主林太および内づ木の

中から步规前に返足すえ

ﾡ質道径は油えしなv すべて 

の課本木に ついて ま付およのは 

改を 尚文す る.

BEocのポわけまの修r まを甲
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木を寿わフけ (みtouPえゝするﾡほ 

グルー プ"分けをﾡ止 し た.

ﾡ さ

上ﾡに エーカー生り /クク 本の表 

大周回の木の平均許町ﾡに対たす 

る考さでめる ﾡ号 プけのしてな 

いﾡ求で平均ﾡ高からﾡす

る.

麦林太の千ﾡﾡ汚はﾡ弥の平内 

r高永に対元するあコ である. ﾡ

るづけの してﾡいﾡ歌せで店武矢

3 た木の ﾡ術子 内合高で ある.

な木の千均ﾡ済ほ計鈴 L ない.

材 ﾡ 計 ﾡ (2dcncca&.&イゥ 

おﾡ一竹ﾡﾡ量ﾡからﾡわッ なしな 

い て水める

形 送 ( ズんcそなっ )

平形枚は、 試系地材ﾡを平均が 

高 と ﾡ寄積合汁の ﾡで 匆 って 来め

い ろ.

上周 jrる, a か,/ の 才 式 てみけ 

た系をﾡﾡの大きいホからなる 

ﾡの平内断ﾡ積に 対応する 聋て 

である

主林木の 中内ﾡ断はん〜ょ/»公

式で十する

间我木 の 平均桝油 は、 木た 

二つまた はそれ以上の所函に 

みとめてくa シ2 "*P-じタ ) ボ 

めらち. 呑岸の平 为他を榆 2 
対ﾡﾡのグラフヒプヴトした 

とさ, 平ﾡﾡﾡは前木の平六 

ﾡ岡に対す z 帝さ3である

()ﾡﾡ一所田ﾡ係久らﾡわ 

Cポめる.

价)群わけ して、 形*ﾡ法に 

I)なめる. ﾡ教は形- ﾡ声グ 

フからポめ る

ゆクそろ

二れらのﾡつかについては, /ワラ/年 

にﾡいらにえのな. 改ﾡした. 新ら 

レい株式を3っみえ, ほた7っ の会 

はあ止 した-

Mﾡ会は次のﾡりである

(1) ﾡM%2-誤こ尚の係をﾡﾡす

(2) 式vo.2c- 土条をする.

(ヨゝ 探式版3e - 立木のﾡインナﾡ町 

若0本敖およか物新,周伐木の 

ﾡ面表お よ サ直導条の株の 主 

林木断価ﾡを記係する

この 承共のごのては 立木樹さの 

あで奈つた式決を刊甲する-

32の式は全く改正された. これら 

は次の五 り である

式24 一 訳岳について の証談： こ* 

は作りかえたが. ﾡ送ギのﾡ目は大 

件におい て協と戸しで ある 

式24一ﾡ山につい てのﾡ妖式

; こは氷回分の貫Kﾡえるは 

K区正した

尿去ク一般然纪係樣式-

町はホの平内ﾡ済を記ﾡするは剤| 

ﾡした- 70○本のﾡ大木の平ﾡﾡ 

と 平ﾡ長ﾡ (M,A 1)を ! 

ﾡするﾡをポえた. 1の,ﾡな逆ぺ

-179-
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か 孔す.

ﾡ済も断ﾡ表対 し てロ ッ ト す 

る.本木の材ﾡとﾡ高秩に対 と て 

プッ トすっ-

の彩シ/戸町グシ、ﾡ 

/xﾡグラフは乃止した

形食に る犬会の まの匸向根残の 

数じ係後をヶえた.

荷努を戸ﾡ に対 してプゴ ットす 

乙.

旅本木の ﾡを原面に対してプ 

ゴトする.

F 録 又

ﾡﾡ試珠地植当官の弥のﾡ摩 C-&wx.y メ。cuなu.d メ *ん・ 

acC。 pイaそ <w九&CPz )

ある地験の占た決政地ちﾡ当 す る ま林 首へ そっにﾡする ﾡ地作※ 

と比林の 才べてについてﾡ伝を為する ﾡﾡﾡの任号と女チにつ、て ほ 

つのげ休ヤ/大平をぺるか, 二にI次のその次合まてろ.

tI) 直Iあはよてのすての作ﾡをﾡしくまち負当ち耐ﾡに支行する 

ヒラーヒ堂直史工左工

ﾡ列ﾡえのい事ﾡ(列えア排非水) フいてば、一終に行なわ 

ている 林=条に L たかう. る地ﾡの政系に季託した場合 

て も、粗当 首の蚱集が広 しく 次行さ*るよ うに 者する ヒいラ黄 

ﾡはルしえﾡﾡさ*ることほない. :

(2ゝ a座のすべてに対す3*ﾡ
(3) 置人ﾡ区地のすLﾡにが「する賞件 

注ﾡ 以理 な点ﾡは 次の 通り

() ﾡた映ﾡファイ レの入孝ずはすべて正でﾡけれはならな 

い. そ らには記入治み私たをし 買にすぺてのﾡを株ﾡて 

ﾡﾡ造の ﾡ文字を記入す る.

(ii) 死謙はすぺこ摩海よく、表たの確でなけ込ばならない そのた 

め時には, 場で新レい ﾡ式に数をを救すす 3必ﾡ次 生る7と 

しはい. しかしこて移ほヒケエクに時け次かゝ るから後る 

ぺくﾡけたうかよい. ﾡがどう してもけられ力い合にはと 

と の "" *探ﾡ しておく.

(i 林況かさい土の記教応Aﾡぢﾡ官ﾡが行ない. その場た 

表る 商r 3 すべマである

civ) そ し何かの由でﾡ式の託入が見出し と-秋しいと . 

ﾡ出レ ねﾡえなけはならない.

(V) 一終用いらていないﾡ号はなるぺくﾡいない. 2しﾡつた
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とマにほ、 てが出て くるに表味をあ明し て おく こと.

(yi) 水久的セ記然の一ﾡかに令まれない"ﾡﾡ' には試改ﾡﾡると 

を示レ、 またき入ﾡの頑文子を人しておく. これらの弥頃 

はを当な7ァイ レの条にいておく.

め’)ファイ ルほで 33 セけく あつ場合には外米糸 2ヶ 戸以内に 

ア し なけx ばﾡみ ない.

(in) 茶浜目を落さない ようにるため ・干ズ万板く4cなのtoんuが 

甲いcもよい。 二には指示さた すべて のﾡ茶西耳が師入 

ていて ﾡんでるのを休でﾡすこと次でさる. 朝彩はこの下 

外ヤあげずてある この株式のﾡ刑は任急でよい. ったあヒ 

は秋ﾡ す そ.

(4) さ E 取扱い、ま 正 は当クﾡ塗の 亥火次必臻 と故っ 左と上

ﾡ、その ¥およの遠切となわてるxについての材も を式 

者に桜する. そ と こがﾡﾡ的 でない ときは す必察な世名 

そのあとで事ﾡをﾡ也する

桑賢はすべてファイ ルに記係しておく-

(5) ﾡ該が、風穹、葩君,あるいはの垣にはる独室セ会けたと 

3の盗切な処8理

き林看そ のから記大 な後きの 生じた二と ☆条告さ た と , 条 

林ﾡは試験地を税条し みきの救とと3へ・ﾡ, と営験な 

ﾡﾡすぺ 3 o召かrフい て の他も相なう. 式 (6o 折かﾡ) r 

したがって占を掲比す z.

c6> ﾡ残型矢ﾡあよびその催の登接についての注玄とﾡ型 
ﾡﾡ番兵 すな○や悠く, 式☆意およびリズムコムパスの

及をﾡ条にﾡする 二 と次 符に屋専 で あ ろ. すぺての 町具は正 I く 

管ﾡさ*ドならない。

試ﾡ地ﾡ当認 は油ﾡ約C営林番、あるい はﾡ林の場令は

-183一
着たはそ のユ着 に正常す 3 義 分なあ り. ま た -方で はﾡせ官は 

承等のためのﾡ者の 数季予ﾡをなう あ株林官をう断して 

队い在第を同治す3

また米が見3 し k とさとえボあ去林官*ﾡﾡして告を行う 

(8 基行峯の4たﾡ

条休ほは、 器月の営り C月nの作糸の花行を示すためﾡ式MR5 

(盛彩を系した) Cよつて直ﾡ月ﾡを掲払す3 同時 た教ヶ 网た 

わﾡって画た試灰ﾡ業を行なわなかった場合をﾡさ, 該ぎのな 

いヒ3え 校きか 区黑 で ある.

c9 企式計員の及

我朕地俎当密 ば,福年?月/日に/0月/日から始まる次のよ業年 

にﾡしなけれセ らない決ﾡ地の 一ﾡ次を採K してょﾡ を求める
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置足き歌地一業 一ﾡ

※察ﾡ番号 場 府 営建

甘 お

暗氏阳 卜 茶_____―

ﾡ係およぴ次 

外ﾡのサ確ﾡ 

円イ木の指光 .

ﾡ 寄の ッ

主林木の 着号 プ

木 の頑西ﾡヒﾡ木区か 

主林のす西ﾡ条と事木なご今 

株会3° の女インチ rc本なまとめる 

r六木の株

rtネ木の型矢. 全/株本

ﾡﾡﾡ木のﾡ足

株初迎工う 型学/ 2.&xe /Hsga /e&wn んえg
十ﾡ と枚ﾡ(また以ﾡの過館とゼナエックする

本木の兄

本本の型え

ﾡﾡ解祐

検す 3木な送入でﾡをつける

土 次株チ孔る る

土承の

一ﾡ的地 (株式2αまた は2&)
一ﾡ約係と旅合して試吹だをﾡﾡする

所兵の点ホ株

ブアァイ レについ て の花求
・4と 氏 た

式 3. 一牧的こ妹るタイ ンチァあZ 面成項热に 対して チエックする

原式%. ﾡ回用師支及

式 また&、 本木用伝

式4, 商や木ﾡ係ﾡ及

式め 喰井マ

六← ﾡ高解者

株式ヲ4. ﾡﾡ区か

グラァ

ﾡ帝対断町

材オ対断ﾡ

情者解#

採六24または24 林てﾡえ京

土所板え

式/ 営咲せの設計

鉄映の位立五区 く/イ>+OS,せ因をﾡす>

株さ7 政#とり ほとめ

ブ アイルは りc ﾡの 本木 巨がチエック
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業 ― 準4造(協 1
.... 羽 ......  7 ?........... ハ7, R, 5

帝 考
ofP:ce Use

ウ ー ト" P・ A- 
a Ts. 地 区

卜 学

*マ 拊 T 町及 ヤまたはえ全ﾡた 丹 て

... ...」-

そ の花の非業

淡吹の税楽 (cそしあずゝ *に おいてファイ ルにこ入

火、ﾡあば"次、にけ る ﾡ 名

7 ペ普サ)

日 村
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XV

義

本ヶ法さにおいて N 歹故の 桁給を 用 い たゼ. これら※表 

名可深:すろにめ本*ヤぐは十分= と < らハムか- 二 らハ: 

の x • 他の 多く りx及るこ の附妹く生べあ こY:すろ. ラオめ北- 

天我の人別今H一世に行.殳わ火ている y •りぐ.イルクレ タ*レム

<eイcre たは 夕zシイ2& Cm Nig We 屋が しとズ ・ア2zx*.xxイァァ 

ノク4マ・・オ/. oか"らxどのくある- Lかし夕 

ハク 強は研えておいてクスいられろる n ぐ ﾡぐHズて 

いムし) .

ﾡ 戊々 

ナこ

目 # が天 本しにゼタ除て 払切は天よ 

): ナム .

COD
BCFT/ダ

- Cetcte 6 クcctccx
= タュtイ Ceッcxtcc4eaとtそ U r iw iri^*

/アう・ ノアざ4

今( 令 常

娘攻たは*息核の松場し生戸本ﾡり女. 林◆A 
年ぐ件し ア月ノ日名るて令算りH付Y ナる.

Wx / ク5。の以氏止ﾡ( ナムbパs / ) 
に堀点 と た林分は ノタよ44H32日x前に火ナ 

は々«生くめろが / フ 4*年7月/ 日以ﾡにえす 

木 バス 生てめろ.

尚冷は林合と令めない. し A*及ﾡ称 ﾡヨの 4 
ゲムく 称から林々2交文しよ北ばならないよう及 : 

場合人Y列 ぐあゃ.

天ﾡでによりﾡ立し林分の林令 役ﾡ木称 

き永えて ﾡた 年永 o貴子均立すろ.

夕eeCez4・ ( 加 "点 ) aCFT7-
ﾡ百):おIるﾡ幹ﾡﾡﾡでめろ 林 办 に つい N い

う念(林分や川面稿 : c ・ -<aイ aza ) Iそは半木ど 

岡属Aま単に商ﾡめたりの契ﾡ面点てある. (感 

ラタA)
2u42 4uz zex ( 平々間A )
林分ﾡ町A 夕 Ptﾡ本水 ぐ除しノ.

a e..e4 2z4 (枝 川 自 空 角 )

ﾡ鈴y枚のっけ感の3イ ンチのかクなす角( 上例ク 

ﾡ) (n例燥本にソった 輸生及 *ごﾡ 俊土な本名 

y2).
BuutCzca (ﾡり) .

ﾡ際から恐りしている領今. ﾡﾡりつ彩塚ぐﾡ大し 

えﾡえのﾡ分 .

Cauece2 ( ゲ九 劇ん )

度 口形Xﾡのはっ さりLた 比政ﾡ万師的なﾡ死
・

し足高飛

Caxシy ( 沿)

林木の料ﾡによつて形士ろよらよびﾡの炭ぷ

Cuzeecイ ca (ﾡ曲木 考出木)

木の金ヤで/ っ 式/はそメ」にの ﾡ他ﾡ名行すク幹

Czcz eeug ( ﾡ意災 )

ﾡ活ﾡ立 全般的ム林沿よらびに隣ﾡ木のﾡどの相 

な的 位 賞『よって 分炳し た今2砕ﾡすろ 林木 の 陌艇.

た そ みの叔にAナる林木

Czgzg 4zdzcc空g ( )
ﾡ大およびﾡ 小ﾡ恐良役の 氏この ﾡn炭彩 の平均・

*表 でマィ -卜 単 で文 ナみ -

C N* W 44 ( ﾡ 沼)

かのﾡ( たはざの長 )にﾡってﾡったﾡ恐のﾡ

力 氏 士 ぐ 2 Ccc ど ・ ンuCて C2c7xて の 中向々ど

ポﾡ2他人だY の投さ

比尸アイ“

BCFTマ«

おCTTど

だFTジー

今CF 厂3a
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2zcnzc 4ク&乙.そと ( 下新料看ﾡ)

主件の及下生枚の地上から尚とぐあろ ( 不支炭は除く) 

フィ - 卜平皮ぐ測えしこﾡする.

Cz。全ス 名e4み4 :今ソ!とと ( 上当常乃尚 )

主み上ですべて クヶ向I 生炭 クてていろ仰ﾡさでの 

上からのﾡさ. フィ-卜 は ご 又 し . す る .

Czcフンt ez クルデ ( ﾡﾡ ﾡ )

尖ど 尚と対する ﾡ合 氏 ( Cowm -&tA )のて

_ 料岡-そ(上部村題ﾡ+ 下部村ﾡ督)*ノ2。

とeaA&d_/26eceや-ez-Czeez ( )
生ﾡ4生の及いﾡまは木

一 . ど」区と材宿__ :, 、
料活*所ﾡ点

( はチ FF)
Cut全 (ﾡ 町)

ﾡの戸岡 恐X :より項クメイ ンチ円间陌 で•涮疋つ 6. :
同田がー1•发 w イ >チ目Aにムつ・さア上げルの 

TIに+リイ>チ単にノめる. 例メ そ ィ>テ2イ i 
ィンチロノ3イ:チ a パォ 4 ンテトノ4ィ ンチク上 

り z 株 する.料ﾡ及究えのあるどきは項クノイ>チ ; 

円Hﾡてﾡ田&別えする こッ みある.

GuuA_wze (平ﾡﾡ田)

隣木ルまた は林今 の平均所面A)z 対た ろ月闘. 4cr/,
クルバxzプンcc。 ( 死 木 )- グ-------

名 ﾡご表波圧ノため3ムいし メIにﾡ

死すろ yXわれろネ

今nicezzccc-4tdze& (不ﾡ炊)

介 は古い皮):生 じ休ﾡﾡ4 た不文から長

しに炭 円求始: &uice フと &イ

ZezC 4 ( 林 共年)

る以氏ﾡ八終り ごおまろ ノ又 ヶ月劇向 ご・あろ. 林

年の 所ど日は ノ◇月ノ日 ンナろが ※ﾡ;こ い) フ 千衣は次

の及 ぐある. え / ラ7林栄ノア 4チ/2
月/日 そや ② . ( ぬチ F.Y )
・ez4cC Zzee (ス 不)

ﾡ高またド以上ハらス 本メ上 ﾡババ合し て 払ていろ

木 . 今がﾡメ下 y ごそれそ名別カ木 し

て取扱 .

・22 上々, だeee2 ( 形 女 )

M面ﾡﾡﾡ点に対→ナ ろ水たはそ一Wのめ材ﾡ

力比

gzeeeeC 4ue4 (地 除)

出除Yと岡Y の次わ り うら ぐ最尚ク場

A4zイt (加 咼)

際ンﾡ預どのﾡ迫ﾡ所

メ4Mイ e Z trActcc wuex ( ﾡ平均ﾡ尚 ) 

単木必日利夕み文L たネ永 ご除し/ひの

AiAC.全ueC 〔ﾡ a)
n木の H出および所間ﾡ式え基卒息て 際かと〜 

フィ ート3イ フヂの面さ玄とみ.

地 で口木 の 山惻 ぐ測乃 . A4木 ぐ地際Y す向 

グ我小工 点乃 側 で. 軸ど平行に刑尽ナる.

A4r&L.zuaz_ ( 平均高 )

利 尚/針 间 原 のブラ フカ' ら 来め たﾡ木男式 H林今 ク 

P均AAに対尺ナ ろﾡさ.

A4:2&C-Lzeece (炭打ﾡ)

ﾡ換にﾡ れる景下ﾡの下Mヨイ ン チの 炊 での 世

際からの14パ

As24L. 4uどe ( 京材 尚 )
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衣』月田がク会A > チのぷ式たド主ﾡりE列っ 

かなく なろ取初の歳まぐの部さ .

4&9&乙 4 (上営尚)

エーカー当ク /◇◇本の受大ﾡﾡ木(ﾡﾡ/ﾡﾡク 

グラフかル木めたエーカ -当 り ノ o ◇本のﾡ大ﾡ所の木

ン むらすし 一ﾡし ) 平均ﾡ画ﾡこ対すめ尚

さ

4そ イ ・ 2-241 ッeイc スe4z! Zンt_( 術平均上名 高 )

エ - カ ー当 り / ◇2本ノ)ﾡ人片出木ノ算千均ダ尚

・ Aem'eg eeイ ( ホバスフー ト )

契ﾡ林米あおよて木材女ﾡノ町でなく 用いらて t)

2 2ッシ シ スチムIz E 之立木ま え九太材ﾡノ訓点単 

でめろ ・ ニクシステム乙ル次は区木クヤんか

A西r面皮)z民台 ( ィ - ト )名系じて材ﾡ2ﾡすろ.

しェがって / &シンュd ェご ¥ / クノ々 メcょて yのパ

な射根の木表ま たはﾡ面点が企体ク /2 メ上名与ろ

場合. 1
Pet.zo座4 (ﾡ率地)

外田林でHまれえ収決ﾡその夕木るためのぷﾡ地 

株津地立外町林2は岡 じた米 タたナ.

Qu4&g cCe ( 化 )

村xのﾡﾡに対すみ土地の相対的生艦力のX及. 今え 

られた令にする上ﾡ司名ざ y、して今照すろ. 

Q4zdt 2と44 (2今月)

ロ木まはえ太H町 c ユイ ンチ単で刈えする)

姿«ぐ初～ノとごの. BC.F.T <タ歩送

22.②xZt 2Lzt6 222ue C «余月メ - ジwー )

(a) ネ堂で画ﾡ2いく月いよ うス 4分周 メージ 

ヤーは公式

を分尚平方フイ - トメージャーごの面ﾡ

笑「ダ

係は/<分料平ケフィ ート

戸レレ ) 2ﾡノ 平カフ

dイ-Zzcoe aU ZUSM )の

/ インプロtッ ご =

/ ccttc /〜で才 =

( /<アと&zc プとrて アc&z2z
イ-卜/

ﾡ杯日

/イ

クア $

- ジ*- ( /イチczc 
どぐある- ナなわち

czAcc *ととて

4 プそンェとッ だeeて .

(インチで型月出) V _ノ
、 z フノク

2よる木たは 九六西面Xの 計算 をき咪す る.

メ分P平ガフイ ー ト yﾡの平ガフィ ートメ-ジャーの

( (<レ2tア<ンZを みとe2.cとtc 

adez
木ま之はﾡ物の頂皮 同救ﾡ

ea dとと ・ タ+4イシ4
ニク以上に か次 して"氏して

っ < キすろ ・

a (A )
1保からめ除のﾡ

2uutuuc (ﾡ 交)

し

2 秒火、の こ ご )

<xイゲ -&ecイ

あ T点 : 普ﾡえ よ

向ﾡスっメ上のﾡﾡがﾡっ て い)る場合ﾡよ び別ス的

月C「T

夕FTs •

C0pや 隊

内は

/«今H千ケフィ -卜 ( Sみ.ft.み/)-※*貴の手 

ケフィ ートメージャー (た=/ フ3 だから )=

/ 73 イア・ チt. Zcc み2.とと°

Mi- /今子.ft.かuwcadcue=*7s*←<今月S子ft 

wctdcze ごろ.

/) 木4太村ﾡ夕口ﾡ的にいうY全に用いろ。

xか月メ - ジャーはホ"バスメ - ジャーよる材 

算 会 木ナ ◇ ( &n。 /ーuイ 今火) 

ジw&.egcettu. (※幌的燃や ) 

不ハっ人的送灰の 余地 ムテ決 ぐ送人 株本 .
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こメそ乙 ば系統的株本 然作冷株本ゲあろ.

efzz . 々axdCzc ( ﾡ作為係本 )
---------

円じ大きさのすべての可庵人株本が. い ナ む円ーカ

A年 で支払 =みょ ヶ去ご式人 株ネ

-4a44.. -で4c4イe ( 系的麻人 )

市ﾡにえめ ら 人た現則 的な 型 し艇っ て x みれたﾡ本

fezicu._Z2シuue2_
比投力目的 で. 緊なろ向スタﾡ用した岡一ﾡﾡク= 

ク以上の 隣楼試ﾡ区 .

ブ ePazz (砕 «)

林木 たは 林か 名あるﾡのの形ﾡぐ分邦し た y 会の 

紙・ *えそのょクム扱ろ木ﾡしいう.

24
H 問が念に斉 しく夕化しくいるﾡ上の最.

-et&etzr_Accce ( 訓次的が粒 )

何の校2ク上の崩ﾡバあって 主数掛ﾡ以外を-

ﾡ2とたゞ 三の 本よ表たはﾡ面ﾡ今計. 全体の / ◇ 

下の場合z・ ニらのﾡ迅名訓次的ﾡﾡンいッ.

( クンなゼwu 少送)

-ezzoca ( 外問林ス は外曲 )

外町ﾡはﾡ卒地名取まくﾡ状ク林ルてあろ. 二株 

季地を外町の彩番からﾡ』するため. ﾡ事立H令かっ 

日ールAぐ円一ﾡ業名食ナろ(F*き: t
どa<aイcr )

フスル (細り)

ﾡえから上のﾡゆの太さのみケュい ッ .

全eez2 C 知 * ) ・

未 ﾡ林て おいて: 楽将木 の京ﾡY 形 2改るするめ 

,乙 麻期を永久 的 ド 破壊しな い よう し て行なっ 堺 て ある.

将 木のﾡ長 幹介形 夕攻るするめ)2ﾡし林ご行り

BCFTバビ
係 てゆろ が林ﾡ の 淡次ド 聞扱ごさる 巨友 )こ上めろ・

ン&メルとンc? . C2%ケ7 〔 上ﾡ岡 )
-プ --- • -

送れ低ﾡ木の片意 冬主どして. 上新林意ﾡすろ
の林ネの 区係)に上 2てﾡ枚するこ *名日的ゝすみ向区 

どeTTババざ

FTバ

おCFT一

・とiget2。 4 〔 自田向炊 )

営 目的ぐ欠められたﾡ 武木ク係 2目的Yす々同ム 

方 広 で. 内木はそクﾡする林ﾡ):口係及く 送ぶ.

4xxtgxu 合ee ( 下Aに区 )

下ﾡ林ﾡ似から上ﾡ向? て A区し て く 点 

表てゅる.

2 w 42 _zeekaztezC ( 炭枚 的内ベ )

円よ木a めるﾡの後映去 zよりえらぶ方表まて 例えは 

通枚 列名次2*ク. しか一っおきの木夕えらぶYか 

はスっらさ. sっちさ呼の列名えらぶYがめ2い 

監率の秋士のﾡでﾡ小の 商岡名立? て送えナる 岡よ力会 

てめ2. ( -exce そ&cwtの? ・)

44xg ・ 2c&ete ( 杯内ﾡ岡 )

林分のパも次さい木 ﾡ文探す る向

4wt_,夕ezc ( 岡及 )

文の 向ャ 六 中 ぐの歳及め ﾡ 牧 ( 附休I央ポ ) 

&2グツ クとイと2す

商炭 こ 日バ月 ﾡ 2台合 ム 同の 今超 支 八はX.

ﾡ及 + 期= &シイ .ルZxマ

Z4ut_4cc4e ( 间 戍方 式)

• アんoty シ " 名みよ

Acte4cctみ ( 点月炉 >

水の向Yのﾡ岡

&ix4yをy (A処べ)
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我揉 二れろ木まはﾡされみ木のれか夕人牢ゝして I 

えめられた向クﾡﾡク かﾡ ( 円 は努 : ・ス4cxixuが&イ

②e4ezee (材 ﾡ)

料にがら ない限り 材ﾡはすべ てA付 ホ ッバス メ - ジャ 

ーセいう.


